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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この春から僕──弓ゆみ月づき恭ゆき嗣つぐは、ひとり暮らしをはじめる予定だった。

　理由は簡単。学校が遠いからだ。

　最初からその覚悟で第一志望の高校に入ったものの、学園都市まで片道二時間の通学時間はさすがにいろいろと圧迫する。水みずの森もり高等学校は進学校。にも拘かかわらずこれでは勉強どころではない。昨年度の一年間でよくわかった。

　もうひとつのあまり自覚していなかった理由としては、僕はたぶんあの家にいたくなかったのだろうと思う。

　それはさておき──だから、僕は二年生に上がるのを機に、学校の近くに部屋を借りてひとり暮らしをはじめることにしたのだが……、




　その計画はもろくも崩れ去った。




　入居当日、不動産屋のミスによる二重契約が発覚したのだ。

　今どきそんなミスがあり得るのかと首を傾かしげたくなるが、実際に目の前でそれが起きたのだから仕方がない。しかも、僕が当事者だ。

　そして、もうひとりの当事者──、




　その名を、佐さ伯えき貴き理り華かという。




　まるでグラデーションがかかったような不思議な光彩を宿すハニーブラウンの髪をした、とびきりの美少女だ。

　彼女は父親の仕事の都合で、つい先日までアメリカに住んでいたのだという。だが、その海外生活もこの夏で父親のアメリカ勤務終了とともに終わり、それに先駆けて彼女だけひと足先に帰国したのだ。

　彼女──佐伯さんは、この頭の痛くなる状況を前に、名案とばかりに叫んだ。




「フラットシェア！」




　フラットシェア。

　日本で馴な染じみのある言葉に言い換えるなら、ルームシェアである。




　彼女は言うのだ。

　ルームシェアすればいいじゃない、と。




　僕は家を出るせっかくのチャンスを逃したくない。

　佐伯さんはそもそも帰る場所がない。

　結果、僕たちは２ＬＤＫのアパートでルームシェアすることになったのだった。




　しかし、彼女は非常に困った女の子で、僕はすぐにそれを思い知ることになる。

　今の僕の生活は、そんな佐伯さんとひとつ屋根の下だった。
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　ルームシェアをはじめて約一ヶ月がたったゴールデンウィーク明けの朝、

「しばらく天気が悪いのが続くんだって」

　いつものように佐伯さんに起こされ、顔を洗ってから朝食のテーブルにつくと、そう彼女が切り出してきた。

　僕は体をひねってリビングのほうに目をやる。ベランダへ出る全面窓からは、昨日までの快晴はどこへやら、確かにはっきりしない色の空が見えていた。

「洗濯ものは中に干してくからいいとして、雨が続くと乾かないものも出てくるかも」

「そうですね」

　とは言え、毎日洗うものといえば肌着類やＴシャツ、各種タオルくらいのもので、そのあたりは持っている数も多いから、そうそう尽きるとは思えない。

「いざとなればわたしは、水着エプロンで対処しようと思います。……おおぅ、まさかこんなに早く水着の出番がこようとはっ」

「きません」

　佐伯さんのふざけた案を、間かん髪はつ容いれず叩たたき潰つぶす。

　ゴールデンウィーク二日目、彼女と一緒に出かけ、水着売り場というおおよそ男が踏み入るべきではない場所にまでつき合わされたのは、思い出したくない記憶としてまだ新しい。

「お触りアリでも？」

「アリでもです」

「新婚さんはそんならしいよ？」

「たぶん違うと思います。……まったく、どこからそんな突拍子もない考えが出てくるのやら」

　それは問いではなく、単なる独り言、もしくは愚ぐ痴ちだったのだが、佐伯さんはすすっていた味み噌そ汁しるのお椀わんを置いてから答えた。

「最近ね、うちのクラスの女の子の間で流は行やってて、その手の本がよく回ってくるの」

「……」

　なんてものが流行しているのだろうか。

「おかげでレパートリーが増えて、わたしの将来のダンナ様はきっと飽きないと思うな」

「……僕は呆あきれてますけどね」

　レパートリーって、カラオケで歌う歌の話をしてるんじゃあるまいし。

「弓月くん、どう？」

「何がですか？」

「こんな将来有望なわたし、今から押さえておく気ない？」

「……ないです、今のところ」

　というか、そんなところを決め手にするって、男として最低ではないだろうか。

　なんとも朝食が微妙な味になる話だな。

　佐伯さんにはもっと慎みある性格になってほしいものだと思うが、この天てん真しん爛らん漫まんさこそ彼女の持ち味だとも言えるだろう。

　そんなことを思った朝の風景だった。




　部屋で登校の用意を整えて、ブレザーと鞄かばんを持ってリビングへ出ると、そこでは佐伯さんが洗濯ものを部屋干ししている真っ最中だった。干してあるものの中には、見てはいけないようなものもあるのだが、そこには触れないでおこう。

　以前、意を決して指摘したら、次のような答えが返ってきた。




『え、なんで？　弓月くんしかいないじゃない』




　こちらは恥ずかしいのを我慢して切り出したというのに。

　彼女の中にある相関図では、どうやら僕はかなり彼女に近い位置にいるようだ。

　佐伯さんは洗濯の最中。僕は登校準備完了。さて、どうしたものかと立ち尽くしていると、佐伯さんが先に口を開いた。

「あ、弓月くん。今日は先に出てくれる？　わたしはこれ干してから行くから」

　諸般の事情で一緒にいるところを見られたくない僕の一方的な押しつけにより、学校へは別々に行くことになっている。たいてい彼女が先で、僕が後という順番だが、そこまで強く拘こだわる決まりでもない。

「では、そうしましょうか」

　僕はブレザーに腕を通した。

「はーい、いってらっしゃーい」

「いってきます」

　そうして後のことは佐伯さんに任せて、僕は先に家を出た。




　アパートの前の道を通って大きな道路に出る。それに沿って歩道を歩き、学園都市の駅と水の森高校を結ぶ道に合流。

　その交差点で信号に引っかかった。

　僕が待っている間、片側二車線の道路をはさんだ対岸では青になっている横断歩道を渡って、水の森の生徒が左から右へと流れていく。数は多くない。予鈴までには時間があるので、登校のピークはもう少し後だろう。

　一様に学校を目指す流れの中で、男子生徒がひとり立ち止まった。遠目にもわかる端正な容姿。誰かと思えば滝たき沢ざわだった。僕を見つけて、待ってくれているようだ。互いに手を上げて略式の挨あい拶さつを交わす。

　信号が青になるのを待ってから滝沢と合流した。

「おはようございます。さすがクラスの副委員長、早いですね」

「クラス委員は関係ないよ。単なる性分だな」

　彼は苦笑混じりに返してきた。

　僕らは並んで歩き出す。

「お前のほうは、今日は佐伯君と一緒じゃないのか」

「滝沢……」

　僕は思わずため息混じりに発音する。

　以前、滝沢は僕と佐伯さんについて妙な誤解をしていた。それに関しては、彼女とは家が近くて、たまたま学校がはじまる前から顔見知りだったが、そんな関係ではないときちんと説明しておいた。それで納得してくれたはずなのだが。

「わかってるよ。冗談だ」

「あまり面白くない種類の冗談です」

　ところが、この直後、さらに冗談ではない事態が起こってしまった。




「おはようございます。滝沢さん、弓月くん」




　透き通るような、涼やかな声。

　その声の主が後ろから駆けてきて、声をかけるなり僕の横に並んだのだ。言うまでもなく佐伯さんだ。

「噂うわさをすれば何とやら、だな。……おはよう、佐伯君」

　滝沢は上級生らしい余裕のある態度で応じた。が、僕のほうは少々気が動転していた。

　あれほど外では声をかけないよう言ってあり、佐伯さんもそれなりに守ってくれていたのに。なぜそれを今になって翻ひるがえしてきたのだろうか。しかも、こんな堂々と。

「どうした、弓月。挨拶くらいしたらどうだ」

「……おはようございます、佐伯さん」

　何が悲しくて同じ挨拶を二度もしなくてはいけないのだろうか。

「はい！　おはようございます！」

　佐伯さんは僕のほうに顔を向け、改めて返してきた。

　嬉うれしそうな、元気のいい響きだった。きれいな髪の美少女に相応ふさわしい。家で莫ば迦かなことを言ったりやったりしている姿は微み塵じんも見られない。まるで別人だ。

「……佐伯さん」

　僕は落ち着かない気分になっているのを自覚しながら、彼女を呼んだ。

「前にも言いましたが、僕に近づかないほうがいいです。僕はあまり評判のよくない人間ですから」

　そう。僕という人間は水の森高校において、すこぶる評判が悪い。

　というのも、去年、僕は我が校が誇るクールビューティ、宝ほう龍りゆう美みゆきと交際しておきながら、それを三ヶ月足らずで彼女を振るというかたちで終わらせた──と言われている。結果、人間関係の力学的に僕が悪者になってしまったのだ。

　僕が彼女と一緒にいるところを見られたくないのも、それが理由だ。いつか佐伯さんが不愉快な思いをするのは目に見えている。

「知ってます。でも、わたし、そうじゃないって信じてますから」

　しかし、彼女は気持ちよく言い切った。

　信じてるも何も、僕がある程度まで真相を話しているので、本当のことを知ってるはずなのだが。

「滝沢さんもそう思いません？」

「うん？」

　僕を飛び越え、滝沢へと話が振られる。

「滝沢さん、去年も弓月くんと同じクラスだったんですよね？　弓月くんって、そこまでひどい噂が立つような人じゃないと思うんです、わたし」

「そうだな。確かに俺もそう思ってるよ。あのころ、弓月がふれてほしくなさそうだったから、こっちもあえて首を突っ込まなかったが。……どうなんだ、弓月」

　そして、一周回って僕のところに戻ってきた。

「……火のないところに煙は立たぬ、と言います」

「それは答えじゃないな」

「大丈夫。わたし、信じてますから」

　再び佐伯さんが、反対側から天真爛漫な笑顔を見せながら言った。そんな彼女に僕は、滝沢からは見えないのをいいことに、睨にらむようにして目を向ける。

「どうなっても知りませんよ」

　いったいどういう意図があってこんなことをしているのかは知らないが、悪評のある僕のそばにいていやな思いをするのは、きっと彼女だ。

　しかし、佐伯さんは、やはり滝沢には見えないように、意地の悪そうな顔で舌を出して見せた。

　それが答えらしい。
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　登校時に佐伯さんの襲撃を受けたものの、早めの時間で目撃者も少なかったせいか、大きな影響はなかったようだった。

　弓月恭嗣が宝龍美ゆきを振ったあの日からだいぶ月日がたっているので、当時のことはもう忘れられつつあるのかもしれない。

　とは言え、気をつけるにこしたことはないだろう。

　ところが──、




「弓月君、ちょっといい？」




　放課後、終礼が終わって帰り支度をしていると、ひとりの女子生徒が声をかけてきた。耳の上辺りにヘアピンを刺した、校則違反とは無縁のショートヘア。我がクラスの委員長、雀すずめさんだった。

　あまり友好的ではない調子だ。尤もつとも、ここ数ヶ月、友好的だったことなど一度もない。何せ雀さんは宝龍さんを慕っている。その彼女を振った僕に憎悪を向けるのは当然のことだろう。

「今日の朝、一年生のあの佐伯さんと一緒だったって聞いたけど、それ本当なの？」
















　あの佐伯さん。

　入学試験をトップで通り、入学式では新入生総代を務め、帰国子女で、誰もが認める美少女。ひかえめだが華やかさがあり、校内でもすぐに有名になった、あの佐伯さんだ。……僕が知る佐伯さんとはかなり違うな。

「本当ですね」

「どういうつもりよ」

　僕が言い終わるか終わらないかのうちに、雀さんは言葉を重ねてきた。

「と言いますと？」

「まさか宝龍さんの次は佐伯さんだとか思ってるんじゃないでしょうね!?」

「それこそまさかですよ」

「じゃあ、朝、一緒にいたのはどういうこと!?」

　机を叩かんばかりの勢いで問い詰めてくる。

　その点については僕も知りたいので、ぜひとも佐伯さん本人に聞いてもらいたい。

「それにしても、僕にだって女の子とつき合う権利くらい──」

「ありません！　少なくとも不誠実な人間には、そんな権利はありません！」

　あいかわらず雀さんは僕に厳しい。

　とは言え、耳が痛い部分もある。何せ僕は宝龍さんに対して好意がなかったにも拘らず、彼女との交際をはじめたのだから。そのあたりはお互い様とは言え、それを不誠実と言わずして何と言うのか。

「滝沢じゃないですか？」

「滝沢さん？」

　僕が友人の名前を出すと、雀さんはきょとんとした顔になった。

「朝、滝沢もいましたから、佐伯さんは彼が目当てだったのかもしれませんね」

「うーん……」

　雀さんは腕を組みつつ、拳こぶしを顎あごに当てて考え込む。あり得る話だと思っているのだろう。実際、僕なんかよりも、眉び目もく秀しゆう麗れいな優等生である滝沢が目当てだったと考えるほうが納得できる。

「なんだ、珍しい組み合わせだな」

　そこにやってきたのは、その滝沢だった。すでに帰り支度をすませ、鞄を提げている。

「別に弓月君と話したくて話してるわけじゃありません」

　雀さんはむっとして言い返した。

「今朝、弓月君が佐伯さんと一緒にいたっていうから、注意してただけです」

「それが何か問題でも？」

「大ありです。こんな不誠実な人が佐伯さんに手を出したらどうするんですかっ」

「それは大変だな」

　滝沢は雀さんの剣幕に苦笑しながら答えた。

「ただ、弓月と佐伯君は家が近いらしい。それで仲がいいんじゃないのかな」

「そうなんですか？」

　当然、雀さんは初耳だ。

「だろう？」

「まぁ、そうですね」

　滝沢が僕に振り、僕はそれにひとまず同意した。

　雀さんはまたも先ほどと同じポーズで、うーん、と考え込んだ。納得できかねるといった様子だ。

「ところで雀さん、今日はクラス委員の会議なんだが」

「あ、そうでしたね。すぐに用意してきますっ」

　彼女は慌てて身を翻し、自分の席へと戻っていった。なるほど。それで滝沢はすでに荷物をまとめていたのか。

　ふたりはクラス委員だ。雀さんが委員長で、滝沢が副委員長。性格的に融通の利きかない委員長に対して、副委員長のほうは柔軟な思考ができる。そのため、雀さんがクラスメイトに注意して口論になり、滝沢が割って入って妥協案を見み出いだすといった場面が、この一ヶ月でたびたび見られた。

　そんな雀さんだから、会議のことを忘れていたのは珍しい。それほど僕にひと言言っておきたかったということなのだろう。

　僕と滝沢は無言で顔を見合い、苦笑した。

「さて、僕は帰ります。ナツコさんのことはお願いします」

「ナツコ言わないっ」

　教室の向こうのほうから間髪容れず、雀さんのそんな声が飛んできた。地獄耳だな。彼女の常日頃からの希望に応こたえて、漢字表記はひかえておくことにしよう。

「じゃあ」

「ああ」

　そうして滝沢と短い挨拶を交わして、僕は教室を出た。




　下駄箱から革靴を取り出して履き替え、昇降口を出ると、そこで最も会いたくない人物と会ってしまった。

「あ、弓月さーん」

　そう声をかけてきたのは一年生で佐伯さんのクラスメイトの桜さくら井いさんだが、その横に当の佐伯さんがいた。もちろん、僕が会いたくなかったのはこっちのほうだ。

　こうして改めて見ると、桜井さんのちょっと癖くせっ毛の淡い茶色もきれいだが、佐伯さんの天然の濃淡のついた不思議な茶髪が、際立った魅力を持っていることがよくわかる。

「弓月さん、一緒に帰りませんか？」

　桜井さんが僕の真正面に立ち、見上げながら聞いてくる。癖なのか、彼女はやけに近い距離で話す。今も背中まで手が回せてしまいそうだ。

　ここで首を縦に振ればもれなく佐伯さんがついてくるのだろうが、かと言って断るための説得力ある理由も見つからなかった。

「途中までになりますが」

「はい。それでもぜんぜんかまいませんっ」

　弾はずんだ声を上げる桜井さん。

　ふと佐伯さんのほうに目をやると、彼女は口笛でも吹きそうな澄ました顔でそっぽを向いた。まさか待ち伏せしていたわけじゃないだろうな。




　歩き出すと、自然と僕が佐伯さんと桜井さんにはさまれるかたちになった。こういうフォーメーションが嬉しいか嬉しくないかは人それぞれなので、この際おいておこう。それよりも周りがちらちらとこちらを見ているのが気になるな。視線が痛い。

　校門を出て、幅の広い歩道を歩く。

「弓月さん、キリカと家が近いんですよね」

「ええ、そうです」

「休みの日なんかはよく会うよね」

　桜井さんとは反対側から、佐伯さんがつけ加えてくる。

「いいなぁ、キリカ。代わってぇ」

「何を代われと!?」

　女の子たちは元気だ。三人どころか、ふたりだけでも十分に賑にぎやかだ。

「弓月君、今度ごはん作りにいってあげようか？」

「……遠慮しておきます」

　食事関係をほぼ一〇〇パーセント佐伯さんに依存している僕の言う台詞せりふではないが。

「そのときはわたしも呼んでくださいね」

　そして、話の流れを完全に無視する桜井さん。

　そうやっていくつかの雑談をしているうちに、僕らが曲がる交差点に辿たどり着ついた。

「じゃあ、お京きよう。またね」

「うわぁん、キリカ、代わってよぉ」

「まだ言うかっ」

　別れるときまで楽しげなのは、女の子の特徴だろうか。僕や滝沢、矢や神がみなどは非常に地味だ。尤も、それには僕たちが平均よりもテンションが低いこともあろうが。

　僕と佐伯さんは、青になった横断歩道を渡った。向こう側に着いてから振り返ると、桜井さんが手を振ってきた。それに応えてから、再度歩き出す。

　桜井さんが抜け、僕たちだけになった。

　同じ方向を行く生徒はいない。車道にも時々思い出したように車が走り抜けていくだけ。しばらく歩いてから、僕は口を開く。




「君はいったい何を考えてるんですか？」

「さぁ？」




　しかし、とぼけるような彼女の返事。

　大事なのは、何も考えていないとは言っていない点だろう。

「ということは、何か企たくらんでるわけですね？」

「企んでるよぉ」

　重ねて問えば、今度はあっさりと肯定しながら笑う。

「ま、いいじゃない。弓月くんだって、わたしと歩いてて悪い気はしないでしょ？」

「……」

　その自信はどこからくるのやら。

「僕にだって選ぶ権利はあると思いますが」

「うわ。何それ？　ちょっと傷つくんですけど。……でも、悪くないと思うんだけどなぁ、わたし」

「僕としてはもっとおとなしい、淑しとやかな女の子がいいです」

「淑やか……」

　佐伯さんは僕の言葉をワンフレーズだけ復唱した。

　それから少しの間、沈ちん思し黙もつ考こうしていたが、やおら駆け出し、僕の前に回り込んだ。こちらを真まっ直すぐ見つめ、手は胸の前で祈るように組み合わされている。

　僕らは立ち止まって向かい合った。




「弓月先輩、実はわたし、前から先輩のことが──」




「なんですか、それ」

　僕は思わず噴き出していた。

「うん。こういうのがいいのかなぁって」

　佐伯さんはくるりと前へと向き直る。

「やっぱりダメかぁ。弓月くんの好みに合わせるのって難しい」

　再び歩き出し、僕もそれに続いた。

　まぁ、ダメというほどではないだろうな。

　彼女の仕草や雰囲気にどきりとしたことは確かだが、でも、やはりそれは佐伯さんらしくないと思った。
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　五月も中旬になれば、連休ゴールデンウイークを惜しむ気持ちはとうに抜けてしまっていて──今日も学校へ通うべく自室で登校の準備を整えてリビングに戻ってきてみると、そこに佐伯さんの姿はなかった。

「佐伯さん？」

　と、声をかけてみるが、返事はなし。まぁ、もとよりリビングダイニングに隠れられるような場所はないので、ここにいないことは一見して明らかだ。ただ、彼女の部屋に続くドアの向こうに人の気配がする。たぶんまだ登校の用意をしている最中なのだろう。

　僕は素早く決断し、ドア越しに声をかけた。

「佐伯さん。今日は僕が先に行きますので」

「うん。わかった」

　との返事。

　なので僕は、後のことは佐伯さんに任せて、先に家を出ることにした。

　回れ右をしてリビングを出、短い廊下を歩いて玄関に至る。

「待って待って。わたしも一緒に行くー」

　学校指定の革靴に足を突っ込んだところで佐伯さんが飛び出してきた。ちゃんと制服を着て、手には鞄も提げている。

　水の森高校の制服は、数年前の大々的な設備拡充の際、有名デザイナーの手によって刷新されたのだという。とは言え、あくまでも制服の域を出ないはずのブレザーや赤いチェックのスカートも、佐伯さんが着るとどういうわけかファッショナブルに見える。

「用意ができてたなら言ってください。先に行ってもらったのに」

　一度履いた靴を脱ぐのは面倒だ……というか、佐伯さんの狙ねらいはまさにそこで、僕が出ようというタイミングを見計らっていたのではなかろうか。こうなったら彼女には後五分ほど待ってもらうことにしよう。

「一緒に行こ、弓月くん」

「何を言ってるんですか。冗談じゃない」

　先日は一緒に登校してしまったおかげで……いや、まぁ、特に何もなかったか。雀さんにやいやい言われるのは日常茶飯事だ。

「いいじゃない。わたしだって、ほら、もう用意できちゃってるし」

「なら君が先に行ってください」

　僕は再び玄関を上がろうとした。が、そこには行く手を阻はばむように佐伯さんが仁王立ちしている。所しよ詮せんは２ＬＤＫのアパート。玄関はそう広くない。




「どいてください」

「ここを通りたかったら、わたしにぇろいことをしていけ」

「何をわけのわからないことを」




　そんな台詞、初めて聞いたわ。

　僕は嘆息ひとつ。

「わかりました。一緒に行きましょう」

「……そっちを選ばれると、それはそれでショックなんですけど」

　佐伯さんが半眼で睨み、ぼやく。いったいどうしてほしいんだ……とは、さすがに聞けない。恐ろしくて。

「ほら、おいていきますよ。用意してください」

「はぁーい」

　ひとまず僕が先にドアを出て、程なくして佐伯さんが靴を履いて出てきた。彼女の鍵かぎで施せ錠じようし、ふたり縦に連なって階段を下りる。

「弓月くんと一緒に出るの初めて」

「そうですね」

　本年度の登校初日、不本意ながら佐伯さんと一緒に家を出たが、結局、僕は早々に彼女を置き去りにした。また、先日は不意打ちのように登校途中で佐伯さんにつかまった。過去、そういうことはあったが、最初から一緒に登校するつもりで家を出たのは、これが初めてだろう。

　普段、この付近のこの時間帯に水の森の生徒を見かけたことはないのだが、今日に限って会うのではないかとひやひやする。アパートから一緒に出てくるところを見られでもしたら、いったい何を思われるやら。

　幸いにしてそういうことはなく、僕らは並んで歩き出した。

　どうにも落ちつかない気分だ。いま歩いているこの道は、春からこちら毎日のように通っている。佐伯さんと肩を並べて歩くことは、ほとんど休日のたびにやっていることだ。どちらも別段変わった行動ではない。にも拘らず、僕はまったく知らない道を歩いている気分だった。

「こんなところ人に見られたくないですね」

「そう？」

　僕の複雑な胸のうちは露つゆほども知らない様子で、佐伯さんは首を傾げる。

「でも、学校前の道まで行ったら、いやでも見られると思う」

「まぁ、そうですね」

　このまま進み、大きな道路に出たところで左に折れる。そうすればやがて水の森高校と学園都市駅の間にある交差点に出る。そこまでいけば僕らはどうあっても同じ学校の生徒に見られることになるだろう。

「どうなっても知りませんよ」

「それ、前にも聞いた。大丈夫、そのときは……」

　と、そこで彼女は一拍おく。

「どうにもならないかも？」

「……」

　どうにかなる、とでも言うのかと思えば、すでに諦あきらめているらしい。潔いさぎよいことだ。

　すぐに大きな道路に出て、そこに沿って幅の広い歩道を歩く。程なく正面に交差点が見えてきた。直交する道は左に行けば学園都市の駅に、右に行けば水の森高校に通じている。

　交差点の信号に引っかかり、青になるのを待つ僕らの前を、左から右に水の森の生徒が流れている。その多くが僕と佐伯さんをちらちら見つつ、通り過ぎていった。さてさて、何を思っているのだろうか。

　と、そのとき、

「あ」

　佐伯さんが何やら声を上げた。

「矢神さーん」

　そして、前方の生徒の流れに手を振る。

　見れば確かに猫背に眼鏡のクラスメイト──矢神の姿があった。周りにいる生徒は何ごとかと佐伯さんを見、続けて矢神へと視線を移す。かわいそうに。思いがけず注目を浴びることになった彼は、困ったような顔をしていた。

　信号が変わるのを待って向こう側に渡り、矢神と合流する。

「おはようございます、矢神さん」

「お、おはよう」

　気弱な矢神は、元気な下級生の勢いに圧倒されつつ応える。僕のほうは、何となく挨拶のタイミングを逃してしまっていた。

　ひとり増えて、三人で歩き出す。

「あ、そうだ。矢神さんに謝ろうと思ってたんです」

　唐突に佐伯さんが切り出した。当然のように猫かぶりモードだ。

「クラブ勧誘会のとき、文芸部のところに寄ったのに入部しなかったから、結局ひやかしただけになっちゃって……」

「あ、いや、それはいいよ。もともとそういうイベントだしね」

　矢神は佐伯さんに謝られる前に、先回りして言った。彼の言う通りクラブ勧誘会は、要するにマッチングのイベントなのだから、いちいち気にすることはない。それでも謝ろうとするあたりは、彼女の性格のよさの表れなのだろう。

「それにちゃんと新入部員も入ってきたんだ」

「そうなんですか。よかったです。矢神さんとしても一安心ですね」

「そうだね」

　面白いものだ。矢神はその性格のせいか、決してよく話すほうではない。コミュニケーション能力に問題があるわけではないが、話すときはいつも遠慮がちになる。特に異性に対してはその傾向が顕著だ。その彼が佐伯さん相手だと、ごく普通に会話をしている。これも佐伯さんに備わった魅力や能力なのかもしれない。

「滝沢君から聞いたんだけど、弓月君と佐伯さんって家が近いって本当？」

「本当ですね」

　答えたのは僕。

「ああ、だからだったんだ」

　矢神はひとり納得したようにうなずいた。

「何がですか？」

「僕、ゴールデンウィークにふたりが一緒にいるのを見かけたんだ。一いちノ宮みやで」

「……」

　ちょっと待てと言いたい。いったいどこで見かけたというのだ？　一ノ宮なのはわかっている。問題はそのどこか、だ。ただ歩いているだけの場面ならいい。一緒に昼食を食べているところもよしとしよう。しかし、僕は人に見られたらあらぬ誤解をされそうな場所に踏み入っている。

「あ、じゃあ、あれってやっぱり矢神さんだったんですね」

　迂う闊かつに聞き返せば墓穴を掘りそうで躊躇ためらっていると、佐伯さんがそんなことを口にした。

「佐伯さん、知ってたんですか？」

「て言っても、遠目だったし、もしかしたら？　程度でしたから」

　猫かぶりのまま彼女は僕に告げる。

　できればそういうことはそのときに言ってほしかった。

「いい機会だったので、彼女を案内してたんですよ」

　気を取り直し、矢神に説明する。彼がどの場面を目撃したか、もう聞くのはやめておこう。それがお互いのためだ。




　そうこうしているうちに学校へと到着した。

「じゃあ、失礼します」

　下駄箱の位置が離れている関係で、昇降口の入り口で佐伯さんとは別れる。僕と矢神は自分の下駄箱へと向かった。

「弓月君と佐伯さんって、こっそりつき合ってるのかと思ってた」

「怖いこと言わないでください」

　なるほど、これで疑問は氷解した。

　ゴールデンウィーク真まっ只ただ中なかの平日、今日のように登校途中で会った矢神は、そわそわした様子で僕から逃げていった。たぶん見てはいけない場面を見てしまった、僕の秘密を知ってしまった、と思って戸惑っていたのだろう。

　上靴を取り出し、履き替える。

「僕はお似合いだと思うけどな」

「……だから怖いことを言わないでくださいって」

　とは言え、何が怖いのか自分でもよくわかっていないのだが。
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　それを目撃したのは昼休みのこと。

「あの、困りますっ」

　僕が目を向けるきっかけとなったのは、そんな声だった。

　弁当を食べ終え、学生食堂に飲みものでも買いに行こうと廊下を歩いて、ちょうど階段に差しかかったとき、先のような声が上から聞こえてきたのだ。見上げてみれば、踊り場から少し下りたあたりにふたりの生徒がいた。男子と女子、ひとりずつ。男子生徒が上段に立ち、女子生徒の前に立ちはだかっている構図だ。

　そして、こちらに背を向けている女子生徒は、グラデーションのような天然の濃淡のついた茶髪──佐伯さんだった。

　僕は立ち止まり、気配を殺して様子を窺うかがう。

「俺さ、クラス替えで仲のいいやつと離れちゃって寂しいんだよね。よかったら友達になってよ？」

　男子生徒は軽い口く調ちようで佐伯さんに話しかける。

　大丈夫だ。わざわざ他学年の佐伯さんを狙って声をかけるアグレッシブなやつに、友達がいないはずがない。だいたいもう五月だぞ。

「あれ？　もしかしてケータイ、黒？　もっと女の子らしいほうが似合うのに」

　佐伯さんは今、どうやら手に携帯電話を持っていたらしい。男子生徒はそれを見てとったのだろう。

　これにむっとしたのは佐伯さんだ。

「ほっといてください。わたしの好みですから」

「ま、それもそうか。ちょうどいいや。ケータイのアドレス交換しない？」

「少し考えさせてください」

　もちろん、それは言葉通りの意味ではなく、丁重なお断りだ。

　言うと同時に佐伯さんは、足を踏み出した。上階に行きたいのだろう、男子生徒の横をすり抜けようとする。だが、相手は体を横にスライドさせ、その行く手を阻んだ。次いで、にっと笑う。

　僕のほうからは佐伯さんの表情は見えなかったが、彼女の困った顔が目に浮かぶようだった。

　やれやれ──と、僕はため息ひとつ。

「佐伯さん、どうしたんですか？」

　僕が白々しく声をかけると、ふたりが同時にこちらを向いた。男子生徒のほうは邪魔をされたせいか、あからさまに不機嫌そうな顔だった。

「あ、弓月くん」

　佐伯さんは僕を認めると、そのまま階段を駆け下りて、寄ってきた。

「何をやってたんですか？」

「ううん。なんでもない。行こ。……それじゃあ、失礼します」

　最後の言葉は例の男子生徒に向けられたものだ。僕らは並んで歩き出す。去り際、彼が舌打ちしたのが聞こえた。

「ごめん、弓月くん。助かっちゃった。あの人、しつこくってさー……」

　佐伯さんは頰ほおを膨らませる。

「別に。僕はただ、君がいたから声をかけただけですよ」

「噓うそばっかり」

「……」

　まぁ、もとより信じてもらえるとは思っていなかったが。

　そもそも学校では声をかけるなと言い出した僕から声をかけているのだから、この上ない矛む盾じゆんだ。にしても、その約束もここ最近、特に加速度をつけて崩壊に向かいつつあるようだ。佐伯さんにしてみれば、もともと守る気もなかったのだろうが。




　僕らは並んで廊下を行く。

　昼休みなので行き交う生徒や教室の前で喋しやべっている生徒も多い。そのほとんどが一度は佐伯さんに目を向けた。ここは二年生の教室が集まる階だ。噂の新入生の話を耳にはしていても、実際に目にしたことはない生徒も多いのだろう。

　そして、一緒に歩く僕も、やはり見られる。あまり居心地はよろしくない。

「佐伯さん、教室に戻るんじゃないんですか？」

　僕は耐えかねて、そう彼女に尋ねた。

「うん、そうなんだけどね。せっかく会ったんだし、どこか案内してよ。誰も知らない穴場とかないの？」

「知りませんよ、そんなところ」

　所詮は学校の狭い敷地。そんなところがあろうはずもない。

「男子だけが知ってる、女の子のスカートの中が覗のぞけるスポットとかは？」

「ああ、ありますね」

「あるんだっ」

　あるかと尋ねておいて、あると聞いたら驚くとはどういう了見なのだろうな。

「とは言え、男だけが知ってるなんてのは幻想みたいですけどね」

　男子の間で代々それが継承されているように、女子の間でも危険地帯として伝わっているようだ。

「一年生が行くようなところではないから大丈夫だとは思いますが、君も重々注意してください」

「わかった。……じゃあ、さっそくそこに──」

　そこがどこかわからないはずなのに、とりあえず行進するような歩き方でそこを目指そうとする佐伯さん。

　僕は慌てて彼女を呼び止める。

「何しに行くつもりですか」

「いや、弓月くんがどうしてもって言うんなら、そこを歩いてあげてもいいかなぁって。大丈夫。図らずも今日は、弓月くんに見られても恥ずかしくない大人っぽいやつです」

「言いませんよ、そんなこと」

　佐伯さんの言動を見ていると、恥ずかしい恥ずかしくないの基準も人それぞれだと思い知らされる。

「じゃー、見られてるのに気づいて、『もー、エッチ』って言いながら舌を出した後、スカートをちょっと上げてみせるサービス付きで」

「いりません」

　改めてきっぱりと断る。

　サービスしすぎだ。

「……もう解散しませんか？」

　僕の精神衛生上、そのほうがいいような気がしてきた。それが佐伯さんのためでもある。評判のすこぶるよくない僕と一緒にいてもいいことなどないのだから。

「むー。どこでもいいからつれてって」

「とりあえず中庭でも行きますか」

　しかし、当然ながら佐伯さんがそれを納得するはずがなく──さっそく不満げに頰をふくらませはじめたので、僕は仕方なくそう提案した。

「中庭に何かあるの？」

「いえ、何もありません。ただほかに思い浮かばなかっただけです。……やめておきますか？」

「ううん。そこでいい。行こ」

　佐伯さんの足取りが弾むようなものに変わった。




　僕らは昇降口まで下り、そこで靴を履き替えてから中庭に回った。

　中庭はふたつの校舎に挟まれたスペースだ。真ん中を舗装された小道が貫き、左右はきれいに手入れされた芝生に覆われている。その芝生の上にはいくつかのベンチやテーブルが置かれていて、天気のいい日にはここで弁当を食べる生徒も多い。が、今日は生あい憎にくの曇どん天てん。人の姿はあまりない。

　ふたつの校舎を結ぶ連絡通路に設置された自動販売機でミルクティを買い、僕らは空いているベンチに腰を下ろした。木製のやさしいデザインのベンチだが、背もたれがないのが難点だ。

「弓月くんとわたしって、こうやってたらつき合ってるように見えるかな？」

　ミルクティに口をつけ、人心地ついてから佐伯さんがそんなことを言い出す。

「観測する側によります。何をすればそう見えるという条件がありませんから」

「……面白くない答え」

　言葉通りつまらなそうに漏らす。

　だが、一拍おき、




「でも、弓月くんらしい答え」




　今度は少しだけ笑いながら、そう言った。

「……僕らしいですか？」

「うん」

　なんと、まぁ、あっさりと言ってくれる。僕と最もつき合いの長い僕ですら、何が僕らしいのか把握していないというのに。

（いや……）

　正確には自分が何ものかわからなくなって、自分らしさを見失ったと言うべきか。




　何となく空を見上げた。

　今にも降り出しそうというわけではないが、厚い雲に覆われて太陽は遠い。

「これで天気さえよければ最高だったのですが」

　午後の穏やかな陽ひ射ざしの下でのティータイムは、きっと贅ぜい沢たくな時間に違いない。

「天気さえ？」

　隣で佐伯さんが問うてくる。

「そうですね」




「じゃ、そこにわたしもいていい？」




　こちらのほうが彼女の真の問いらしい。

　確かに僕は、この状況を指して『天気さえ』と言った。天気にのみ唯一の不満を持ち、佐伯さんが横にいることには触れていない。

　想像してみる。

　彼女のいる風景と、彼女のいない風景。

　彼女と一緒に過ごす時間と、ひとりで過ごす時間。

「……まぁ、」

　と、僕はタイミングをはかるように発音した。

「いてもいいと思いますよ」

「そっか」

　対する佐伯さんの答えは短く、それだけだった。

　そう言えば最近はひとりになりたくなることが少なくなったな、と思った。
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　春からこのアパートで生活するようになって、僕の一日はたいてい佐伯さんに起こされるところからはじまる。

　今日も今日とて、それは同じ。

「グッモーニンッ」

　という元気な声を、意識の遠いところで聞いた。

　佐伯さんの声だ。

　続けて、ギシ、とベッドのスプリングが軋きしむ音。彼女がベッドに手を突いて、僕の顔を覗き込んでいるのだろう。目を開ければとびきりの美少女の顔が、かなり近い距離で見られるに違いない。が、今の僕はそうできるほど意識も体も覚かく醒せいしていなかった。

「早く起きないと朝ごはん抜きの上、わたしの朝ごはんが弓月くんになります」

　そんな冗談にも反応できず、やがていつもと違う僕の様子に、佐伯さんが「むー？」とうなりはじめたころ、僕はようやく口を動かすことができるようになった。

「……あと十分だけ寝かせてください」

「わ、珍しい。弓月くんもそんなかわいいこと言うんだ」

　何がかわいいのかわからないが、それくらい言うこともある。

「いいよ。その代わり十分で起きなかったら、ベッドにもぐり込むから」

　当然、このあと僕は十分とかからず起きた。




「どうしたの？　珍しく寝起きが悪かったみたいだけど」

　向かい合って朝食を食べながら、佐伯さんが僕に尋ねた。

「少し遅くまで勉強を」

「中間テスト、近いもんね」

　互いにトーストを片手に、サニーサイドアップを箸はしでつつきながら言葉を交わす。僕はまだ完全には眠気が取れていなかった。

「ね。今度一緒に勉強しようか。いろいろおしえてよ」

「何を言うんですか。凡人の僕が、入試をトップで通った人におしえることなど何もありませんよ」

　今ならまだ僕のほうにアドバンテージがありそうだが、いずれ逆転されることだろう。

　それからしばらく佐伯さんは何やら考えている様子だった。眠かった僕はむりに会話をつなごうという気力もなく、何か考えているなと、彼女の顔を見ながら思うだけ。

　程なくして佐伯さんは、名案を思いついたとばかりに口を開いた。

「きらーん。次のデートが決まりました」

「はい？」




「ずばり。まったりデートです」




　いまいち言いたいことを理解できない僕に、彼女は説明してくれる。

「リビングで一緒に勉強して、たまに休憩して、終わったら買いものに行って晩ごはん。夜は借りてきたＤＶＤを見たり。そんなデート」

「リビングでの勉強以外は普段とあまり変わりませんね」

「いいの。デートだと思えばデートになるんだから」

　拘りがあるのかないのか、さっぱりわからない理屈だ。

　だいたいその場合、はじまりと終わりはどうするつもりだろうか。一緒に住んでいるのに。「今からはじめます」「これにて解散」とでもやるのだろうか。間抜けな話だ。

「あ、確かにそうだね」

　そのあたりの疑問をぶつけてみたところ、そんな答えだった。あまり深くは考えていないようだ。

「わかった。日曜までに考えとく」

「……」

　でも、どうやら計画の実行自体は決定事項のようだった。




　食後、リビングでコーヒーを傍かたわらに新聞を読んでいると、自室から佐伯さんが出てきた。黒いストッキングの上に赤いチェックのスカート。白いブラウスにはリボンをつけ、ブレザーも羽織っている。登校の準備は万端のようだ。

「弓月くん、もう出る？」

「いえ。君さえよければ先に出てください」

　出ようと思えばすぐにも出られるが、ぱっと見て佐伯さんのほうが早そうだ。

「ん。わかった。先に行くから、戸締りお願い」

「わかりました」

　佐伯さんは髪とスカートをなびかせて、リビングを横切っていく。彼女は動きが軽やかで快活なので、見ていて気持ちがいい。

　佐伯さんが出ていってから、僕は新聞を閉じた。努めて何も考えないようにして、意識的に無駄な時間を過ごした。女の子と一緒に暮らすような特殊な環境にいてもこういうことができる僕は鈍感なのか、それともただ単に慣れてしまっただけか。

　それから十分ほどしてから部屋でブレザーを着込み、制せい鞄かばんを持って家を出た。




「おはようございますっ」

　そこになぜか佐伯さんがいた。




「……そこで何をやっているんですか、君は」

「かわいい下級生モードでご挨拶っ」

　かわいいと自分で言うか。

「そうじゃなくて、君は先に行ったはずではと聞いているんです」

「うん。それがちょっと忘れものをね」

　自分の失敗を白状して舌を出す姿は、確かにかわいくはある。

「そーゆーわけで、一緒に行こー」

「いやです」

「ダメ。そこで待ってて」

　僕が間髪容れず答えても、佐伯さんがトーンを落とした声と半眼でさっくりと却下した。僕と入れ替わるようにして家の中に入っていく。

　閉じたドアを見ながら、とっとと逃げてしまおうかと考える──が、すぐにドアが開き、佐伯さんがひょっこり顔を出した。

「逃げたらひどい目に遭わせるから」

　ひとこと言って、また消える。

　とりあえず、逃げる気は失うせた。

　さほど待たされることなく佐伯さんが戻ってきて、結局、玄関の鍵は彼女がかけた。

「いったい何を忘れたんですか？」

「体操服とジャージ。今日は体育があるのにね」

　荷物にサブバッグがひとつ増えている。忘れものをしたのは確かなようだ。問題は、果たしてそれが本当にうっかりして忘れたのか、故意に忘れたのか、だ。まぁ、追及しても仕方のないことだろう。




　さて、一緒に登校するのは何度目だろうなと、佐伯さんと並んで歩きながら思う。

「どうしたの？　考えごと？」

　ほとんどひとりで話していた佐伯さんが、隣から聞いてきた。僕がかなりいいかげんな相づちを打っていたせいで、見抜かれてしまったらしい。

「まぁ、少し」

「女の子のこと？」

「残念ながら僕には、離れているときまで気にするような女の子の知り合いはいませんよ」

　言っていて少々悲しくなる。かつて宝龍さんとつき合っていたときですら、そんなことはなかった。当然と言えば当然だが。

「わたしは？」

「今ここにいるじゃないですか」

「じゃあ、いないとき」

「極力考えないようにしています」

「ひっどーい」

　ふざけ半分に肩からぶつかってくる佐伯さん。

「わたしは弓月くんのこと考えるな。授業中、今なにやってるんだろう、とか」

「君が授業中なら僕も授業中ですよ」

　校外学習にでも行っていない限り、いいところ座学か実技かの差くらいのものだ。

「ロマンがないなぁ。……それで、なに考えてたの？」

「いつもと一緒ですよ。こんなところあまり人に見られたくないな、と」

　僕が何に不安を感じているかは言わずもがな。

　学園都市の駅と水の森高校との中間にある交差点まできた。僕らが信号待ちをしている間、同じ制服を着た生徒たちが、時折こちらに目をやりながら対岸を通っていった。

「僕が心配しても君は、なるようになるとか、どうにもならないとか言うんでしょうね」

「ま、そんなところかな」

　佐伯さんは笑い、僕はため息をひとつ。

　やがて信号が変わり、僕らは横断歩道を渡って水の森へ向かう生徒の流れに合流した。
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　佐伯さんづいている日というのはとことんまで縁があるようで、この日、僕は昼休みにまで彼女と会った。ただでさえ家で朝晩顔を合わせているのだから、学校でまで会わなくていいと思うのだが。

　彼女と鉢合わせしたのは体育教員室の前だった。僕は別の場所で用事をすませてそこを通りかかったところ、佐伯さんが中から出てきたのだ。

　彼女の半はん袖そでの体操服にジャージという姿を見て、朝、今日は体育があると言っていたのを思い出した。どうやら五時間目がそうらしい。

「こんなところで弓月くんと会うなんて……運命？」

「偶然でしょう」

　この程度で運命を持ち出すとは、運命も安くなったものだ。佐伯さんはまたも「ロマンがない」と僕の答えに不服そうだった。最近僕の知らないところでロマンが流行っているのだろうか。

「あ、そうだ。おしえてほしいんだけど。トレーニングルームってどこにあるのかな？」

「トレーニングルームですか？」

　聞き返す僕。

「うん。今日の授業は正しい筋力トレーニングのやり方なんだって。女の子に何おしえるんだか」

　聞くからにつまらなそうな授業に、佐伯さんはやる前からうんざりしている様子だった。

　おそらく正しい筋トレ云うん々ぬんはカリキュラムとして組み込まれているのだろう。去年の今ごろ、僕も授業でやった覚えがある。確か雨の日だった。

「トレーニングルームはどちらかというと運動部のためのものですから、クラブハウスのそばにありますよ」

「クラブハウス？」

　佐伯さんは首を傾げる。ピンとこないのだろう。それもそのはず、クラブハウスはあまり目立たない場所にあるから、運動部でもない生徒には所在がわかりにくいのだ。

「案内」

「はいはい」

　で、結局こうなる。

　僕としても口だけで説明し切る自信はなかったので、一緒に行くほうが手っ取り早いとは思っていた。

　ひとまず昇降口へ向かう。

「ところで──」

　並んで歩きながら、佐伯さんが次の話題を切り出す。

「わたしの体操服姿、どう？」
















「どう、とは？」

「や、弓月くん的にぐっときたりするかなって。ほら、わたし、成長期をアメリカ的な食生活で過ごしたせいか、胸はあるほうだし。スタイルも悪くないと思ってるんだけど」

　言われて改めて彼女を見れば、確かに制服のときより胸の起伏はよくわかった。

「でも、君、家じゃもっと薄着のときもあるでしょう」

　今でも時々うっかり着替えを持たずに風呂に入ってしまうので、バスタオルを巻いただけの恰かつ好こうでリビングを通っていく。当然、そんな姿、そうそう見慣れるものではない。僕の心臓に負荷をかけて殺すつもりなのではなかろうか。

「それでリアクション少ないから聞いてるんじゃない。実はコスチュームとかユニフォームのほうが好みなのかなって」

「君はどういう目で僕を見てるんですか……」

　リアクションをしないのは、いちいちつき合っているとキリがないからだ。

「そもそもそれは君のほうでしょう」

「あ、バレた？　実はそう。アニメとかマンガとかのキャラになるやつじゃなくて、ぇろいほうのコスチュームプレイに興味があります」

　彼女はきっぱりと言い切る。

　いろいろひどい発言だな。

「もうひとつ聞いていい？」

「くだらないことなら却下します」

「……」

　黙った。

　口を閉ざして沈黙した。

　いったい何を聞くつもりだったのやら。

　そんなことをしている間に昇降口に辿り着き、僕らはそれぞれの下駄箱で靴を履き替えた。

「どっち？」

「こっちです」

　向かうのはグラウンドの方向。

「弓月くん、今日一緒に帰れる？」

「帰れるかと聞かれたら、帰れます。でも、僕としてはいやです。できればそうしたくありません」

「言うと思った」

　佐伯さんは苦笑気味。予想していたのなら聞かなければいいと思うのだが。




「でも、待ってるから。いやなら無視して。一緒に帰ってくれるなら声かけてよ」




　なんともたちが悪いひと言だった。

　普段強引なくせに、時々一歩引いて試すようなことをする。

「あ。あれがそう？」

　佐伯さんが前方を指さす。行く手に長屋のような建物が見えていた。クラブハウスだ。

「ええ、そうです」

「だったらもう大丈夫。後は自分で行くから。ここでいいよ」

「そうですか」

「うん。ありがとう、弓月くん。じゃあね」

　先にきていたクラスメイトでも見つけたのか、佐伯さんは小走りに駆け出す。途中、一度振り返って僕に手を振ってくれた。

　一緒に帰る帰らないの話題は、再び口にすることはなかった。もう一度話題にしてくれたら、どうにかして有う耶や無む耶やにすることもできたのに。
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　そして、問題の放課後になる。

「学校が終わって気が重そうにしているやつを、初めて見たぞ」

　僕がゆっくり帰り支度をしていると、滝沢が声をかけてきた。

　彼は、今日はもう帰るらしい。次期生徒会副会長の座を狙って、今からこつこつと下準備をしている彼にしては珍しいことだ。

「いろいろありまして。……そうだ、滝沢。昇降口のところで佐伯さんが待っているので、誘って一緒に帰ってあげてください」

「俺を待っているわけじゃないだろう」

「まぁ、そうなんですけどね」

　そこで滝沢はしばし考える。

「なんだ、弓月、彼女に帰りに待ってると言われたのか？」

「……」

　頭の回転の速いことで。

　滝沢が佐伯さんを連れ去ってくれたら、僕は考える必要がなくなると思ったのだが。

「そういうことなら野暮なことはせず、俺は先に帰るとしよう」

　そして、彼は嫌味にならない程度の薄笑いを浮かべ、教室を出ていった。こうなったら毒をもって毒を制す。宝龍さんでも誘っていくか。……単に毒が二倍になるだけのような気もするな。下へ手たをすれば二乗だ。

　諦めの気持ちで、ため息をひとつ。

　僕は腹をくくり、教室を出た。廊下を歩き、階段を降り、また廊下を行く。そうして着いた昇降口で靴を履き替えて外に出てみれば、昼休みに言った通り佐伯さんがそこで待っていた。

　彼女は後から出てきたクラスメイトと手を振り合っている最中だった。それが終わるのを待って、僕は声をかける。

「お待たせしました」

「ううん。たいして待ってないから大丈夫」

　嬉しそうににこっと笑う彼女。

「じゃ、帰ろっか」

　僕がここにきたことについては、ひと言も触れなかった。何か心を見透かされているようで、落ち着かない気持ちになる。

　確かに僕には選択の余地が与えられていた。その中でこの選択肢をとった心情を説明するのはやめておこうと思う。とりあえず、佐伯さんに聞きたいこともあったので、とだけ自分に対して言い訳をしておく。




「そろそろおしえてください」

　校門を出てしばらくは他た愛わいもない話をしていた。主に今日あったことなど。それからいつもの交差点で横断歩道を渡り、下校する生徒の流れから離れたところで、僕はそれを切り出した。

「何を？」

「君が何を考えているか、です」

「そういえば、そんなことも言ったような？」

　佐伯さんはとぼけるようにして、疑問形で首を傾げた。

「前にも言ったはずですよ。学校では僕に近づかないで──」

「でも、」

　と、僕の言葉は遮られた。




「何もなかったんじゃない？」

「……」




「わたしも別に何もなかったよ。誰も何も言わないし。……弓月くんは？」

「いえ、まぁ……」

　何かあったかと問われたら、何もないと言うほかない。

「でしょ？」

　僕は去年の宝龍さんの一件で悪評のついて回る人間になった。そんな僕と交友をもてば、佐伯さんまで根拠のない陰口を叩かれたりするのではないかと不安だった。

　でも、それも僕の心配のしすぎだったのだろう。

　もしかすると僕が思っているほど、周りはもう気にしていないのかもしれない。それこそ人の噂も七十五日というやつだ。

　僕らは無言で歩を進めた。

「ああ」

　と、唐突に僕は思い至る。

「なるほど」

「なに？」

「いえ、たいしたことじゃありませんよ」

　考えてみれば、少し前に佐伯さんは確かに言っていた。




『どうにもならないかも？』




　それが彼女の示した証明と解答。

　要するにそういうことだったのだろう。
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　俗に五月病と呼ばれるものがある。

　新しい環境に適応できないことで起こる精神的な病のことで、ゴールデンウィーク明けに発症することが多いのでこういう名前がついているようだ。

　幸いにして、僕はそういうのとは無縁だった。悠長にそんなものを患わずらっている場合じゃなかったというのが正直なところかもしれない。

　そして、もうひとり、ここに五月病とは無縁の女の子がいた。




「ゆーみーづーきーくん。ガッコ行ーこーお♪」

「君は小学生ですか」

　朝、朝食を終え、自室で登校の準備をしていると、佐伯さんがひょっこり顔を出した。

「いいじゃない。それより学校」

「行けばいいのでは？」

「一緒に」

「いやです」

「なんで!?」

　効果音をつけるなら「がーん」といったところか。佐伯さんはオーバーに驚いた。

「いえ、とりあえず反射的に言っただけです」

　我ながらそれもどうかと思う。よけいな反射運動が身についてしまったらしい。

「じゃ、いい？」

「そうなりますね」

「なんか中途半端な態度」

　彼女は眉み間けんにしわを寄せた。

「意思表示ははっきりと。『一緒に学校に行きたいです。ついでにぇろいことも──』」

「君ひとりで行ったらどうですか？」

「ごめんなさい。一緒に行きたいのはわたしでした。……じゃ、待ってるから」

　彼女は言うだけ言って、ドアの向こうに消えた。

「まったく……」

　なぜこんなにも一緒に行くことに拘こう泥でいするのか。理解不能だ。

　と思っていたら、再びドアが開いた。

「ぇろいことをしたいのもわたしです」

　何か投げつけてやろうと、思わずベッドの上の枕まくらを手に取った。が、それを振りかぶったときには、すでに彼女の姿はなかった。




　学校までのいつものルートを佐伯さんと一緒に歩く。

　弓月恭嗣の一挙手一投足が注目されているなどというのは単なる自意識過剰だとわかったのだが、それでも彼女と一緒に歩くのは慣れない。学校がらみだと特に。

「弓月くん、今夜のおかず何がいい？」

「別に何でもいいですよ」

　佐伯さんはいつも通りだ。人には言えない生活が透けて見える会話をするくらいいつも通りなのもどうかと思うが。というか、迂闊にそういう会話を持ち出すのはやめてほしい。

　交差点で信号に引っかかり、僕らは立ち止まった。

「やはり見られているような気がするのですが、これも気のせいでしょうか」

　対岸を行く水の森の生徒の何人かは明らかにこちらに目をやっていた。

「例えばさ──」

　佐伯さんはそんなことを気にした様子もなく、正面に顔を向けたまま言う。

「弓月くんが歩いていて、少し離れたところに水の森の制服が見えたら、やっぱり見るんじゃない？」

「ああ」

　なるほど。言われてみれば自然な行動だ。きっと僕だってそうするだろう。そちらに目をやって、知った顔なら声をかけるし、知らない人間なら十歩も歩けば忘れているだろう。

「確かに僕もかわいい女の子がいれば、そちらに目が……ぐっ」

　途中で佐伯さんの肘ひじ打うちが脇腹に突き刺さり、僕の言葉は最後まで続かなかった。かなり遠慮なく入ったようで、僕はあまりの痛みにうずくまりそうになった。

「君が怒ることはないでしょう」

「しらないっ」

　かわいい女の子がいればそちらに目がいくのは男の偽らざる真理だし、言外に「佐伯さんのようなかわいい女の子がいれば誰だって見る」と言いたかったのだが──残念ながら伝わらなかったようだ。

　痛む脇腹を押さえながら正面を見れば、先ほどよりも多くの視線がこちらに向けられていた。それもじろじろと。

　これも気のせい……ではないのだろうな。
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　ひとつ目の事件は昼休みに起きた。




『屋上にきて』




　昼休みも半分が過ぎた頃、昼食を食べ終えて矢神と話をしていた僕のもとに、宝龍美ゆきからそんなメールが届いたのだ。

　教室内を見てみる。

　さっきまで女子のグループの中にいたはずの彼女の姿はいつの間にかなくなっていて、たまたま目が合った雀さんに「ふん」と鼻を鳴らしてそっぽを向かれてしまった。

「どうしたの？」

　突然何かを探すようにあたりに目をやった僕に、矢神が尋ねる。

「宝龍さんから呼び出しを喰くらいました。もし僕が帰ってこなかったら、彼女が犯人だと思ってください」

「え……？」

「冗談ですよ」

　僕がそう言うと、矢神はばつが悪そうに苦笑いをした。

　こんな冗談を真に受けるとは、言った僕に問題があるのか、それとも彼には宝龍さんがそういう人に見えているのか。

「そう言えば最近、宝龍さんは文芸部に顔を出してるんですか？」

　まだ机の上に出しっぱなしだった弁当箱を鞄に突っ込みながら聞く。別に大慌てで屋上に行かなくても怒られはしないだろう。

「うん。うちは週に三回活動があるんだけど、そのほとんどにきてる感じかな」

「そうですか」

「最初は本を読んでるだけだったけど、今は小説を書いてるみたい」

　なるほど。順調に文学少女になりつつあるらしい。年上の女性をつかまえて少女というのも失礼だが。

「なんでも身の回りに面白い話があるとかで、それを題材に書いてるみたい」

「意外ですね。あの人は淡々と毎日を過ごしてる印象がありますが」

「それはいいんだけど……」

　矢神は顔を曇らせた。

「何かあると必ず僕に聞くから」

「いいじゃないですか、クラスメイトなんですから。あの人も矢神を頼りにしてるんでしょう」

「この前は帰りに一ノ宮の大型書店につき合わされたんだ」

　瞬間、僕は噴き出していた。

　あの誰もが振り返る怜れい悧りな美び貌ぼうの持ち主、宝龍さんと気の弱そうな矢神の組み合わせというのも、これはこれでいいような気がする。まさか荷物を持たされたりはしてないだろうな。

「ひどいよ、笑うなんて。こっちは大変なのに」

「すみません。悪気はないんです」

　確かに矢神では宝龍さんの相手は荷が重そうだ。

「さて、僕はその宝龍さんのところに行ってきます」

　机の上の片づけを終えた僕は、席を立って教室を出た。




　階段を上がって、まず三階へ行く。僕ら二年生がいるのが二階。では三階は三年生かというと、実はあるのは一年生の教室だ。どういう理由か、水の森は学年が上がるごとに教室の配置される階が下がっていくのだ。順調にいけば来年の僕は一階で授業を受けているはずだ。一年の教室で二年間を過ごした宝龍さんのような人もいるが。

　そうして、三階。

　ここは一年生、つまり佐伯さんがいる階だ。僕は特にこれといった意味もなく、廊下から佐伯さんのいるであろう教室がある方向に目をやった。普段の十分の休み時間よりも出歩く生徒が多く、騒がしい昼休みの風景。そこに佐伯さんの姿はない。ここでばったり会うほどタイミングよく（悪く？）はないらしい。




「おっと、弓月くん発見」




　と思ったら、背後から聞き慣れた声。振り返ればそこに佐伯さんが立っていた。

「……なぜ君は人の裏をかいて後ろから現れますか」

「悪いことしてるみたいに言わないでよ」

　彼女は心外だとばかりに頰をふくらませた。

「もしかしてわたしに何か用？」

　今度は一転、なぜか期待に満ちた目で僕を見る。

「いえ、別に君に用というわけではないのですが」

「なーんだ」

　さて、ここをどう切り抜けたものか。正直に屋上へ行くことを話すのは論外のような気がする。ここは下手にその場しのぎのことを言うよりは、一度引き返したほうが無難だろう。




「屋上？」

「え？」




　不意打ちで図星を突かれたせいで反応ができなかった。

「ふうん。屋上に行くんだ」

　佐伯さんは屋上へと続く階段に目をやる。僕はというと、今から否定しても無駄だろうと、もうすでに諦めていた。

「あの人が待ってるんだ？」

「ええ、まぁ……」

「ふうん……」

　歯切れ悪く答えると、佐伯さんは僕を観察するようにしげしげと眺めた。

「じゃ、わたしも行こうっと」

　不意に彼女はくるりと体の向きを変え、階段へと向かう。

「え、ちょっと佐伯さんっ」

　僕もすぐに後に続いた。短いスカートを押さえながら階段をのぼる彼女を追う。

「いったい何しにいくつもりですか」

「いいじゃない。前から一度、屋上に出てみたかったんだから」

　しょせん移動距離は一階分。すぐに階段をのぼりきる。

　止める間もなく佐伯さんは屋上へと出る鉄てつ扉ぴを押し開けた。普段は施錠されているそこも、今は非公式の鍵の持ち主が外に出ている最中なのですんなりと開いた。

　青空の下に出ると、グラウンドとは反対側のフェンス際に、誰もが振り返る美貌の女子生徒、宝龍さんがいた。

　鉄扉の開閉音で振り返った彼女は、まず最初に佐伯さんの姿を見つけ、それから怪け訝げんそうな顔をこちらに向けた。僕は黙って肩をすくめる。

「へぇ、こんななんだ、屋上って。あまりきれいじゃないね」

「雨ざらしですから」

　そもそも利用することを考慮していない、単なる屋根の上なのだ。隅には何やらよくわからないガラクタが放置されている。広い物置くらいにしか思われていないのかもしれない。

「あなたもきたのね」

　近寄ってきた宝龍さんは、特に感情を含めずフラットな声で言った。

「ええ、一度きてみたかったものですから」

　対する佐伯さんは、宝龍さんには興味はないとばかりに相対することもせず、彼女の横をすり抜けていった。てっきり宝龍さんに突っかかっていくものだと思っていたので、僕は少々拍子抜けした。

　宝龍さんは僕を見る。

「運悪く下でつかまってしまったんですよ。……佐伯さん、グラウンド側には行かないようにしてください。見つかってしまいますから」

「わかったー」

　僕と宝龍さんもフェンスのほうに寄った。屋上の縁、フェンスの土台となっている部分に並んで腰を下ろす。少し離れた場所では佐伯さんが学園都市の街並みに目を向けていた。

「こんなところに呼び出して、何の用ですか？」

「特に用はないわ」

「……」

　僕は特に用もないのに呼び出された上に、副次的なものとは言え佐伯さんと宝龍さんが顔を合わせるという心臓に悪い場面に立ち会わされたのか。

「強いて言うなら、呼び出すこと自体が目的ね。いま私がきてと言ったらきてくれるのかしらと思ったの」

「そんなことでしたか。でも、たぶん僕は断る理由がない限り、ひとまずは呼び出しに応じると思いますよ」

「確かにそうね。恭嗣、誰が相手でものこのこ出ていきそう。これじゃ判断基準にならないわね」

　いや、まぁ、相手が雀さんあたりなら少しは考えるかもしれない。行ったら竹刀しないを持って待っていそうな状況と場所なら断るだろう。

「どうなの最近、彼女とは」

「なんですかね、その特別な意味がありそうな質問は。……順調ですよ。うまくやってます。ルームメイトとしてね」

「ほーんと、そこだけ順調。もう少し何かあってもいいと思うんですけれど」

　ぎょっとして振り返れば、いつの間にか佐伯さんがそばにいて、宝龍さんの横に立っていた。座っている彼女を見下ろす。

　宝龍さんは佐伯さんを見上げて一いち瞥べつしただけで、すぐに顔を正面に戻した。

「そう。まだ何もないのね。少し安心したわ」

　短く、それだけ。

　不機嫌顔で宝龍さんを見下ろす佐伯さんと、その視線にも動じず涼しい顔で無視する宝龍さん。つくづくこのふたりの間にいなくてよかったと思う。そんなところにいたら、みっともなく右に左にきょろきょろしていたことだろう。

「わたし──」

　と、佐伯さんが切り出す。




「前にあなたと弓月くんの間に何があったか、弓月くんから聞きました」

「……そう」




「赦ゆるせません。あなたがどういうつもりで弓月くんとつき合いはじめたか知りませんけど、別れたことにはあなたにだって責任はあったはずです。それなのに弓月くんが事実とは違う非難に晒さらされているのを、ただ黙って見ていたなんて」

「佐伯さん、それは僕も承知の上でのことです」

「わかってる」

　彼女は相変わらず宝龍さんを見下ろしたまま、僕の言葉に答えた。

「それでもわたしはあなたを赦せません。本当は学校中に弓月くんはそんな人じゃないって言いたいけど、でも、そんなことは弓月くんも望んでいないだろうからやりません」

　そこでひと息。




「今のあなたに弓月くんを好きになる資格があると思わないでください」




　それが最後の発言だった。

　佐伯さんは踵きびすを返し、僕にすら何も言わず、鉄扉を開けて校舎の中に消えていった。

　残された僕らの間に言葉はない。

　遙はるか下、グラウンドのほうからは生徒の声が遠く聞こえる。五時間目に体育をするクラスの生徒が早く出てきて遊んでいるのだろう。

「佐伯さんの言ったこと、気にしないでください」

　先に口を開いたのは僕だった。

「でも、あの子の言う通りだわ。きっとあの子が学校でも恭嗣と一緒にいたがるのも、昔の噂を払ふつ拭しよくするためね」

「さて、どうでしょうね。そこまで深く考えていないかもしれませんよ」

　というのは軽口で、僕も先の佐伯さんの言葉を聞いているうちに、今までのことはそういうアピールの意図があったのだろうとの推測に至っていた。

「私も今のままではあの子と同じ土俵に立つ資格はないわね」

　それを聞いて僕は深いため息を吐ついた。

「どうしたの？」

「いえ、いつの間に僕はこんな色男になったのだろう、とね」

　少なくとも水の森に入学したときは平々凡々な一介の高校生だったし、そのまま卒業するつもりでいた。こんなことになるとは誰が想像できただろうか。

「恭嗣は初めて見たときからそうだったわ。恭嗣なら私の横に立っても釣り合うと思って選んだんだもの」

「それは初耳です」

　今まで気がつかなかった新しい自分を発見した気分だ。ま、話半分に聞いておくか。

　僕はもう一度ため息を吐いた。
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　バン──

　と机を叩かれたのは五時間目の授業が終わった後の休み時間、さっきまでやっていた数学演習の教科書を片づけているときだった。

　机の上に置かれた掌てのひらから腕を辿って見上げてみると、そこに雀さんの顔があった。左の耳の上辺りにヘアピンが刺さっているだけの短い髪には、校則違反になるような隙すきは一分もない。そして、性格なのかクラス委員だからなのか、いつも険しい表情をしている顔は、今は明らかに怒りを溜ため込んでいた。

「雀さん、ヘアピン変えましたか？」

　尋ねると一転、彼女は嬉しそうに笑顔を見せた。

「あ、わかる？　昨日、一ノ宮の高架下で見つけて……って、そうじゃなくて！」

　再度、机を叩く。今度は両手だ。

　休み時間に入り、授業から解放されて教室内が騒がしかったこともあって、その音はさほど周囲には響かなかった。それでも近くにいたクラスメイトが数人、何ごとかとこちらに目を向けてきた。

「何か？」

「最近またいっそうあの佐伯さんと仲がよくなったそうね」

　雀さんは呆れと怒りを混ぜたような複雑な表情をした。

「そうですか？」

「今日も一緒に登校してきたらしいじゃない」

「それに関しては客観的事実ですね」

　ただ、過去数回は佐伯さんの強引さに根負けしたり小細工を弄ろうされたりしての妥協の結果で、別にいいかという気持ちになったのは今日が初めてなのだが──そんなことは言っても仕方ないだろう。僕の主観でしかない。

「昼休み、宝龍さんと一緒だったみたいだけど、どこに行ってたの？」

「話が飛びましたよ」

「飛んでませんっ」

　間髪容れず言い返された。

「いったいどういうつもり？　未いまだに宝龍さんと仲がいいことだけでも赦しがたいのに、佐伯さんにまで手を出すってどういうことよ。二ふた股またかける気!?」

「まさか」

　誰がそんな恐ろしいことをしようと思うか。僕は命がけでチキンレースをするほど酔狂ではない。

「しかし、雀さん」

「何よ？」

「一緒に登校することもクラスメイトと話をすることも、通常の生徒間交流の範囲内だと思いませんか」

　僕自身、前者などは少々不本意な部分もあるが、かと言って指弾されるほどの行為だとも思わない。

「確かにそうです。でも、弓月君の場合それを足がかりに、次に何をするかわかったものじゃありませんから」

「僕はいったいどれだけ悪人なんだ……」

「去年──」

　僕の言葉にかぶせるようにして雀さんが発言する。

「あなたがどれだけ不誠実なことをしたか、忘れたわけじゃないでしょうね」

　例の僕にまつわる噂や悪評もいいかげん忘れ去られつつあるのだと思い直しはじめていたのだが、雀さんだけは相変わらずのようだ。恨み骨髄というやつか。……ま、それでこそ雀さんという気もするが。

「弓月君、あなたはね──」

「ナツコ」

　先ほど雀さんが僕にしたようにして、今度は彼女の言葉が別の声に遮られた。

「宝龍さん……」

　見れば宝龍美ゆきが厳しい表情で立っていた。怒っているのとはまた違う、どちらかと言えば緊張の面持ちだった。

「ちょっときて」

「でも、宝龍さん」

「いいからきなさい」

　彼女は雀さんの手首を摑つかむと、かまわず歩き出した。手を引っ張り、教室の外へ出ていく。完全に置いてけぼりの僕だったが、彼女たちの後ろ姿を見てなにやらいやな予感を覚えていた。

　それが兆候。

　そして、本日ふたつ目の事件は放課後に起きた。
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「相変わらず眠そうな顔をしてるわね」

　終礼終了後、席を立とうとした僕に声をかけてきたのは、またしても雀さんだった。

「この顔のつくりは生まれつきですよ」

　やる気のない眠そうな半眼と、それに擬ぎ態たいするように隠れた目つきの悪い黒目は弓月恭嗣のトレードマークみたいなものだ。生まれつきかどうかは別にして。

「ちょっと話があるんだけど」

「何ですか？　もう帰るつもりなので、手短にお願いします」

「歩きながらでいいわ」

　えっと、滝沢は……もういないか。いま逃げるようにして教室を出ていった背中は矢神だろうか。意外に素早いな。

「なにきょろきょろしてるのよ」

「いえ、別に……」

　矢神と宝龍さんは文芸部の部活、滝沢は個人的に生徒会に顔を出しにいくのだろう。どうやら助けは現れないらしい。

「わかりました。でも僕、駅までは行きませんよ」

「いいわ」

　仕方がない。覚悟を決めよう。僕は席を立った。




　教室を出て昇降口へ。靴を履き替え、校門を出る。その間、雀さんは話をするのを躊躇うかのように、ずっと押し黙ったままだった。時間は有限。言いたいことがあるのなら早くしてほしいのだが。

　思い切って僕から切り出す。

「宝龍さんから何を聞いたんですか？」

「え？」

　直後、雀さんは小さく体を震わせた。

「どうしてそれを……」

「宝龍さんと雀さんの様子を見ていれば、だいたい予想がつきます」

　そして、何を聞いたかも。




「去年、何があったか聞きました」




　下校する生徒の流れに乗って少し歩いてから、雀さんは委員長の口調で切り出した。

「どうして何も言わなかったの？」

「もとより誰にも言うつもりはありませんでした」

「あれだけ非難されていたのに？」

　確かに当時はずいぶんと白い目で見られた。水の森で随一の美貌を誇る宝龍美ゆきと交際する栄誉を授かりながら、三ヶ月足らずで振った男──。宝龍さんの人気が高い分、僕への非難は厳しかった。

「あたしなんか、ついさっきまで弓月君を責めてたし」

「そうですね」

　雀さんは特に熱心な信奉者だから仕方のないことだろう。

「……だから、その、ごめんなさい……」

　雀さんは気落ちした調子で、謝罪の言葉を口にした。

「まぁ、終わったことですから、気にしないでください」

「やっぱり宝龍さんを庇かばうためだったの？　そうじゃないかって宝龍さんが言ってたわ」

「……」

　よけいな推測まで披露してくれたものだ。

「まぁ、世間の評価や評判なんてプラスもマイナスもない僕が、多少悪く言われたところでたいした実害はないと思ったのは確かですよ」

　僕はアイデンティティというものが希薄だ。時々自分でも自分が何ものかわからなくなるときがある。それならば悪者になるくらいが自己を確立できて、ちょうどいいのかもしれない。当時は自じ嘲ちよう的てきにそう思ったものだ。

「やっぱり宝龍さんを庇ってたんじゃない」

「……」

　日本語は柔軟性が高いな。

　それにしても、なぜ今になって宝龍さんは本当のことを話したのか。やはり昼休みの佐伯さんとの一件が影響しているのだろうか。

「雀さん、宝龍さんのことを身勝手な人だと思わないであげてください」

　いちおうフォローは入れておかないとな。

「弓月君ってお人ひと好よしね」

　雀さんは笑う。

「あたし思うんだけど、宝龍さんも辛つらかったんじゃないかな」

「あの人も？」

「だって自分のせいで人が辛い思いをしてるのに、それを見て平気な人なんてそうそういないでしょ」

　こういう考え方ができる雀さんは、やはり真ま面じ目めで、きっと善人なのだろうと思う。

「そうですね」

　この分だと彼女の宝龍さんへの評価が一八〇度変わったということはなさそうだ。

「ねぇ、もう一度つき合ってみたらどうかな？」

「は？」

　ほっと安心していたところに不意打ちがきた。

「もしもし、雀さん？　つい昨日までと主張が真逆になってますよ」

「そ、それくらいあたしも自覚してますっ」

　雀さんは恥ずかしそうに、そして、不ふ貞て腐くされたように言う。委員長口調だ。

「でも実際、弓月君くらいしかいないと思うの。宝龍さんって頭がよすぎて独特の思考を持ってるでしょ？　だから弓月君みたいな少し変わった人のほうがうまくいきそうな気がする」

「人を変な人間みたいに言わないでください」

「あなた、自分が平凡な人間だと思ってるの？」

　横目でじろりと睨まれた。そこまで言われると自信がなくなってくる。

　やがて交差点が近づいてきた。

「僕、次で曲がりますから」

「あ、そうなの？」

「そうなんです。なので変な期待を押しつけられないうちに帰ろうと思います」

　信号はちょうど青だった。

「そういう言動が変だって言われるんです。……じゃあね、弓月君」

「では、また明日。ナツコさん」

「ナツコ言わないっ」

　僕はその声を背中で聞きながら、逃げるように駆け足で横断歩道を渡った。

　どうやらこれで雀さんにからまれることはなくなりそうだ。まぁ、それはそれで寂しくはあるのだが。
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　中間テスト間近の日曜日の朝、

　平日よりもかなり遅い朝食を食べながら、わたしは言った。




「今日はデートです」

「はい？」




　向かいで一緒に食べていた弓ゆみ月づきくんが問い返してくる。手には食パン。昼との間隔が短いので、朝食は軽めだ。

「言ったじゃない、日曜日はデートだって」

「ああ、忘れてました」

　うそつけ、とわたしは心の中で思う。

　たぶん弓月くんは忘れていない。忘れたいと思ったり、言ったわたしが忘れていたらいいなと思っても、忘れてはいないはずだ。

「でも、この前も言ったけど、今回はまったりデートだから」

「来週も半ばからテストがはじまるというのに、アクティブに遊び回るほど無謀じゃありませんよ、僕は」

　ごもっとも。今日はテスト前最後の日曜日で、そんな日に出かけるほどわたしも自分を過信していない。

「前にその話を聞いたときにも思いましたが──」

　食べているものを飲み込んでから、弓月くんが口を開く。

「具体的には何をするつもりなんですか？」

「えっと……リビングで一緒に勉強して、夕方には買いものに行って、晩ご飯を食べて。その後は借りてきたＤＶＤ鑑賞？」

　うん、なんとものんびりまったりしたデートだ。

「普段とたいして変わらないように思いますが？」

「う、まぁ、確かに……。でも、ほら、一緒に勉強ってところが、ね。それでもしかしたらドッキドキな展開にっ」

「なりませんよ」

　にべもない。

「じゃあ、この前買ってきた水着を夏に先駆けて先行公開」

「……勉強じゃなかったんですか」

「だってぇ……」

　弓月くんめ、わたしの水着姿は見たくないと言うか。でも、ちょっと慌てたみたいだから許す。本当にやったら彼がどんな反応をするか、見てみたいところだ。

　さて、脱線しすぎた話を軌道修正したい、のだけど……デートに理由をつけるのは案外難しい。

　むー、と唸うなっていると、

「まぁ、たまにはそういうのもいいのかもしれませんね」

　わたしは弓月くんを見る。

　彼は努めてわたしを見ないようにしながら、素知らぬふりでパンにバターを塗っていた。

　どうやら今日のデートはオッケーらしい。
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　午前中は家事に追われた。

　朝食の片づけをして、洗濯と掃除。それが終わったころには昼が近かったので、お昼ごはんの準備に取りかかった。高校生になると同時に主婦になった気分だ。

　それはそれでちょっと素敵。高校生夫婦なんて憧あこがれる。

　と、まぁ、それは兎とも角かく。

「弓月くん、準備できたよ」

　昼食を食べた後に部屋に戻ってしまった弓月くんを呼ぶ。ノックをしてからドアを開け、覗のぞき込みながら声をかけた。準備といってもリビングのテーブルの上にあった新聞雑誌を片づけ、きれいに拭ふいたくらい。それとあとは個人的な準備。

　真ま面じ目めな弓月くんは、机に向かって勉強をしていたらしい。その手を止め、ため息を吐ついた。

「仕方ないですね。決めたことですから」

　キャスタ付きのイスに座ったままこちらに体を向け──そこで気づく。

「着替えたんですか？」

「うん」

　朝起きてからずっとタンクトップにホットパンツの部屋着だったけど、それもさっき着替えた。モノトーンの、ノースリーブのミニ丈ワンピース。部屋着以上外出着未満の普段着といったところ。

　対する弓月くんは、デニムと、Ｔシャツに薄手のカッターシャツを羽織っただけの姿。やっぱり普段着だ。

「なんとなく区切りのつもりで」

　ただでさえ普段と変わり映えのしないことをしようというのに、着替えるくらいしないとよけいにらしくなくなってしまう。

「じゃ、待ってるから」

　そう言い残して弓月くんの部屋を後にする。

　リビングに戻って自分の座ざ椅い子すに座って待っていると、程なく彼が出てきた。が、脇に抱えた勉強道具をテーブルに置いただけで、腰は下ろさずキッチンに向かった。

「コーヒーでも入れますよ」

　だそうだ。

　わたしは弓月くんが持ってきた教科書に目をやった。

「現国？」

「ですね」

　キッチンから彼の声。

「弓月くんって理系だっけ？」

「どうも僕は記憶力を中心にした勉強が苦手のようで、古文の活用形や歴史の年号を覚えるよりは、数式を組み立てているほうが好きですね」

「理数系でも公式を覚えるから似たようなものだと思うけど？」

「それでも基礎をちゃんとおさえて応用ができれば、覚えるのは最小限ですみます」

　声とともにコーヒーの香りが漂ってきた。

「垂直投げ上げだろうが水平投射だろうが、結局はニュートンの運動方程式ですから」

　そんなことを言われても、まだ物理をやっていないわたしにはさっぱりだ。

　やがて弓月くんが両手にマグカップを持って戻ってきた。

「どうぞ」

　そのひとつをわたしの前に置く。ミルクと砂糖入り。弓月くんのほうはたぶん砂糖なしのミルクのみだろう。

　彼も自分の座椅子に腰を下ろすと、すぐに教科書とノートを開きはじめた。さっそくお勉強に突入らしい。もう少しおしゃべりにつき合ってくれてもいいと思うのだけど。

　つられるようにわたしも用意をする。数学の教科書を開き、シャープペンシルを持ったところで、ふと顔を上げた。

　弓月くんは頭の切り換えが早いのか集中力があるのか、もう勉強に没頭しているようだった。いつもは眠そうな半眼も、今はそれなりに真剣な眼まな差ざし。学年もクラスも違うから、彼のこういう姿は初めて見る。

　時々考える。彼はわたしのことをどう思っているのだろう、と。

　こっちはけっこう自覚するところがあって、いろいろアピールしているというのに。弓月くんは肝心なところでひらりとかわして、ついでに自分の気持ちも隠してしまう。そんなにわたしは魅力がないのだろうか。

「君も勉強したらどうですか」

　いきなり弓月くんに顔も上げないまま言われて、びっくりした。

「や、ほら、弓月くんって字がきれいだなと思って」

　慌てて取り繕うわたし。

　実際、彼の書く字はきれいだ。反対向きのこちらからでも何が書いてあるか読むことができる。

　弓月くんは手を止め、顔を上げた。

「うちの親が、男で字が汚いのと泳げないのはみっともないからと、小学校のころに硬筆教室とスイミングスクールに通わされたんですよ」

「あ、どうりで」

　わたしとしては、字が汚いのは「男の子だから」で許せるけど、きれいだと評価アップ。泳げない男の子は、ちょっと残念かもしれない。

「じゃあさ、泳げるんなら夏は海かプールに行こう」

「お断りします」

　身を乗り出すわたしと、反対に座椅子の背もたれに体を預けて距離をあける弓月くん。

「わたしにせっかく買った水着をムダにしろと」

「友達と行けばいいでしょう」

　なぜそこで自分を除外するのだろうか、弓月くんは。

「こうなったらむりやり見せるぞ」

　まったく興味を示さない彼の態度に、思わずわたしは半眼。

「そのまま膝ひざの上に乗ってやるから」

「おそろしいことを言わないでくださいっ」

　さすがにこれには弓月くんも慌てた様子で声を荒らげる。

「……まぁ、気が向いたらつき合いますよ」

　勝った。

　思わず心の中でガッツポーズ。

「だから、そろそろ莫ば迦かなことを言うのはやめて勉強しましょう」

「はぁーい」

　確かにそのほうがよさそう。わたしも想像したらドキドキしてきた。これ以上やるとおかしくなりそうだ。弓月くんばりに頭を切り換えて、勉強に専念することにする。

「僕にわかることだったらおしえますよ。君には必要ないかもしれませんが」

「ううん、頼りにしてる」

　テーブルをはさんで向かいにいる初めて見る姿の弓月くんは気になるけど、そろそろ真面目に勉学に励もう。

　教科書の今からやるべき箇所に目を通しながら、コーヒーをひと口飲む。いつもながら美お味いしい。カフェインを取り込んで程よく頭が冴さえてきたところで、さっそく問題を解きはじめる。

　そして──、

　……。

　……。

　……。

「あぁ、もうこんな時間ですね」

「ふに？」

　ふいに聞こえてきた弓月くんの声にわたしは顔を上げ、時計を見る──と、時間は四時を過ぎたところだった。

　ばたり。

　思わず机に突っ伏す。

「時間を忘れて勉強してしまった……」

　自分の集中力が憎い。

「いいじゃないですか、テスト前なんですから」

「むー」

　何かこう、もうちょっと和わ気き藹あい々あいとしたものがあってもよかったんじゃ……。別にドッキドキな展開じゃなくてもいいから。

「噓うそでも何かおしえてもらえばよかった……」

「いやですよ、そんなの」

「よし、買いものに行こうっ」

　過ぎた時間は戻らない。悔やんでいても仕方がないので、わたしはむくりと顔を起こした。スケジュールを次に進めるのだ。
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「晩ごはんは何がいい？」

　学校へ行くときにも通る大きな道路沿いの歩道を歩きながら、弓月くんに聞く。

　わたしは部屋で着ていたワンピースにローファーを履いただけの格好。弓月くんもそのままだ。普段着で買いものというところがいい。

「あまり手のかからないものでいいですよ」

「なんで？　日曜日だから気合い入れて作るのに」

「それなんですが──」

　と、弓月くんは切り出す。

「雑事を君に任せて僕だけ勉強というのもどうかと。特に今はテスト前で、同じ学生なんですから」

「そんなこと気にしなくていいのに」

　いつもながら律りち儀ぎな人だ。

　確かに今日なんかテスト前最後の日曜だというのに、午前中が家事でつぶれてしまった。かと言って、弓月くんがいなければそのぶん勉強できたかというと、そうはならなかっただろうと思う。ひとり暮らしをしていれば、彼がいなくてもやっぱり家事はやらなくてはいけない。

「わたしが好きでやってることだから」

　もちろん、やってあげたいと思う相手と思わない相手がいる。要するに、

「好きだからやってあげようって気になるんだと思う」

　ということだ。

「そうですか。そんなに家事が好きでしたか」

「……」

　こんにゃろう。今のは絶対わかってて知らない振りをしたな。




　ショッピングセンターの二階にあるレンタルビデオ店に行く。弓月くんには「なんでわざわざテスト前に見ないといけないんですか」とぼやかれたけど、デートのスケジュールに変更や遅延は許されないのだ。

「弓月くん、あれあれ」

　興味あるのかないのかわからない様子でテキトーに目についたＤＶＤを手にとっていた彼の服を引っ張る。わたしが視線で示した先にはパーティションで区切られたスペースがあり、その小さな入り口には『for ADULT』の暖簾のれんがかかっていた。

「君はいつから十八歳になったんですか」

「先週誕生日を迎えて」

「それは初耳です。僕より年上だったんですね」

　すごく投げやりな弓月くんの声。

「どう？」

「見られない歳の人間に聞いても仕方ないでしょう」

　相手にしたくなさそうに、ミステリものの棚を見ながら答える。

「実は前に、お京きようと一緒に入ったことあるんだ」

「……何やってるんですか、君たちは」

　心底呆あきれたふうの声音。

「なんか笑いが止まらなかったー」

　あの異様な充実っぷりが実にツボだった。

「弓月くん、水着モノなんてどう？」

「君、今日はずっとそんなことを言ってますね」

「んー、夏が近いから？」

　一度はすっとぼけてみる。

「ぇろいほうのコスチュームプレイに興味がある身としては、水着って手っ取り早くてお手軽だと思うのです。露出度高いし、キッチンとかリビングとか、おおよそ水着と関係ないところで着るといい感じ？　ついでにエプロンや制服とのコーデも素敵です。おおっ、なんという万能性！」

「前者はわからないでもないです。わかりたくありませんが。でも、制服とどう合わせるつもりですか？」

「『見えた？　でも、残念。水着だから恥ずかしくないもん』みたいな？」

　どう？　と弓月くんの反応を窺うかがう。

「……」

「……」

　ややあって、彼は疲れたようなため息を吐いた。

　黙って次のコーナーへと歩を進める。

「まさかのスルー!?」

　わたしも慌ててその後を追った。
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　無難に災害パニックものを借りて、そのあと一階にあるスーパーで買いものをしてから帰路につく。時間は五時半だけど、まだ外は明るい。これからの季節、どんどん日が長くなっていくのだろう。

　買い込んだものはそこそこの量があって、弓月くんは両手にひとつずつ中くらいのレジ袋を提げていた。

「あ、そうだ。弓月くんって誕生日いつ？」

　道すがら聞いてみる。さっき誕生日をネタにしたときから気になっていたことだ。

「僕は九月です。九月の十三日」

「よかった。過ぎてなくて」

　弓月くんのことだから「実は四月でしたが、わざわざ言うこともないと思って黙っていました」などと平気で言いそうだ。

「因ちなみに、宝龍さんも同じ日です。もちろん、年は違いますが」

「……」

　なんかすごく悔しい。

「佐伯さんは？」

　今度は弓月くんが聞いてくる。

「わたしは七月七日。七夕でーっす」

「……聞くんじゃなかったな」

「なんで!?」

　それこそ過ぎていればよかったとでも言いたげだ。

「何かプレゼントしてくれる？」

「そうですね。いいものがあれば買いましょう」

　と言ってくれたものの、ちょっと不安な気分。意外とセンスのいいものをプレゼントしてくれそうな気もするし、微妙なものを選びそうな気もする。冗談グッズでウケを狙ねらって盛大に滑るなんてこともありそうだ。

　話も途切れて、しばらく黙って歩く。

　このまま帰って夕飯の支度をして、弓月くんと一緒に食べて、それから夜になったらリビングでＤＶＤ鑑賞だ。

「あーあ」

　そこまで考えて、思わずそんな声がもれてしまった。

「どうしたんですか？」

「うん。結局まったりデートっていっても、普段とあまり変わらなかったなぁって」

「だから僕が最初からそう言ったでしょう」

　やっぱりデートはぱーっと遊びにいったほうがいいのかもしれない。

「まぁ、それならそれで毎日がそうだと思えばいいんじゃないでしょうか」

　などと言う弓月くんにちょっとびっくり。珍しくポジティブシンキング。

「でもなぁ……」

「ま、どんな時間を貴重だと思うかは人それぞれですから」

　確かにそうなのかも。

　わたしは念願叶かなってというわけではないけど、お父さんの都合で舞い込んできたひとり暮らしを、それなりに楽しみにしていた。親のいない気楽さと、何でもひとりでやらないといけない大変さの混じった生活に期待と不安を抱いていた。でも、それよりも思いがけず手に入れた弓月くんとの同居のほうがずっと楽しいと自信をもって言える。

　だったら、弓月くんの言う通り、わたしは毎日かけがえのない時間を過ごしているのだろう。

「弓月くんはやっぱりひとり暮らしのほうがよかった？」

　ふとわいた疑問が口をついて出る。

「今の生活も悪くはないと思ってますよ」

「曖あい昧まい」

　少しの間があり、

　そして、

「ひとり暮らしを経験していない以上、比べることはできませんが、君と知り合えてよかったとは思っています」

　意外にストレートな言葉だった。

「そ、そっか……」

　おかげでわたしは、それだけしか言えなかった。

　てっきり弓月くんはこれでこの話を終わらせるものだと思っていた。だけど、わたしの予想を裏切り、続ける。

「こんなことでもない限り、学校ですれ違っても君は僕のことなど気にも留めなかったでしょうからね」

　そんなことはない──そう思った。水みずの森もりに入ってからの学校生活の中で、わたしはきっと弓月くんを見つけ出したはずだと信じている。──でも、今はそれを言うのはやめておいた。

「弓月くん、買いもの袋ひとつ貸して。持つから」

「大丈夫ですよ、これくらい」

「いいから」

　強引にひったくる。

「だって、そうじゃないと手がつなげないから」

　そして、彼の手を握った。それぞれ買いもの袋をひとつ持って、あいた手と手をつなぐ。

　彼は手を振ふり解ほどかなかった。

　でも、もうわたしたちの家は目の前だったけど。







[image: ]





１．






　五月下旬に中間テストがあった。

　今年度初の定期考査。

　佐さ伯えきさんにとっては高校に上がって初めてのテストで、何やら一抹の不安を感じていたらしいが、それも杞き憂ゆうに終わったようだ。入試をトップの成績で合格した優等生らしく、しっかりとした手て応ごたえがあったと言っていた。

　僕もそこそこの感触があった。これなら人に見せても恥ずかしくない点が取れていることだろう。

　それが終わると同時に六月になった。




「じゃーん、夏服ー」

　朝、自室で登校の準備を終えた佐伯さんは、リビングに出てくるなり高らかに言い放った。

　水みずの森もり高校は六月一日の今日から衣替えだ。たとえ週の途中であろうと暦が六月に替われば、問答無用で夏服となる。

　僕は座ざ椅い子すに座ったまま佐伯さんを見上げた。彼女はブレザーなしの白いブラウス姿。濃い赤のチェック柄スカートは、見た目は同じでも夏物になっているはずだ。僕も夏物のスラックスに半はん袖そでのカッターシャツ。ネクタイから解放されてずいぶんと楽になった。

「ナマ足」

　どうだとばかりに半歩踏み出し、モデル立ちでポーズを決める佐伯さん。

「そのようですね」

　確かに短く詰めたスカートの下に伸びる足には、いつもの黒いストッキングはない。

「？　もしかしてストッキングのほうがよかった？」

「僕に聞いてどうしますか」

「じゃあ、ニーソックス。それでダメならガーターのおまけつき。ミニスカニーソにガーター。弓ゆみ月づきくんってばマニアック♪」

「いったい何の話ですか」

「弓月くんの好み」

　佐伯さんはきっぱりと言う。前にもそんなことを言っていたような気がするな。

「まだそんなことを言ってたんですか」

「いったい弓月くんのストライクはどこなのかと」

「そんなのどこでもいいです。だいたい制服にガーターなんて過激な格好をしていってもいいんですか？」

　三年生でもそんな刺激的なスタイルの生徒は見たことがない。

「さぁ？　単なる靴下吊つりだと思えば大丈夫なんじゃない」

「知りませんよ、そんなこと」

　区分としてはそうなのかもしれないが、そうだと割り切るのは難しそうだ。

　そう言えば、ガーターベルトの原型はエッフェル塔で有名な建築家、ギュスターヴ・エッフェルの考案であると、どこかで読んだ覚えがあるな。

「ここで残念なお知らせです。実はわたし、ガーターを持ってません」

「それは吉報ですね。……莫ば迦かなことを言ってないで、そろそろ行きましょう」

　僕は座椅子から立ち上がった。

「はぁーぃ、ふぁー……」

「何ですか、その返事からあくびへの見事なスライドは」

「ん。ちょっと寝不足」

　リビングから廊下を通り、玄関へと移動する。

「テストは終わったんですから、そんなに遅くまで起きている理由もないでしょうに」

「むしろテストが終わったから、はしゃいでお京きようと長電話」

　何をやっているのだか。

「まぁ、その気持ちもわからなくはないですけどね」

　僕も昨夜は滝たき沢ざわと宝ほう龍りゆうさんと電話で話をしていた。どちらも相手からかかってきたものだが。

　玄関で革靴に足を突っ込んでいると、後ろでまたもかわいらしいあくびが聞こえてきた。そうとう眠いらしい。大丈夫だろうか。
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　昼休みに妙なメールが届いた。




『今日は先に帰ります。』




　佐伯さんからだった。

　確かに何度か一緒に帰っているが、かと言ってそう約束しているわけでもない。なぜこのようなメールを寄よ越こしたのだろうか。

　と、首をひねっていると、

「弓月、お前にお客さんー」

　僕を呼ぶクラスメイトの声。携帯電話をたたんで顔を上げてみると、教室の入り口にちょっと癖くせっ毛のショートヘアをした女の子が立っていた。佐伯さんと同じクラスの桜さくら井いさんだ。

「弓月さーん」

　彼女は僕と目が合うと嬉うれしそうに手を振った。

　その声に、今まで彼女に気がついていなかったクラスメイトも何ごとかと振り返り、一度桜井さんを見た後、僕へと目をやった。

　クラス中の視線を集めながら僕は、ひとまず桜井さんの背中を押して廊下へ出た。

「今日は桜井さんひとりですか？」

　思わず佐伯さんの姿を探してしまう。特に死角。わっと驚かされてはたまったものではない。

　ところが返事は予想外のものだった。

「実はキリカ、二時間目に倒れて、今は保健室なんです」

「え？」

　寝耳に水。

「あ。と言っても、床に倒れたわけじゃなくて。机に突っ伏したまま動かなくなったんです。それで保健室に連れていったら、たぶん疲労と睡眠不足だろうって」

「……」

　朝は寝不足だと言っていたが、試験勉強の疲労もあったのか。入試トップ合格の秀才も努力あってのものということなのだろう。倒れたと聞いたときはぎょっとしたが、たいしたことはないようでほっとした。体から力が抜ける。

「それでキリカ、さっきまで寝てたんですけど、今日は大事をとって早はや退びけです」

　ああ、なるほど。それでさっきのメールか。

「それをわざわざ言いにここへ？」

「えっと、できたら……帰ってからキリカの様子を見にいってあげてくれませんか？」

　桜井さんは心配顔で僕に頼む。

「わかりました。夜にでも行ってみます」

　宝龍さんという例外を除いて、対外的に僕と佐伯さんは近所に住んでいることになっている。彼女が僕にそれを頼むのは、当然といえば当然だろう。

「ああ、そう言えば佐伯さんは、桜井さんと遅くまで電話をしていたと言ってました。桜井さんも寝不足なんじゃないですか？」

「わたしの場合、キリカの後もほかの友達と朝まで話してましたから。睡眠不足じゃなくて睡眠欠落。だから大丈夫です」

　なぜか右腕で、むん、と勇ましくガッツポーズ。

「……」

　果たしてその理屈は成り立っていいものだろうか。まぁ、きっと人より丈夫にできているに違いない。

「佐伯さんはまだ保健室ですか？」

「はい。でも、今わたしが鞄かばんを届けましたから、そろそろ帰ると思いますよ」

「そうですか。じゃあ、ちょっと行ってみます。わざわざありがとうございました」

　僕は体を保健室のほうへ向けた。

「ああん、もう、弓月さんったら。キリカのことになると急にフットワークが軽くなるんだからっ」

「……」

　聞こえないふり聞こえないふり。




　保健室は一階の、グラウンドに近い場所にある。外からの怪け我が人にんを最短距離で運び入れるためで、廊下の出入り口以外にも外から直接搬入できるようにもなっている。

　僕は、なんとなく走ったら負けのような気がして──大おお股またで歩き、保健室を目指した。

「失礼します」

　すぐに目的地に辿たどり着つき、ドアをノックしてスライド。

　中には、パンツスーツに白衣の養護教諭・藤ふじ咲さき先生と、佐伯さんがいた。それぞれデスクの椅子と丸椅子に、さながら診察室の医者と患者のような構図で座っていた。

「何か用？　弓月君」

「あ、弓月くんだ」

　ふたりが僕を認め、同時に口を開いた。藤咲先生には去年、何度かお世話になったことがあるので、顔も名前も覚えられてしまっているようだ。

「佐伯さんが倒れたと聞いたもので。……大丈夫ですか、佐伯さん」

「あ、うん。もう大丈夫。午前中いっぱい寝てたから。でも、今日はもう帰りなさいって、先生が」

「そうですか。ひとりで帰れますか？　なんなら僕も一緒に──」

「はい、ストップ。どうしてそこで弓月君が口を出してくるのかしら？」

　と、訝いぶかしむ藤咲先生。確かにそうだ。

「僕と佐伯さんは家が近いし、彼女も僕と同じでひとり暮らしなので、送っていくべきかと……」

「そう。なるほど、そういうわけね」

　僕がどうにか誤ご魔ま化かそうと言い訳じみた言葉を口にすると、どうやら藤咲先生はそれで納得してくれたようだった。我ながら筋の通った理由だと感心する。

「年中眠そうなあなたが珍しく目をぱっちり開いて飛んできたと思ったら、そういうことだったのね」

「……」

　なにやら誤解の上での納得だったようだ。

「ふうん。飛んできたんだ」

「……飛びませんよ。スーパーマンじゃないんですから」

　そして、佐伯さんまでもが含み笑いで顔を覗のぞき込んでくる。完全にアウェーだ。

　僕は踵きびすを返した。

「どうやら特に心配はないようですね。失礼します」

「ああっ、待って待って。わたしも帰るから。……それじゃ先生、失礼します」

　ちょうど保健室を出るところで佐伯さんが追いついてきた。ふたりで廊下へと出る。

「とりあえず君は帰って休んでおくように」

「はぁーい」

　午前中いっぱい寝ていたらしいのでもう問題はないだろうが、藤咲先生の帰宅命令が出ている以上それに従うべきだろう。




　賑にぎやかな昼休みの廊下を佐伯さんと歩く。

　すれ違う生徒の多くが佐伯さんを見るのは、彼女が目を惹ひく容姿だということもあるが、こんな時間に帰宅しようとしている生徒へのもの珍しさもあるに違いない。

　階段まできたところで僕は、二階の教室に戻るべく体の向きを変えた。

「あれ、校門まで見送ってくれないの？」

「何を甘えたことを」

　僕もそこまで暇ではない。

「じゃあ、せめて早く帰ってきてよ」

「何も予定が入らなかったらそうしますよ」

「もぅ」

　佐伯さんに背を向け、階段を上がる──が、その足がすぐに止まった。背中に視線を感じたからだ。振り返ると佐伯さんが腰に手をあて、頰ほおを膨らませながらこちらを見上げていた。

「まぁ──」

　と、僕は頭を搔かく。

「気をつけて帰ってください」

　途端、彼女はぱっと明るい笑顔を見せた。
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　終礼が終わると、真っ先に声をかけてきたのは雀すずめさんだった。

「みんなでカラオケ行こうと思うんだけど、弓月君もどう？」

「カラオケですか」

　久しぶりに雀さんのギリギリ越える感じの『天あま城ぎ越ごえ』を聴きたい気もするが、残念ながら今はそれよりも優先順位の高いものがあった。

「あたしが誘ってるのに断ろうっていう気？」

　逡しゆん巡じゆんする僕の姿に断りそうな気配を感じたのか、雀さんが睨にらんでくる。

「それ酔っぱらいのからみ方ですよ。雀さん、麻雀マージヤンだけじゃなくお酒もやるんですか？」

「吞のみませんし、麻雀もやりません。ていうか、あたしの前で麻雀の話はしないでっ」

　両手で机を叩たたく雀さん。いろいろと禁句の多い人だ。

「宝龍さんも誘ってあるから」

　と、こちらに顔を寄せ、なぜか小声で言う。

「それにどういう意図があるのか知りませんが、今日は用があるんですよ」

「そう、残念ね……」

　本物の酔っぱらいではない雀さんは、渋々ながら納得してくれた。

「また今度誘ってください。それじゃあ」

　僕は荷物を手早くまとめて立ち上がった。




　歩き慣れた廊下と通学路を通り、真まっ直すぐ家へと帰る。

　何の用事があって、何をそんなに急いでいるのかと問われると答えに困るが、ひとまず僕は寄り道もせずに、普段より幾分か短い時間でアパートに帰り着いた。

　玄関のドアには鍵かぎがかかっていた。佐伯さんが言いつけを破って出かけたとは思えないので、中から施せ錠じようして休んでいるのだろう。僕は自分の鍵でドアを開けた。

　短い廊下を進み、ただいまの声もかけずにリビングへと入る。

　と、そこに自分の座椅子に座り、テーブルに突っ伏している佐伯さんがいた。

　一瞬どきっとしたが、すぐに背中が規則正しくかすかに上下しているのがわかった。単に居眠りをしているだけのようだ。

「まったく」

　そばに寄って見下ろしてみると、小さな寝息が聞こえてきた。力尽きるようにして眠ったのか、左腕を枕まくらにして、髪が少しテーブルの上に広がっていた。

「……」

　僕の今の気持ちを言葉にするなら、「やるなら今しかない」といったところか。

　僕は息を殺しながら、彼女の横に片膝ひざをついた。深呼吸をひとつ。それから手を伸ばし、乱れた髪をそっとすくい取った。

　前から触れてみたいと思っていた佐伯さんの不思議な色の髪。

　それはあまりにも繊細で滑らかで、すくい上げた清流の水のように手の中から流れ落ちていくかのようだった。その髪を梳くしけずるようにして背のほうに流してやる。

「う、ん……」

　壊れものを扱うようにしてもう一度髪を撫なでたところで、佐伯さんが小さな声をもらした。僕は立ち上がって一歩離れる。魅惑の髪の主は寝ぼけ眼まなこで周りを見回し、ようやく僕を見つけた。

「あ、弓月くん。おかえりー」

「そんなところで寝てると風か邪ぜを引きますよ。また倒れたいんですか」

「や、まだちょっと眠くて」

　誤魔化すように苦笑する佐伯さん。

「はっ。わたし寝てる間にイタズラされたっ!?」

「してませんよ。人聞きの悪いことを言わないでください」

　我ながらどの口でそんなことを言うのだろうと思った。内心ではバレていないか冷や冷やしているというのに。

「せっかくだからしとけばよかったのに。……さ、弓月くんも帰ってきたし、晩ごはんの支度を……って、あれ？　まだこんな時間？」

　佐伯さんは壁掛け時計を見て、はたと気づく。まだ終礼終了から三十分とたっていないような時間だ。当然、夕食にはまだ早い。

「もしかして本当に早く帰ってきてくれた？」

「……あいにく誰からも誘われなかったんですよ」

　間違えてはいけません──そう言い加えて僕は自分の部屋へと戻った。逃げるように去るのはやましいところがある証拠、と言われそうだが。

　ドアの向こうから佐伯さんの聞こえよがしな声が聞こえてきた。

「さぁて、なんだかんだ言って優しい弓月くんのために、張り切って晩ごはんを作らないと」

「……」

　まぁ、佐伯さんの調子も戻ったようだし、肝心なところがバレていないようなのでよしとしておこうか。
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　ここのところひとりで登校することがぐっと減ったものの、それでも週に一、二回はひとりで家を出ることがある。今日もそんな日のひとつだ。

　学校に向かって歩く。

　気温も湿度も春より確実に高く、間近に迫った夏の到来をまさに肌で感じるといったところだ。

　学園都市の駅と水の森高校とを結ぶ道に合流しても今日は知った顔に出会うことなく、登校する生徒の流れに乗ってそのまま学校に辿り着く。

　と、昇降口の下駄箱の前に宝龍美ゆきがいた。

　ローファーから上靴に履き替えている最中だ。僕に背を向ける構図なので、僕はまだ彼女に見つかっていない。夏服のスカートから伸びる足がまぶしい──と思っていたわけではないが、僕は少し手前で止まっていた。

　人の気配を感じたのか、それとも視界の隅に姿を認めたのか、宝龍さんは靴を下駄箱に片づける段になって、ようやく僕に気がついた。

「あら、恭ゆき嗣つぐ。おはよう」

　温度の低い声だ。

「おはようございます」

「そんなところで立ち止まって、どうかしたの？」

「いえ、特に理由はありませんよ」

　僕は止まっていた足を前に進めた。

「そこで目を光らせていても見えないわよ。いつも気をつけているもの」

「何のことかわかりませんが、違いますよ」

　僕も自分の下駄箱から上靴を取り出し、床に落とす。靴を履き替える間、宝龍さんはずっと横で待っていた。

「学校にきて最初に会ったのが宝龍さんというのはどうなのかな、と」

「運がいいと思いなさい」

　彼女は当たり前のように言う。

「お待たせしました」

　上靴に足を突っ込んだ僕は、宝龍さんと一緒に歩き出した。

「中間テストをはさんだせいで聞き忘れていましたが──雀さんに言ったんですね、昔のこと」

「ええ」

　答える彼女の返事は短い。

「なぜ今になって？」

　そこにはおそらくあの日の屋上での佐伯さんの言葉が影響しているだろうことは想像できるが、実際に彼女がどういう考えをもってそうしたのかは不明だ。

　僕らは昇降口からいちばん近い階段を上る。

「過去の罪の清算、かしら」

　途中まで上がったところで、宝龍さんはようやく次の言葉を発した。

「ずいぶんと大おお仰ぎような言葉を選びましたね」

「でも、本当のことだわ。私は恭嗣が悪者にされているのを知りながら黙っていたんだもの。何のメリットもなく庇かばってくれた恭嗣に甘えていたの」

　その罪の告白、か。

　僕としては、そこまで積極的に宝龍さんを庇おうと思ったわけではない。ただ単にひとり歩きをはじめた噂うわさの前には、何を言っても無駄だろうと思っただけだ。

「本当ならあの子の言う通り全校生徒に知ってもらうべきなのかもしれないけど、そうしたところで今さら蒸し返すだけの結果にしかならないでしょうね」

「だからせめて雀さんに、ですか？」

「ええ」

　言って、彼女はうなずいた。

　階段を上り切り、二階の廊下を行く。登校ラッシュもそろそろピークを迎えるころなので、廊下には生徒の姿も多い。僕らが歩くとぶつかりそうでもないのに、みんな道をあけるように脇に退どくのは宝龍さんがいるからだろう。人目を惹く容姿も留年しているという事実も、人を遠ざけてしまうのだ。

　しかし、そんなことは気にしたふうもなく、彼女は続ける。

「ナツコは未いまだに恭嗣を責めていたわ」

「そうですね」

　雀さんは宝龍さんを尊敬し慕っているから、その分よけいに僕を赦ゆるせなかったのだろう。

「ナツコ、もう何も言わなくなったでしょう？」

「まぁ、静かすぎて少しもの足りないですけどね」

　あれだけ目の敵にして突っかかってきていたのが、今ではすっかりおとなしくなってしまった。

「……恭嗣。あなた、そういう種類の人間だったの？」

「違いますよ」

　僕はマゾか。

「今はまた別のことでうるさくなってきましたけどね」

　どうも雀さんは僕と宝龍さんを再度くっつけたいようだ。そういう話題が好きなところは、クラス委員長といえども女の子ということなのだろう。

「雀さんはうるさいくらいのほうがいいです」

「そう。やっぱりそうなのね」

「……」

　やたらと墓穴を掘ってしまう己を呪のろっていると、やがて教室が見えてきた。
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　朝、佐伯さんと一緒ではなかったからといって、一日中彼女と顔を合わせないなどということはなく。一緒に暮らしているから朝晩は別としても、今日みたいな日こそ佐伯さんは遠慮なく人の生活圏に侵略してくる。

「弓月ー。佐伯さんきてるぞー」

　昼休み、クラスメイトにそう呼ばれたとき、僕は弁当を食べ終えて、矢や神がみと無駄話をしている最中だった。もとより非アクティブな人間なので、昼休みはいつもこんな感じなのだが。

「なんでこう毎日のように、お前のところに一年の女の子が訪ねてくんだよ」

　席を立った僕とすれ違いざま、クラスメイトはそんなことを言う。確かにテスト明けには桜井さんがきていたな。

「知りませんよ。何かの祟たたりじゃないですか」

　それか取とり憑つかれているか。

　教室の入り口に立っている佐伯さんをつれて廊下に出ようとすると、それよりも先に彼女が口を開いた。

「あの人は？」

「ん？　いませんか？」

　たぶん宝龍さんのことだろう。

　振り返るとクラスメイト（主に男子）の攻撃的な視線が多数あった──が、あえてそれは無視し、教室内を見回してみる。

「いませんね」

　彼女も弁当組なので、さっきまで女の子たちと一緒に食べていたと思ったのだが。

「どこかに行ったようです」

「ふうん」

　何をか考えている様子の佐伯さん。

　果たして、ここに宝龍さんがいたらどうするつもりだったのだろう。あまり目立つ場所で宝龍さんに突っかかるのはやめてほしいものだ。

「ほら、ここにいると邪魔になりますから」

　佐伯さんを押して廊下に出る。

「今日は何しにきたんですか」

「あ、そうそう」

　窓際まで寄ってから佐伯さんは振り返った。

「お弁当、美お味いしかった？」

「何かと思えば、そんなことを聞きにわざわざきたんですか？」

「そんなことってゆーな。今日は新しいのに挑戦したんだから、気になって当然でしょ」

　彼女は口を尖とがらせる。

　そうだったのか。いつもと同じような気がしたのだが。今度からはただ食べるだけでなく、もう少しいろんなことに気をつけながら食べることにしよう。

「日々進化を続ける愛妻弁当を舐なめるなと言いたい」

「君と結婚した覚えはありませんよ。だいたいいまいちだと答えたらどうするつもりですか」

　帰ってから聞けばすむことだろうと思うのだが。

「えっと、お詫わびに脱ぎます？」

「脱がなくていいです」

　なんだその疑問形は。あいかわらず奇抜な思考だ。

「まぁ、兎とに角かく、美味しかったですよ」

「そっか。よかった」

　佐伯さんは嬉しそうに笑顔を見せた。

「これで弓月くんの好みもだいぶ把握できたかな？　晩ごはんも張り切るから、楽しみにしてて。……じゃあね」

　そうして佐伯さんは帰っていった。

　長居しようとする素振りがまったくなかったあたり、本当に弁当の感想を聞きにきただけのようだ。作った本人としては気になるものなのだろうな。

　僕は教室に入り、自分の席に戻った。

「佐伯さん、なんだったの？」

「通りがかりに顔を出しただけのようです。たいした話じゃありませんでした」




　そのままいつものように昼休みを過ごすつもりでいると、宝龍さんが戻ってきた。教室内の壁掛け時計を見るが、時間感覚に自信がもてなかった。佐伯さんが帰ってからどれくらいがたつのだろう。タイミング的にふたりは接触しただろうか。

　宝龍さんはふと僕に目をやり、思いついたようにこちらに向かってきた。

「矢神君。悪いけど恭嗣と話があるの。彼とその席を貸してくれないかしら？」

　丁寧ながら有無を言わさぬ口く調ちようだ。これなら理事長室の理事長に頼んでも席を譲ってもらえそうだ。

「あ、うん。……じゃあ僕、トイレでも行っとこうかな」

　故に、彼を弱いと責めるのは酷というものだろう。

　矢神が席を立ち、代わって宝龍さんがそこに座った。

「何ですか、話って」

「特にないわ」

「……」

　かわいそうに、矢神。

　僕は心の中で彼に黙もく禱とうを捧ささげた。

「ただ、お互い自分のことを話したことがなかったと思ったの」

「唐突ですね。別に知りたいと思うようなこともないでしょう。僕だって語って聞かせるほど面白いエピソードを持ち合わせてませんし」

「あら。恭嗣は私のスリーサイズとか知りたくないの？」

「聞けばおしえてくれるんですか？」

「かまわないわよ。減るものでもなし。上から、はちじゅう──」

「すみません。特に知りたくないので、言わなくていいです。言わないでください。僕の何かがすり減ります」

　危うくおそろしい個人情報を入手するところだった。

　そこで唐突に宝龍さんは言う。




「なら、私が留年した理由は？」

「……」




　僕は返答に窮した。

　確かに気になる点ではある。圧倒的、且かつ、絶対的に成績優秀だった宝龍美ゆきが、なぜ定期考査をすっぽかして留年したのか？　それについては今でも様々な憶測が飛び交っているが、そうと確信できるほどの説は出ていないし、彼女も依然語ろうとしない。

　今なら聞けば答えてくれるのかもしれない。

「いえ、やめておきますよ」

　だけど、僕は断った。

「あら、知りたかったんじゃなくて？　去年、それとなく聞き出そうとしていたように思うけど？」

「……」

　やはり気づかれていたか。

　確かに去年、僕は宝龍さんとつき合っているとき、何度か探りを入れてみた。彼女に対し好意はなかったが、その点については興味があったのだ。

「世の中、詮せん索さくしないほうがいいこともあります」

「……そう。確かにそうね。こんな話、恭嗣が聞いても困るものね」

　彼女は薄く笑った。

「じゃあ、ひとつだけ──」

　と切り出し、宝龍さんは問うてくる。

「恭嗣、私がつき合ってって言ったときのこと覚えてる？」

「あの日、ですか？」

　僕は記憶の糸を手繰り寄せる。

　確かあの日は、翌日提出の課題が出されたのだった。ところが僕は、学校の机の中に肝心の教科書を置き忘れてしまい、取りに戻ったところに宝龍さんがやってきたのだ。

「ええ、覚えていますよ」

　夕ゆう陽ひの差し込む教室に彼女が現れたときの光景シーンは、今なお鮮明に瞼まぶたの裏に焼きついている。

　ただ、今でも不思議に思っていることがあった。




「あのとき、まるで待ち構えていたように現れましたね。僕が戻ってくるのをわかっていたみたいでした」

「ええ、わかっていたわ。だって、教科書を隠したの、私だから」




　何やらとんでもないことを、さらりと言われた気がする。

　衝撃の新事実だ。

「恭嗣が席を離れている間に取り出して、放課後、帰った後に戻しておいたのよ」

　なるほど。それなら仕組まれた必然だ。家に帰るまで気がつかない可能性もあるが、当時の僕の無駄に長い通学時間を知っていれば、電車の中で教科書を開くだろうことは容易に想像がつく。実際、僕は電車を待つプラットホームでそれに気がついたのだから。

　昼休みの終了を告げる予鈴が鳴った。

　宝龍さんが席を立つ。

「時効だと思って赦しなさい。その代わりいいことをおしえてあげるわ」

　そう言うと彼女は、机の上に掌てのひらをつき、こちらへ顔を寄せてきた。

　そうして囁ささやくように告げる。




「実は恭嗣のこと、入学前から知ってたの」
















「え……？」

　先ほどの比ではない暴露話に、僕は思わず言葉を失なくす。

　まさか。そんなはずはない。咄とつ嗟さにそう否定する。僕の実家は、ここから電車で二時間の距離。対する宝龍さんは、学園都市からさほど遠くない場所に住んでいたはずだ。その僕らに、入学前に接点などあるはずがない。

　あり得ない──そう思いながら宝龍さんを見上げれば、彼女は動揺する僕の姿に満足したように微笑ほほえみ、自分の席へと戻っていった。
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　宝龍さんの謎なぞめいた発言から数日たったが、僕は未だにその真偽について聞けないでいた。

　彼女もあれ以来その話をすることはなく、まるでそんな出来事などなかったかのように振る舞う。その態度はもちろん、今日も変わらない。




「おはよう、恭嗣」

　そう声をかけられたのは、朝の昇降口でのこと。今から上靴に履き替えようというときだった。

　振り返ればそこには、宝龍さんが立っていた。

「ああ、おはようございます」

　挨あい拶さつを返しながら、先日はこれとは逆で僕が後からくるパターンだったな、と思った。

「今きたところ？」

「ええ」

「そう。だったら私の少し先を歩いていたのね。前をよく見ておくんだったわ」

　いや、僕としてはむしろ、そうならなくてよかったと思っている。

　革靴から上靴へ履き替えた。

　下駄箱が立ち並び、すのこが敷かれた昇降口から、校舎の廊下へと踏み入る──と、そこに佐伯さんが待っていた。

　彼女は宝龍さんの姿を見て一瞬驚いたようだったが、すぐに顔から表情を消した。

「おはようございます、宝龍さん」

「ええ、おはよう」

　挑むような調子の佐伯さんと、それを受けて立つ宝龍さん。僕は未だかつてこれほど剣けん吞のんな朝の挨拶を見たことがない。

「あなたも一緒だったのね」

「そういう環境ですから」

　そう。今日も僕は、いつものように佐伯さんと一緒だった。だから通学途中で宝龍さんに見つからなくてよかったと思っていたのだ。尤もつとも、それも早いか遅いかの違いでしかなかったが。

「やはりよく周りを見ておくんだったわ」

　道連れをひとり増やし、三人で歩き出す。

　話を振ったのは僕だった。

「そう言えば宝龍さん、文芸部で小説を書いているそうですね。どうですか？」

「それなりに、というところかしら」

　昇降口からいちばん近い階段を上る。

「小説作法も頭に入れた。話の作り方も理解した。なのに自分で納得いくものが書けないわ。エンターテイメント性とでもいうのかしら。それが欠けているのね。その点、矢神君は巧うまいわ」

「彼はあれでプロですから」

　いかに宝龍さんといえども何でもできるわけではないだろうし、定期的にＳＦ系の文芸雑誌に短編や中編を掲載している矢神先生と比べるべきではないだろう。

　中間地点の踊り場で一八〇度向きを変え、階段を上り切る。二階。僕と宝龍さんの教室はこの階で、佐伯さんはもうひとつ上だ。

「じゃあ、佐伯さん」

　当然、ここで別れることになる。

　だが、彼女はぴたりと立ち止まっていた。

「どうしました？」

　僕も教室に向けていた足を止め、問う。そのとき僕が見た彼女は、思いつめているような、拗すねているような表情をしていた。

　そして、何をか思いついたように、

「あ、そうだ、弓月くん。今日、一緒にお弁当食べようか」

「いやですよ、そんなの」

　大きさは違えどおそろいの弁当箱の上、中身まで一緒なのだ。人に見られたら言い訳のしようがない。

「ちぇっ、残念。……じゃあね、弓月くん」

　しかし、たいしてそれに拘こう泥でいするわけでもなく、すんなり引き下がり、佐伯さんは階段を上がっていった。

「何ですかね、あれ」

「さぁ……って言ったほうがいいのかしら、私は」

「……」

　わかっているさ。

　ただ、わからない振りをしたいだけだ。
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　本当に一緒に弁当を食べようと思ったわけではないだろうが、昼休み、佐伯さんはやってきた。

　そのときの僕はというと、教室のいちばん前の机に軽く尻を乗せるようにして立ち、黒板に書き並べられていく数式を見ていた。

　書いているのは宝龍さん。

　昼食を終えた後、彼女に数学のわからない箇所を尋ねたところ、今こうして解法を実践してくれているのだ。カツカツとチョークが音を鳴らすたびに、数式が書かき綴つづられていく。その淀よどみのなさは、本当に計算しているのかと疑ってしまうほどだ。

　が、ふいに彼女のその手が止まった。

　何ごとかと宝龍さんを見てみれば、彼女は教室の入り口に目を向けていた。僕もそちらを見てみる。その視線の先には佐伯さんと、彼女のクラスメイトである桜井さんがいた。遊びにきたらしい。

　僕が片手を上げて応こたえてやると、それを合図にふたりは遠慮がちに中に入ってきた。

「残念ながら、只ただ今いま取り込み中ですよ」

「あ、そうなんだ」

　そうして彼女は宝龍さんに向き直った。

「今日は教室にいるんですね」

「ええ。また何か話でも？　だったら後にしてくれるかしら」

　それとなく割って入るべきかと思案していると、僕の制服を誰かが引っ張った。桜井さんだ。

「あの人、すごい美人さんですね」

　思っていた以上に近い距離で聞こえた声にぎょっとした。小声で囁くつもりもあったのだろうが、どうも彼女は話すときに必要以上に接近する癖があるようなのだ。

「キリカとはまたちょっと違った感じですけど」

　そして、のん気だった。

　チョークが再び黒板を叩きはじめる。

「いい、恭嗣。恭嗣が間違ったのはここじゃないかしら。ここで間違えても案外きれいな答えが出るから気づきにくいの」

　数式のある部分をチョークで示しながら、解説が加えられる。なるほど、そこか。

「難しいことをやってるんですね」

　空気を読めない感じに口をはさむ桜井さん。あいかわらず僕のカッターシャツをしっかりと指でつまみ、寄り添うようにして斜め後ろに立っている。

「ええ、難しいことをしているの。だから邪魔はしないでね。それと恭嗣から離れなさい」

「はぁーい」

　さすがに初対面の桜井さんには宝龍さんも遠慮があったのだろうか、もの言いが少々やわらかい。だが、中途半端な笑みが逆に怖くもある。桜井さんは首をすくめながら返事をし、そして、すっと僕から一歩離れた。

　そこですかさず彼女の腕を摑つかんだのが佐伯さんだ。

「行こ、お京。邪魔なんだってさ。ふーん、だ」

「え、ちょっと、キリカ。……あぁーん、弓月さーん」

　ずんずん歩く佐伯さんに連行されていく桜井さん。やがて下級生二人組は教室を出て行き、見えなくなってしまった。

「ほっといていいの、恭嗣」

「そう言われても、僕は彼女の保護者ではありませんから」

「あら、そうだったの？」

「……」

　少なくともそのつもりで今までやってきたはずなんだがな。
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　放課後。

　終礼が終わった後、僕は鞄ではなくモップを持っていた。掃除当番なのだ。

　担当は教室の前の廊下。とりあえずひと通りモップで水みず拭ぶきをすればいいことになっているので、比較的楽な場所ではある。

「あ、弓月くん、今日は当番なんだ」

　そんな声に僕は振り返る。

「ああ、佐伯さん」

　彼女はそこに鞄を持って立っていた。時間的に考えて、クラスの終礼が終わって真っ直ぐここにきたのだろう。いつもなら一緒に帰るにしても、昇降口で待っているというのに。

「見ての通りですよ」

　僕はモップの柄で肩を叩いた。

「じゃあ、待ってるね」

「悪いのですが、この後もう少し残らないといけないんですよ。授業で出された課題について話し合うことがあります」

　英語の授業での課題で、五人ひと組になって英語で会話をしてみせろというのだ。会話から創作する必要があるので、さっそくそれについて話し合うことになっている。

　僕が簡単に説明すると、佐伯さんは落胆したようだった。

「そういうわけなので先に帰っててもらえますか」

「ん、わかった……」

　返事にも力がない。

「恭嗣、教室のほうが終わったらはじめるわ」

　と、そこに割って入ってくるガラスのように冷たく透きとおった声。背後からだったが、振り向かなくても誰かわかる。

　はっと顔を上げる佐伯さん。

　僕は思わず手で顔を覆いたくなった。なんともタイミングが悪い……。

「わかりました。こっちがすんだらすぐに行きますから」

　まずは宝龍さんに応え、

「終わったら真っ直ぐ家に帰りますよ」

　佐伯さんの肩を軽く叩いて言い聞かせる。それに一日にそう何度もふたりに衝突されてはたまらない。幸いにして佐伯さんは素直にうなずき、帰ってくれた。僕はほっと胸を撫で下ろした。




　さて、件くだんの課題を出された際に組んだ五人というのが、滝沢、矢神、宝龍さん、雀さん。そこに僕を加えた、お馴な染じみのメンバーだった。

　話し合いをするために放課後の教室に残った僕たち。そこで僕が最初にやったのは、滝沢とのアームレスリングだった。これはよくやっていることで、彼とひとつの机に向かい合って座るとたいていひと勝負している。

　結果は接戦の末、僕の負けだった。

「腕が落ちたんじゃないか？　前は互角だったのに」

「高校に入ってから体を鍛えることもなくなりましたから」

　とは言え、それは滝沢も同じはずなのだが。経験に関しては滝沢が格闘技で、僕が単なるスポーツだから、その違いだろうか。

「それに腕相撲では僕が負けっぱなしですよ」

「じゃあ、何が互角なんですか？」

　問うのは隣の列の席を借りて座っている雀さんだ。彼女は敬意の表れなのか、滝沢と宝龍さんが相手になると敬語になる。

「実は去年、弓月と本気で殴り合って決着がつかなかったことがある」

「は？」

　雀さんが素すっ頓とん狂きような声を上げる。無理もない。

「俺がルールのない喧けん嘩かで勝てなかったのはお前が初めてだよ」

「むしろルールがないからですよ。ルールがあればとっくに判定負けです」

　何せどれだけ殴られてボロボロになろうが根性で立ってさえいれば、少なくとも負けてはいないのだから。

「……楽しげな雰囲気のわりに内容が怖いんですけど」

　せっかくなので、もうひとつ追加しておこうか。

「因ちなみに、こんな僕と滝沢がふたりがかりでも勝てなかったのが矢神です。彼は空手の有段者ですから」

「ええっ!?」

「……それは意外ね」

　これには宝龍さんも驚いたようだ。

　女性陣ふたりがそろって矢神を見る。が、文武両道の体現者である彼は恥ずかしそうにうつむいたままだった。

「いったいあなたたち三人に何があったのか気になるわ……」

「ま、それは語る予定のないエピソードです」

「そ、それより、課題について話し合ったほうがいいんじゃないかな？」

　話を逸そらす、というか、本筋に戻そうとしたのは、話題の中心人物、矢神だ。

「ああ、それなんですが、いきなり英語での会話シーンを創作するのは難度が高いので、ひとまず矢神に日本語で考えてもらうのはどうでしょう」

「ぼ、僕!?」

　再び自分の名前が挙がって驚く矢神。

「それをみんなで英語に直したほうが早いと思います」

「確かにそうね」

　賛同したのは宝龍さんだ。

「短い会話でいいんです。そういうのは得意でしょう、矢神」

「ま、まぁ……」

「決まりですね」

　僕は鞄を摑み、立ち上がった。

「なんだ、何か用があったのか？」

「ちょっと人と約束が」

　終われば真っ直ぐに帰る、と言ったのは明らかに約束だろう。僕はまだ帰る気にすらなっていない四人を残し、教室を出た。
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　玄関を上がり、短い廊下を進んで、つきあたりのリビングに這は入いる。

「ただいま帰りました」

「おかえりー」

　即座に聞こえてくる元気な返事。




「じゃーん。裸エプロンー」
















「ぶっ」




　思わず噴いた。

　僕の前に現れた佐伯さんは、まさに言葉通りの格好──

「って、噓うそだけど」

　と思ったら、タンクトップにホットパンツといういつもの部屋着の上にエプロンをつけているだけだった。くるりと回ってみせる。わざとそう見えるようにうまく隠していたようだ。

「驚いた？」

　してやったりと笑って聞いてくる。

　僕は深いため息を吐ついた。

「君、冗談をやるんだったら、もう少し健全なものにしてください」

「もしかして期待した？　それだったらわたしもがんばってもいいんだけどなぁ」

「勝手にしてください……なんて言ったら恐ろしいことになりそうですね。絶対にやめてください」

　強く釘くぎを刺しておいてから、僕は自室に入った。

　鞄を置き、制服からラフな普段着に着替える。そうしてから部屋を出て、再びリビングに戻った。佐伯さんはキッチンで夕食の支度をしているようだ。

　僕は座椅子に腰を下ろし、テーブルの上にあった新聞の夕刊に目を通す。一面は凶悪事件の続報。今日の国会で生活に直結するような重要な法案が通ったらしいが、そっちは社会面に追いやられている。日本の新聞の特徴だ。

「弓月くん」

「はい？」

　佐伯さんの呼び声に、一いつ旦たん新聞から目を離した。

　次の瞬間、

「えいっ」

　彼女が僕の膝の上に乗ってきた。

「何をするんですか!?」

　だが、佐伯さんは少し上になった目線で慌てる僕を見下ろして、楽しそうに笑うだけだった。

　彼女はエプロンを脱いだらしく、今は先ほどちらっと見た健康的すぎる格好だった。薄着なので豊かな起伏をもつ体のラインがはっきりと出ている。どうやら着ているのはタンクトップだけのようだ。……夏も近づいて暑いからな。というか、僕がいつも見て見ぬ振りしているだけで、彼女は春からすでに普段着はそんな感じだった。欧米で育ったせいかもしれない。

「悪ふざけはやめて、早くどいてください」

「いいじゃない。弓月くんだって悪い気はしないでしょ？」

「それにはノーコメントです」

　決して正直には答えられない質問だ。

「最近スキンシップが足りてないと思います」

「いや、それ以前に足りてる足りてないという関係じゃないでしょうが」

　しかし、僕がそう言うと、佐伯さんは何やら不満げに口を尖らせた。どいてくれそうにない。

　まったく。何でこうなったのやら。

「……佐伯さん」

　顔を見て話すのも気恥ずかしいのだが、かと言って目を逸らすとあまり至近距離で見るべきでない彼女の肢体が目に入ってしまう。結局、僕は顔を見ながら語りかけた。

「学校であまり一緒にいられないのは仕方ないと思います」

　その言葉に彼女ははっとし、そして、顔から表情が消えた。

「それに学年も違うから、どうしても共有できない話題も多くなります」

　特に今日は運悪くそういう小さなことが重なってしまった。その反動が帰ってからの彼女のこの行動なのだろう。

　佐伯さんはうつむいてしまった。

「それでもやっぱり、僕が一日でいちばん多く一緒の時間を過ごしているのは、ほかの誰でもなく、間違いなく君ですよ」

「……ほんと？」

　顔を上げ、問い返してくる。すがるような表情だ。

「君だって僕と同じ生活をしてるんですから、聞かなくたってわかるでしょう」

「そ、そうだよねっ」

　佐伯さんはぎこちなく笑った。

　世話の焼ける人だ。

「じゃあさ、弓月くんとこういうことができるのも、わたしの特権？」

「そんな特権、認めた覚えはありませんよ。……ほら、さっさとどいてください」

「はぁーい」

　彼女はようやく僕の膝の上から腰を上げた。

「夕飯、もうすぐできるから」

　そうしてキッチンへと向かっていく。

　まったく。拗ねたりするにしても、もう少しおとなしくというか、お淑しとやかにというか、そうできないものだろうか──と思ったが、それはそれでこっちが調子を崩しそうなので、佐伯さんはやっぱり今のままのほうがいいのだろう。
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　ひとつ思い出したことがある。

　僕は中学生のとき、この水の森高校にきたことがあるのだ。

　当時、僕の中学校では高校見学を推奨していた。自分が行きたい学校をその目で見ておくことは、受験する上で大きな力になる、という理屈だ。

　僕もなるほどと思ったし、実際に行動に移した。自分で学校に電話してアポイントメントを取りつけ、約束した休日に訪問すると学生課の職員が学校を案内してくれた。進学校であるということ、数年前に施設の拡充を行い、その際に制服のデザインも変えたということを強くアピールしていたのを覚えている。

　尤も、僕としてはいちばん気に入ったのが学園都市の街並みだったわけだが。

　つまり、僕は入学前に水の森高校を訪れている。

　もしそのとき、宝龍美ゆきが何らかの理由で学校にきていて、僕を見かけたのだとしたら？　入学前から僕のことを知っているという彼女の言葉は、安易に否定できないのではないだろうか。

　そうなると、去年彼女が僕に近づいてきたことにも、何かしらの意図があったように思えてくる。

　一度確認してみないと。

　そして、その宝龍さんへの佐伯さんの敵視っぷりも気になるところだ。

　どうにも不安要素が多い。




　朝、登校の準備を整えてリビングに出ると、そこには誰もおらず、我がルームメイトであるところの佐伯さんはまだ部屋にいるようだった。

「佐伯さん、早くしないと先に行きますよ」

「あ、待って待って。もう用意できてるからっ」

　ドア越しに声をかけると、すぐに佐伯さんが慌てた様子で姿を現した。が、その姿たるや……彼女は制せい鞄かばんを脇にはさみ、あいた手でスカートのファスナを上げながら出てきたのだった。……目を覆いたくなるというか、頭を抱えたくなるというか。

「……君、それを用意ができていると言うにはむりがあります」

「大丈夫。これを上げたらもう終わりだから。……はい、完了っと」

「……」

　いや、まぁ、別にいいのだが。少々なら待つので、次からはそんなはしたない格好で出てくるのはやめてもらいたい。

　それでも準備ができたのは確かなので、リビングを出て玄関へと向かう。

「あんなところで手間取るなんて、少し太ったんじゃないですか」

「失礼な。夏に水着を着るつもりで、ちゃんと気をつけてるんだから。疑うなら触って確かめてみろと」

「遠慮しておきます」

　学校指定の革靴を足に引っ掛け、先に外へ出る。爪つま先さきで床を蹴けって乱暴な履き方をしていると、一旦閉まったドアがすぐにまた開き、佐伯さんが出てきた。

「と言っても、キャミソールトップに、ボトムもホットパンツだから、そこまで神経質にならなくてもいいんだけどね」

　そんな話をされても受け答えに困るので、僕は玄関の鍵を鍵穴に差し込みながら黙って聞いていた。まぁ、ゴールデンウィークには過激なことを言っていたが、意外に大人しいデザインのものを選んだようで、少し安心したが。

「と、油断させておいて、実はそれとは別に対弓月くん用を用意していたり？」

「……」

　思わず鍵をかけたところで固まってしまった。

「念のため聞きますが──冗談ですよね？」

「さぁ？　それは夏のお楽しみ」

　僕が鍵を抜いて佐伯さんへと振り返ると、彼女もまた同じようにして体の向きを変え、アパートの階段を下りていった。僕は彼女の不思議な色合いの髪を見ながら、後をついていく。

　それきり佐伯さんはこの話題を二度と口にしなかったので、結局、それが本当なのかいつもの彼女流の冗談なのかわからずじまいだった。




　通い慣れた道を通って学校へ行き、昇降口のところで佐伯さんと一旦別れる。そうと決めているわけではないが、お互い靴を履き替えてからまた合流するのがいつもの流れだ。

　上靴を履き、立ち並ぶ下駄箱の列から抜け出て佐伯さんを待つ。

　程なく少し離れた下駄箱の陰から姿を現した彼女は、クラスメイトらしき人物と一緒だった。

　男子生徒だ。身長はさほど高くなく、佐伯さんよりもわずかに高いくらい。かわいらしいとまではいかないが、線の細い中性的な顔立ちをしている。

「お友達ですか？」

「うん。同じクラスの浜はま中なか君。……で、こっちが弓月くんね。すぐ近くに住んでるから、朝はよく一緒になるの」

　佐伯さんは僕に彼を、彼には僕を紹介した。

「どうも」

「浜中です。よろしくお願いします。弓月先輩」

　言葉少ない僕に、彼は男子にしては十分に丁寧と言える挨拶を返してきた。

「じゃあね、弓月くん」

「あ、はい。では、また」

　と、僕。

　失礼します、の言葉を残し、浜中君も佐伯さんとともに去っていった。

　しばし佐伯さんの背中を見つめてからようやく、今日はいつもと違ってここで別れるのだと理解した。

「あら、珍しいわね」

　そこに不意打ちじみた声。横に立った声の主は宝龍美ゆきだった。

「ああ、宝龍さん。おはようございます」

「おはよう。あの子が恭嗣以外の男と一緒なんて、初めて見るわね」

「そうですか？」

　僕は宝龍さんから、というよりは、この話題から逃げるようにして足を踏み出した。しかし、当然彼女もついてくる。

　確かに佐伯さんが男子生徒と一緒にいるところを見るのは初めてかもしれない。前に変なのにまとわりつかれていたことはあったが。

「でも、まぁ、そういうことだってあるんじゃないですか」

「気になる？」

「まさか。相手はただのクラスメイトでしょう？」

　佐伯さんたちが上がっていったであろう手前の階段は通り過ぎ、今日はもうひとつの階段を使うことにする。こちらのルートでも距離に大きな変わりはない。

「自分のほうがまだ優位に立ってるとでも言いたげね」

「僕も僕で単なるルームメイトだから気にする理由はない、という意味ですよ」

　誤解のないように──と僕は付け足した。
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「浮かない顔してるけど、どうかしたの？」

　昼休み、部室に行くと言って席を立った矢神と入れ違いにやってきたのは、我らがクラス委員、雀さんだった。

「ああ、実はこの前、麻雀の点棒のかたちをしたヘアピンを見つけたのですが、雀さんに買ってきてあげようかと……」

「いりません！」

　即答で断られた。

「それは残念です」

　尤も、欲しいと言われても困るのだが。

「それはそうと、そんな顔してますか？」

「してるわよ。何か悩みごと？」

　雀さんは僕に問いかけながら、矢神の席に座った。

「特に何もありませんよ。まぁ、一方で慢性的な悩みを抱えているとも言えますが」

「どっちよ!?」

「いえ、やっぱりないことにしておいてください」

　少なくともつい最近──例えば今朝何か悩みが発生したということはないはずだ。

「でも、気になることはあるのよね、恭嗣は」

　今度は宝龍さんだった。彼女は隣の席の机に軽く腰かけるようにして立つ。

「あ、やっぱりあるんだ」

「ありませんよ、そんなもの」

　思わずむっとして言い返した。雀さんは宝龍さんの言うことなら、何でも正しいと思うから困る。

「そんなことよりも、今日もまた放課後、残るんですよね。例の英語の課題で」

「そうね。ナツコと滝沢君が忙しいみたいだから、機会は逃さないほうがいいわ」

「そうですか」

　僕はしばし考え──そして、立ち上がった。

「ちょっと出かけてきます」

「そう。じゃあ、私もついていくわ」

「……」

　なぜ？

「ごゆっくりー」

　雀さんは雀さんで、笑顔で手を振ったりしている。どうも僕の周りには、僕の欲しないところを施してくれる女の子ばかりいるようだ。




　教室を出て、昼休みの騒がしい廊下を歩く。

「僕がどこに行くか、わかってるんですか？」

「あの子のところでしょう？」

　あっさりと、考える素振りもなく言われた。

　あいかわらず宝龍さんの見えない力は凄すさまじいもので、彼女を見ると皆、廊下の端まで寄って必要以上に道をあけてしまう。友達同士ふざけてはしゃいでいた男子生徒なんか、すぐ近くまで宝龍さんがきているのに気づくや、慌てて飛とび退のいていた。

　近くの階段を使って三階を目指す。

「ついてくるのはかまいませんが、佐伯さんの前には出てこないでください」

「あら、どうして？　彼女のため？」

「僕の精神的安あん寧ねいのためです」

　すかさず訂正。

「あの子、私と恭嗣が一緒のところを見ると、冷静ではいられないみたいだものね」

「そして、それは巡り巡って僕の悩みの種になる。つまりはそういうことです」

　階段を上り切ると、一年生の教室が並ぶ廊下を往ゆく。

「この際だからはっきり言っておきます。あまり佐伯さんを挑発しないでください」

「……」

　宝龍さんから返事はなく、押し黙ったままだった。

　そうこうしているうちに佐伯さんのクラスに辿り着き、そこで運がいいのか悪いのか、今朝見たばかりの顔に出会ってしまった。どうやらどこかに行くところだったらしい。

「えっと、確か浜中君でしたよね？」

「ああ、先輩か。何の用です？」

　しかし、彼は今朝方とは違い、まるで厄やつ介かいものと接するかのようにぶっきらぼうな態度だった。僕はわずかに面めん喰くらいながらも続けた。

「佐伯さんがいたら呼んでほしいのですが」

「……」

　彼は何やら面倒くさそうな目で僕を見ると、

「……ちょっと待っててください」

　そう言って転進して教室の中に戻っていった。かすかに舌打ちが聞こえた気がするが、気のせいだろうか。

「まずいですね。彼、なかなかユーモアのある性格のようですよ」

「そうみたいね」

　宝龍さんも朝の彼を多少なりとも知っている身として、啞あ然ぜんとしているようだった。

「それはそうと、そろそろ離れててもらえますか」

　僕がそう促すと宝龍さんは黙って肩をすくめ、踵を返した。彼女が階段のところまで戻って陰に隠れたのを確認してから振り返ると、ちょうど佐伯さんが出てきたところだった。

「弓月くんがきてるって、浜中君が」

　だが、その彼女はなぜか口を尖らせ、不機嫌顔だった。

「しかも、女づれで」

「……」

　浜中君め。そんなことまで言ったのか。ますますもって楽しい性格をしている。

「……宝龍さん？」

「彼女もこのあたりまでくる用事があったので、一緒にきたんですよ。もう行ってしまいました」

「ふうん」

　果たしてそれで納得したのかはわからないが、それ以上は追及してこなかった。

「で、どうしたの？　弓月くんがこっちにくるなんて珍しい」

「ああ、そうでした。……今日もまた放課後、例の課題で残りますので」

「……」

「……」

「それだけ？」

　妙な間があってから、彼女は聞き返す。

「そうですが？　でも、言っておかないと君、またこっちまでくるでしょう？」

「うん。まぁ、そうなんだけど……メールでもよかったんじゃないかなって」

「……」

　ああ、言われてみれば確かにそうだ。

「たぶんあれですね……あ、いや、何でもありません。どうも頭の回転が悪いようです」

　君の顔が見たかったんですよ──実はそう言おうとしたのだが、口にするのはやめておいた。それは冗談や誤魔化しではなく、たぶん本当のことだったからだ。





§§§






　そうして放課後、今日も先日と同じようにいつもの五人が集まっていた。

　今日は僕たちだけではなく、ほかにふた組ほどいるようだ。

「はい」

　雀さんが挙手。




「どうせならみんなで弓月君の家に行きたいです」




　出し抜けに妙なことを言い出した。

「近いんでしょう？」

「近いのは近いですけどね」

　徒歩十分。だからと言って、人を招くことができるかは別問題だ。むしろ絶対に人の侵入を許してはいけない家と言える。

「さては人に見せられないものがあるのね。不潔だわ。これだから男のひとり暮らしは」

「あのですね……」

　すぐに返事をしない僕を見て、雀さんは何やら愉快な誤解をしてくれたようだ。僕は身の潔白を説明する言葉を探しつつも、目は助けを求めるように宝龍さんのほうを向いていた。

　彼女はかすかに笑ってから、

「じゃあ、ナツコ。今からナツコの部屋にみんなで行っていい？」

「え？　いや、それは……。準備も片付けもできてないし……」

「そういうことよ。いきなり押しかけても恭嗣だって困るわ」

「そ、そうですね。……ごめん、弓月君」

　ようやく納得の雀さん。

「またの機会にってことで」

　というのは、もちろん社交辞令だが。

「ま、恭嗣も男だから、隠したいもののひとつやふたつ、あるかもしれないわね」

「……」

　またよけいなひと言を。……ありますよ、大きな秘密が。知ってるくせに。

　ところで、さっきから滝沢と矢神が黙っているのは、やはりとばっちりを喰らいたくないからだろうか。

「それよりも──時間が惜しいので、やるべきことをやりませんか」

「それもそうね」

　賛同したのはさっきまで騒いでいた雀さんだ。

「例の英語の課題、矢神のおかげで会話文自体はできてるわけですが──さて、そこで提案です。この英訳は滝沢と宝龍さんにお任せするのはどうでしょう？　学年でもトップの成績のふたりなら、これくらい簡単でしょう」

「ほう、なるほど。適材適所の役割分担だな。……それで、お前は何をやるんだ？」

　さすが滝沢。実に鋭い指摘だった。

「やはりダメですか。ま、凡人の僕としては楽をしたくて試しに言ってみただけなんですがね。因みに、楽ができるのは僕だけでなく、雀さんもです」

「ちょっとぉ、私まで巻き込まないでよっ」

　そんなこんなで結局、まずは会話の中での役を割り振り、それぞれが自分の台詞せりふを英訳した後、みんなで答え合わせをすることになったのだった。




「はい、じゃあ、後はそれぞれ自分の台詞を暗記してくること。近いうちに通しで練習しましょ」

　そうして今日の作業が終わったのは、一時間ほどが過ぎたころだった。

「俺は生徒会室に寄ってから帰るよ」

「あ、私も行きます。聞きたいことがあるので」

　真っ先に滝沢が立ち上がり、それに雀さんが続いた。クラス委員のふたりが出て行った後、僕と矢神と宝龍さんも自然とかたまって一緒に廊下へ出る。

　と、そこに佐伯さんがいた。

　まずは僕を認め、それから宝龍さんを真剣な顔でじっと見つめた。宝龍さんも視線を返す。胃が痛くなるようなシチュエーションだ。

　しばらく見合った後、宝龍さんは深いため息をひとつ。

「矢神君、部室に寄るわ。つき合って」

「え？　あ、はい」

　矢神は飛び上がらんばかりに驚き、返事をした。

「そういうわけだから、恭嗣、また明日ね」

　そう言って宝龍さん（と矢神）は、この場を離れようとする。

「なんですか、それ。余裕ですか？」

　しかし、それを佐伯さんが呼び止め、むっとしながら問うた。

「別にそんなのじゃないわ。でも、そうね。余裕というなら、あなたのほうは少し余裕がないんじゃない？」

「……」

　佐伯さんはぐっと言葉を詰まらせる。そして、宝龍さんは彼女の口からもう反論は出てこないと見切ると、改めて足を踏み出し、去っていった。

「先に帰ってればよかったのに」

　宝龍さんと矢神が十分に離れてから僕は口を開いた。佐伯さんの登場以来、初めての発言だ。

「余裕ないから」

「……」

　それを僕に言われても困るのだが。

「まぁ、今さら言っても仕方ないです。帰りましょうか」

　僕が歩き出すと、佐伯さんも黙ってついてきた。




　さすがに終礼終了から一時間以上もたっているだけあって、廊下にはほとんど誰もいなかった。まれに僕たちみたいに教室に残っている生徒もいるようで、開いたドアから姿が見えたり、閉め切られたすりガラスの向こうから声が聞こえたりする。

「わたし、やっぱりあの人のこと好きになれないかも」

　僕の横で佐伯さんが不ふ貞て腐くされたように、ぽつりとこぼす。

「そうですか。悪い人ではないんですけどね」

　確かに頭の回転が速いから、独特の考えをすることはある。それに観察力があるようで、少々人の心に踏み入り過ぎることもある。だからと言って、悪気があるわけではないのだ。

「弓月くん、あの人の味方するんだ」

「別に誰の味方だ誰の敵だというわけではありませんよ。ただ単にそう思ってるだけです。去年一年同じクラスでしたし、かたちだけとは言え交際していたこともありました。つき合いは長いです」

「ふうん」

　返事はそれだけだった。

　歩きながら隣を見ると、彼女は思いつめたような顔をしていた。果たして何を考えているのだろうか。少なくとも僕の言ったことを納得してはいないようだった。

　仲よくしてほしいとまでは思わない──それはそれで恐ろしい事態のような気がするので。だが、もう少しどうにかならないものだろうか。誰かと誰かの仲を取りもつために東とう奔ほん西せい走そうするというのも得意ではないし。

　なかなか頭の痛い状況だな。
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　その日、わたしは弓ゆみ月づきくんのクラスを訪れた。

　入り口近くにいる人を捕まえて、彼を呼んでもらう。

「あの人は？」

「ん？　いませんか？」

　出てきた弓月くんの肩越しに教室を覗のぞき込めば、彼も同じように中に目を向けた。

「いませんね。どこかに行ったようです」

「ふうん」

　どこかに、か。

　ほら、ここにいると邪魔になりますから──と、弓月くんに背中を押されて廊下の窓際へ寄る。

「今日は何しにきたんですか」

「あ、そうそう。お弁当、美お味いしかった？」

　いちおう聞いておかないと。

「何かと思えば、そんなことを聞きにわざわざきたんですか？」

「そんなことってゆーな。今日は新しいのに挑戦したんだから、気になって当然でしょ」

　あいかわらずの弓月くん。その様子だと今まで家でも出したことのない創作おかず（実験品）が入っていたことも気づいていないのだろう。

「日々進化を続ける愛妻弁当を舐なめるなと言いたい」

「君と結婚した覚えはありませんよ」

　残念ながら、わたしも今のところない。

「だいたいいまいちだと答えたらどうするつもりですか」

「えっと、お詫わびに脱ぎます？」

「脱がなくていいです」

　弓月くんの返事はあっさりしたものだった。本日もつつがなく平常運転。

「まぁ、兎とに角かく、美味しかったですよ」

「そっか。よかった。これで弓月くんの好みもだいぶ把握できたかな？　晩ごはんも張り切るから、楽しみにしてて。……じゃあね」

　わたしは別れを告げてこの場を後にした。きっと後ろでは弓月くんがいったい何をしにきたのだろうと首を傾かしげているに違いない。

　──さて、と。

　あの人は教室にはいなかった。だとしたら屋上だろうか。

　わたしはその足で三階に上がり、目立たないように気をつけながら、さらに屋上への階段を上がった。

　立ちふさがる鉄てつ扉ぴ。

　ノブを摑つかんで回すと、それはすんなりと動いた。……当たりらしい。

　鉄扉を押し開けて屋上へ出る。

　と、案の定あの人──宝ほう龍りゆう美みゆきさんがいた。

　思わず目が釘くぎづけになってしまいそうな怜れい悧りな美び貌ぼうに加えて、天才型の成績優秀者。にも拘かかわらず、留年という異色の経歴を持つ人。それが彼女だ。

　少し離れたフェンスのそば、彼女は鉄扉が開く音が聞こえたらしく、すでにその目でわたしを捉とらえていた。……弓月くんでなくてお生あい憎にくさま。

「こんにちは、宝龍さん」

「ええ、こんにちは」

　近寄り、和やかでない雰囲気で挨あい拶さつを交わす。

「私にまた何か用？」

　そう言えば、前にここで彼女に言いたいことを言って非難したのだった。別に反省はしていないけど。

　用？　もちろんある。

「……弓月くんがわたしに言ったんです」

　わたしは脈絡なく話しはじめる。

「こんなことでもなければわたしと出会うことはなかった。学校で普通にすれ違っただけじゃ見向きもされなかっただろうって」

『こんなこと』というのは不動産屋のミスで二重契約が起きたことだ。

　弓月くんはあれがわたしたちを出会わせたのだと思っている。あれだけがわたしたちの出会う唯一のきっかけだったと思っている。

　でも──、

「でも、確信してます。わたしはたくさんいる水みずの森もりの生徒の中からきっと弓月くんを見つけ出したって。あの人を選んで声をかけたって」

「それは、運命？」

　宝龍さんは聞いてくる。

　運命。

　便利な言葉だ。偶然も必然もひっくるめて一緒くたにしてしまえるのだから。

「ずっと、気になってるんです。弓月くんの目が」

「目？」

　彼女はその単語に反応を示した。その感情は驚き、だろうか。

「初めて会ったとき『あれ？』って思ったんですけど、そのときはそれだけでした。それから一緒にいるようになって、時々弓月くんが何を見ているのかわからないような、何も見ていないような目をすることがあるのに気がついたんです」




　そこにあるものを瞳ひとみに映しながら、もっと別のものを見ているような目──。

　わたしと同じものを見ていないような目──。

　わたしを見ていないような、目──。




「だから、わたしは弓月くんのことを知らなくても、あの目を見つけ出したと思っています」

　気になって仕方がないのだ。どうして彼がそんな目をするようになったのか。

　いったい何が彼をそうさせるのか。

　でも、ようやくわかった。その目の理由は──、




「そう。私と同じだわ」

「ぇ？」




　宝龍さんのその言葉に、わたしは小さな声を上げた。発しかけていた台詞せりふを飲み込む。

「あなたも同じものを見つけていたのね」

「……」

　ということは……？

「頭の回転が速いわね。……ええ、そうよ」

　彼女は出来のいい教え子を褒ほめるような笑みを見せた。

　わたしの頭の回転が速いというなら、こちらの考えていることを先回りした彼女はなんだというのだろうか。

「あなたは恭ゆき嗣つぐがああいう目をするようになった原因が私にあると思ったみたいだけど」

　その通りだ。最初からわたしは、彼をあんなふうに変えた原因はあまりよい出来事ではないだろうと漠然と思っていた。そして、先日、弓月くんから去年の宝龍さんとの一件を聞いて確信した。そのときのこと──無責任な噂うわさ話と無遠慮な詮せん索さく、謂いわれのない中傷に晒さらされたことが彼を変えたのだと。

「違うわ。私が初めて会ったときには、恭嗣はもうああだった」

　誰とでも丁寧な口く調ちようで話し、社交的な性格を装いつつ、その実、本心を見せない。そして、気がつけば遠い目をして周りと隔絶し、孤独に身を浸している。

　それがずっと変わらぬ弓月恭嗣だと、彼女は言う。

「そんな……。じゃあ、どうして……」

　もっと以前に何かあったということ？

「さぁ？」

　彼女は首を横に振った。

「知らないわ。私もずっと前から知りたいと思ってるけど」

　その目には寂しげな光。

　だけど、それもほんのわずかのこと。次の瞬間には消えて、彼女らしいクールな笑みを浮かべ、挑発的にわたしを見る。

「そういうわけだから──残念だったわね。私のせいじゃないわ。……さ、わかったのならもう行きなさい。私ももうすぐ中に入るわよ」

　ここの鉄扉の鍵かぎを持っているのは宝龍さんだけ。わたしがここにいると、彼女も中に入れない。案外わたしを置き去りにした上、鍵まで閉めるかもしれないけど。

「言われなくてもそうします」

　ふん、と鼻を鳴らして踵きびすを返す。

　そうして鉄扉のノブを握ったとき、宝龍さんが背中に声を投げかけてきた。

「私には怖くて聞けなかったけど、あなたならそこに触れられるかもしれないわね」

「……もちろん、そのつもりです」

　今はまだ宝龍さんよりも知っていることは少ないけれど、これからもっと弓月くんのことを知って、どんな秘密も受け止めるつもりだ。

　わたしはそう宣言して、屋上を後にした。




　かくして、わたしは彼の秘密のひとつを知ることになるのだけど、それはもっと先の話だ──。
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１．






　いくつかの不安要素は、解決も決定的な崩壊カタストロフも見せないまま、時間だけが過ぎていく。

　そうして六月の下旬、長い長い一日がはじまった。




「もうすぐ七月で、七月に入ったらすぐに期末テストじゃない？」

　その日の朝、テーブルをはさんで向かいに座る佐さ伯えきさんが、ベーコンエッグを箸はしでつつきながら言った。

「そうですね」

　確かに授業の中でも「ここは重要」「ここはテストに出す」「『牛車』と書いて『ぎっしゃ』と読む」などの言葉をよく耳にし、否いやが応おうでもテストを意識させられている。

「そんなわけで今度の日曜は一いちノ宮みやに行こー」

「何か買いものですか？」

「デートです。デ、ェ、ト！」

　鈍いなぁ、もう──と、佐伯さんは口を尖とがらせた。

「まぁ、僕も買いものというか探しものがありますから、つき合ってもいいですが」

　レタスとトマトと生ハムのサラダにドレッシングをかける。

　何を買うかは決まっていないが、七月の某日までに用意しておきたいものがある。再来週だとテスト前最後の日曜になるし、一ノ宮まで足を延ばすなら今度の日曜だろう。

「買いもの？」

「たいしたものじゃありませんけどね」

「あ、わかった。わたしの誕生日プレゼントだ」

　彼女は鋭い。誰かと違って。

　そう。七月七日の七夕は佐伯さんの誕生日なのだ。

「……違いますよ」

　僕はひとまずそのフレーズだけを絞り出した。

　体勢を立て直そう。

「しかし、言われてみれば、そんなイベントもありましたね。何か欲しいものがあるなら考えますよ」

「言っていいの？」

「どうぞ。でも、買えるかどうかは、まぁ、ものによるでしょうが」

　ブランド物の服とかだと、まずむりだろう。

「ふっふっふっ。じゃあね──」

「やっぱりやめておきます」

　佐伯さんの不敵な笑みに、いやな予感を覚えた。

「ひっどーい。ちゃんとお返しも考えてあるのに」

「何か出るんですか？」

「現物支給」

「……さて、ごちそうさまでした」

　僕は立ち上がった。佐伯さんが頰ほおを膨らませて何やら不満げにこちらを見ているが、無視。食器を重ねてシンクへと運ぶ。それからマグカップに二杯目のコーヒーを注ついだ。

「あ、そうだ。日曜のデートは？」

「僕に何の予定も入らなければ、ですね」

　そう言って僕は逃げるようにリビングへ立ち去った。





§§§






「おっと」

「きゃっ」

　休み時間、教室の出入り口で危うくぶつかりかけた相手は宝ほう龍りゆう美みゆきだった。僕が外から戻ってきたところで、彼女が教室を出るタイミングだった。

「ぶつかって倒れた拍子にキスってできると思う？」

「奇跡的な確率でしょうね。それでも壁抜けを期待して一万回壁に体当たりを試みるよりは、可能性は高いかもしれません」

　量子力学的にはあり得るらしいが、果たして成功例はあるのだろうか。

「恭ゆき嗣つぐ、ちょっといい？」

「何ですか？」

　僕たちは廊下に出て、窓のほうに寄った。

　休み時間の廊下は昼休みほどではないが、そこそこに生徒の姿が見られる。トイレに行ったり、教室移動だったり。あとは僕らのような立ち話。一時的な解放感ではしゃぐのは昼休みのようだ。

「普段、日曜は何をしてるの？」

「……」

「どうかした？」

「いえ、何でもありません」

　朝も佐伯さんと日曜の話をしたばかりなのだが。今日はそういう日なのだろうか。

「その質問の意図は何です？」

「ひとつは純粋な興味よ。今までそんな話、ほとんどしたことなかったでしょう？」

　確かに。仮にもつき合っていたというのに、僕らはそういう話を一切しなかった。

「それと今の恭嗣がどうなのかを知りたいのよ」

　しかし、最近になって彼女は、こうして積極的に僕とそういう話をしようとする。きっと僕が特殊な環境下にいるからだろう。小説を書く参考にするのかもしれない──と思うことにする。

「昔からごく普通の高校生ですよ、僕は」

　去年は家が遠かったとは言え、遊びにいくのに学校まで出ないといけないわけでもなく、程よい距離の繁華街で滝たき沢ざわや矢や神がみと遊び歩いていた。

「今は？」

「今も普通です。平日にたまった日常の雑事を片づけて、勉強。夕方は買いものです」

　なんとも高校生らしい。

「買いものは彼女と一緒？　どちらかというと新婚生活ね」

　下宿生らしいと言ってほしいものだ。

　宝龍さんはそれきり黙った。僕は窓にもたれて立ち、彼女は逆に窓のほうを向いて外を見ている。

「話はそのアンケート調査だけですか？」

「ああ、そうね。急に腹が立ってきて、肝心なことを忘れていたわ」

「また怖い冗談を」

　どうも彼女の声の調子を聞いていたら本気のようにも思えるが、ここは冗談として受け取っておこう。

「結局、日曜はたいして忙しくないと思っていいのかしら？」

「いいですね」

　自室の掃除などの雑多な用事があるとは言え、去年ほど遊び回っていないのは確かだ。

「そう。じゃあ、今度の日曜、私につき合いなさい」

「男手でも必要ですか？」

「いわゆるデートよ。鈍いわね」

　僕は天井を仰ぎ見た。

　佐伯さんのときもそうだが、何となくそうではないかと予想はしていたのだ。ただ、そうでなければいいという希望や期待が邪魔をするだけで。

「どうなの？」

「少し考える時間をください」

「二十五秒から三十五秒」

　短いな。……さて、次の日曜か。確か予定はまだ何もなかったはずだ。期末考査にはいちおうまだ余裕がある。断る理由は特には見当たらない。

「まぁ、いいんじゃないでしょうか」

「二十二秒。及第点ね。思考は訓練次第で速く遠くに届かせることができるわ。恭嗣は頭の回転が速いんだから、もっと意識しなさい」

「努力しますよ」

　あまり買いかぶられると困るのだがな。ひとまず模範解答的な返事で答えておく。

「去年、恭嗣とは学校の帰りに何度か寄り道をしたけど、これが初めてのデートになるのね」

　そこで宝龍さんは一度僕に向き直り、笑顔を見せた。

「楽しみにしてるわ」

　そして、僕の目の前を横切り、教室ではなく廊下の向こうへ去っていった。

　僕はというと、果たして彼女は休み時間が終わるまでに戻ってくるだろうか、と考えていた。
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『今までと同じ考えや行動を繰り返して、異なる結果を期待するのは狂気である』

　そう言ったのは、確かアルバート・アインシュタインだったと記憶している。

　だからというわけではないが、今日は普段あまり飲まない缶コーヒーを買ってみた。考えたいことがあって、味覚への刺激が同時に思考への刺激になるかと思ったのだ。

　昼休みの学生食堂前である。

　校舎の一階の端にある学食は、だいたい教室みっつ分くらいをぶち抜いた程度の広さがある。そこに設置された自販機で缶コーヒーを買った僕は、学食を出て廊下の窓にもたれて立っていた。学食側の窓はすべて開け放たれていて、中がよく見える。皆賑にぎやかに昼食をとっていた。

　缶コーヒーのプルトップを起こし、ひと口飲んだところで、学食から出てきた四人ほどの一団の中に知った顔を見つけた。

　今まで一緒に食事をしていたのであろう男子生徒ふたり、女子生徒ふたりの、男女比一対一のグループ。僕が唯一知る彼は背が高いほうではなく、隣に並ぶ女子生徒と同じくらいだった。容姿もやや中性的。

　浜はま中なか君だった。

　彼も僕に気がついた。

「やあ」

　無視するのもどうかと思い、というか、面白そうなので声をかけてみる。

「あ、こんにちは、先輩。最近よく会いますね」

　浜中君は足を止め、にこやかに応じてくれた。いやそうな顔ひとつせず。なかなかよく訓練されている。

「誰？　知ってる先輩？」

「ちょっとね。悪いけど先に行ってて」

「おっけー」

　彼の友人たちは快くうなずき、浜中君を置いて再び歩き出した。

　残ったのは僕と彼。

　一対一。

「ほんと、よく会いますね」

　浜中君は先ほどと同じ言葉を、今度は迷惑そうな顔で、そして、それを隠そうともせずに口にした。

「すみません。あまり行動範囲が広くないもので」

「だったらこっちの教室までこないでほしいですね」

「気をつけますよ」

　先日のあれは僕にとってもイレギュラーな行動だった。

　コーヒーをひと口飲む。

　いい機会だと思ったのか、浜中君は続けて質問を投げかけてきた。

「先輩って、佐伯さんの何なんですか？」

「さぁ、何でしょうね。近所の住人、彼女がここにきて初めてできた友人、同じ学校に通う生徒……。そういった諸々のことが重なって懐かれてしまったようですね」

「桜さくら井いさんともよく先輩のこと話してますよ」

「……」

　それは恐るべき事実だ。何を話しているのだろうな。ひどく不安を煽あおる。

　浜中君は改めて僕を見、そして、鼻で笑った。

「こんなののどこがいいんだか」

「あぁ、それは僕も知りたいですね」

　冗談ではなく、本気で。

　すると、彼は僕を睨にらみながら言葉を発した。

「先輩ってすごいムカつきますよね。誰にでも敬語で、いかにも裏がありそうなところとか」

「人間、誰にだって二面性はありますよ。君だって表裏がはっきりしている」

　尤もつとも、それだけはっきりしていれば、人によっては逆に好感を持つかもしれない。少なくとも僕は、彼を実に愉快な人間だと評価している。

　浜中君は黙ってさらに強く僕を睨みつけてくる。肩をすくめたい気持ちだったが、僕は素知らぬふりでまたコーヒーに口をつけた。ただならぬ僕らの様子に、学食帰りのグループがちらちらと横目で見ながら通り過ぎていく。

「あ、そうそう。部活の先輩から聞きましたよ」

　そう言った彼の顔には、見下すような笑みが薄く貼はりついていた。

「先輩ってなかなか有名人だったんですね。去年いろいろあったそうじゃないですか。あと、中学のときもけっこう荒れてたんですよね」

「終わった話ですよ。……あぁ、因ちなみにそのことは佐伯さんも知っていますので」

「……ちっ」

　彼はかすかに舌打ちする。

　もちろん、中学のとき云うん々ぬんは話していない。いくら佐伯さん相手でも、できることなら話したくないことだってある。

「先輩なんかより僕のほうが女の子に受けると思うんですけど。そう思いません？」

「同感ですね」

「でしょう？　佐伯さんも見る目がないよなぁ。彼女も案外たいしたことないのかも。僕も目が曇ったかな」




　次の瞬間、僕はあいてた手で、浜中君の喉のどを摑つかんでいた。それからお互いの立っている位置を入れ替えるようにして、彼の背を窓に押しつけた。




「がっ。な、何を……──」

　足を出されると困るので、手に力を込めて辛うじて爪つま先さきが床につく程度まで吊つり上げる。喉が絞まり、彼の言葉が途中で途切れた。




「あまり調子に乗るなよ、新入生。こっちだって黙ってられないこともある」




　さすがに今度は通りかかった生徒も足を止めたようだ。周りからギャラリィのざわめきが耳に入ってきた。

　僕はかまわず続ける。

「それと彼女に──」

「何をしているの、恭嗣！」

　が、横から飛び込んできた声に、僕の言葉は阻はばまれた。

　クールダウン。

　僕が手を離すと、浜中君は喉を押さえながら咽むせた。

「ひとつ言っておきますよ。陰でこそこそ言ったりやったりするのはよくないです。男を下げるだけですからね」

「……ふん」

　彼は僕を睨むようにして一いち瞥べつすると、鼻を鳴らして去っていった。

　代わりに現れたのが宝龍さんだ。

　彼女は、まずは何も言わずギャラリィに目を向けた。何ごとかと集まっていた生徒が、三々五々散っていく。いつもながら見事な眼力だ。

「何があったか知らないけど、恭嗣にしては珍しいわね、頭に血が上るなんて」

「頭に血が？　いたって冷静ですよ、僕は」

　コーヒーを飲む。

　ちゃんと窓が割れないように注意もしていたし、このコーヒーだって一滴としてこぼれていない。

「僕に何か用ですか？」

　問うと宝龍さんは呆あきれたようにため息を吐ついた。まだ言いたいことがあるが無駄だろうからやめた、といったところか。

「図書室に行くわ。つき合って」

「図書室？　まぁ、いいですが」

　僕は残っていた缶コーヒーを一気に飲み干し、空き缶を学食に入ってすぐのところにあるゴミ箱に放ほうり込んだ。




　宝龍さんと一緒に廊下を歩く。

「矢神君お薦めの本があるらしいの。わざわざ買わなくてすむからって、おしえてくれたわ」

「なるほど」

　矢神も真ま面じ目めな文芸部員と化した彼女の面倒をよく見ているようだ。

　僕らはひとまず教室に戻ってきたが、中には入らず素通りした。

「ところで、最近あの子の様子はどう？」

　宝龍さんが問うてくる。

「佐伯さんですか？　いつも通りおかしいですよ」

「羨うらやましいわね」

「そうですか？」

　宝龍さんからすれば、あれだけ羽目を外せる佐伯さんが羨ましく見えるのだろうか。

「恭嗣は私のことをそんなふうには言わないでしょう？」

「言いませんね」

　というか、言えません。恐ろしくて。

「それだけ恭嗣があの子を近くに置いているということよ」

　続いて階段に差しかかったが、ここも素通りする。図書室は特別教室の集まる校舎の三階にあるが、まずは渡り廊下でそちらに移ってから階段を上がることにしよう。

「……別にそこまで深く考えての発言じゃないですけどね」

　教室をいくつか越えたところで、渡り廊下がぽっかりと口を開けて待っていた。その先には窓から陽ひの光が差し込むひときわ明るい連絡通路が延びている。

　こんな時間に向こうの校舎に行く生徒は少ないのか、それともたまたまなのか、渡り廊下は今、僕と宝龍さんだけだった。

　ちょうどいいと思い、僕は切り出した。




「僕は入学する前に一度、この水みずの森もりに学校見学にきたことがあります。そのときですか？　宝龍さんが僕を見たのは」




　何の話かという説明は端折はしよる。彼女にそんな前振りは必要ないだろう。

「ええ、そうよ」

　案の定、宝龍さんはいきなり回答してきた。

　しかも、肯定だった。

「たまたま学校にきていて、恭嗣を見かけたの。一瞬で興味がわいたわ」

　そこで彼女は一拍おき、




「それで学年末テストを受けないことに決めたのよ」




　僕は思わず足を止めていた。

　一瞬、話が飛んだと思った。だが、すぐにつながっていると気づく。

　学年末考査を受けなかったらどうなる？　それは宝龍さんが身をもって示している。では、なぜ？　それは新年度に入学してくる新入生と同じ学年になるため……？

「あまりにも馬鹿げてる」

　何が？　僕の推測が？　それとも、彼女の行動が？　わからないまま僕は声を発していた。

「価値観の違いよ」

「……」

　僕たちは渡り廊下で向かい合う。

　宝龍さんの行動を否定する言葉はいくらでも出てくる。僕が本当に入学してくるとは限らないとか、そうすることに何の意味があるのかとか。だが、この才女にかかれば、どれも一いつ蹴しゆうされるに違いない。価値観の違いだけで否定するのは愚の骨頂だ。何に重きをおくかは宝龍美ゆきにしかわからないことなのだから。

　僕が次の言葉を探していると、




「廊下の真ん中で止まられると迷惑なんですけどー」




　不意打ち気味の声。

　僕と宝龍さんが驚いてそちらを見れば、そこには目を据わらせたとびきりの美少女が立っていた。

「なぜ君がここに？」

「べっつにぃ。ただ階段から降りてきたら、ちょうどふたりが仲よく歩いていったから追いかけてきただけ」

　それから彼女は宝龍さんに視線を移した。

「それで、そちらはこんな人ひと気けのないところで内緒話ですか？」

　まるで何かこそこそと悪いことをしているかのような言い方。これには宝龍さんもむっとしたようだ。

「そんなんじゃないわ。でも、そうね。次の日曜の、デートの打ち合わせくらいはしていたかもしれないわね」

　ぎょっとする僕。いったい何を言い出すか。

　佐伯さんは弾はじかれたような勢いで、今度は僕を見た。

「何それ。次の日曜はわたしとデートするって言ったじゃない」

「言いました。でも、決まっていたわけじゃないでしょう？　確か何の予定も入らなければ、と言ったはずです」

「そ、そうだけど……」

　佐伯さんが口ごもる。それを見て僕は後悔した。こんなときは正論で言い返すものではない。

「もういいっ」

　僕に何か言おうとしていた彼女は、結局、身を翻ひるがえして駆けていった。それをただ黙って見送る僕と宝龍さん。

　程なく僕が先に口を開いた。

「だから煽らないでくださいと言ったはずですよ」

「つい、ね」

　こんなことがしたかったわけじゃなかったのだけど──と彼女は独り言のようにつけ加えた。

「よくそれで人のことを、頭に血が上ってるなどと言えましたね」

「反省してるわ」

　そうして悔恨のため息を漏らす。まぁ、今のは佐伯さんの言い方も悪かったが。

「それよりも恭嗣。あなた、あの子と約束してたの？　まさかそれを忘れていたわけじゃないでしょうね」

「忘れるわけがないでしょう。僕が、佐伯さんのことを」

　直後、宝龍さんが僕を見た。

　横顔に感じる視線でそれがわかったが、ここはあえて無視をする。

「聞いていたでしょう？　話はありましたよ。ただ、決定はせずに、条件付きの保留だったんです」

　いちおうこれでも僕なりに、不義理ははたらかずに発言しているつもりなのだがな。

　長い一日は、まだ半分を過ぎたところだった。
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「起立、礼」

　クラス委員である雀すずめさんの号令の後に、クラスメイトたちのやる気のない「さよなら」の声が続いた。終礼終了。

　放課後だ。

　そして、帰り支度をする僕に声をかけてきたのは、その雀さんだった。

「弓ゆみ月づき君、この後ヒマ？」

「……」

　直後、頭にいくつかの考えが巡り、そのことが僕を無言にさせた。

「ちょっとぉ、聞こえてますー？」

「え？　ああ、聞こえてます。……えっと、それはもしかしてデートのお誘いでしょうか？」

「ち、違いますっ」

　雀さんは顔を赤くしながら、間かん髪はつ容いれず否定した。

「でしょうね」

　少し考えればそんなはずはないとわかりそうなものだが、今朝からのことがあって、どうにも考え方がおかしくなっているようだ。

「で、どうなの？」

　雀さんが改めて問う。

　この後か。さてどうだろう。予定なんてものは往々にしていきなり飛び込んでくるものだからな。特に僕の場合。

「あら、ナツコ。恭嗣をデートに誘ってるの？　でも、悪いけど恭嗣は私のよ」

　しかし、そこに現れた宝龍さんが、僕が言葉を発するよりも先に口を挟んできた。

「宝龍さんまでそんなこと言うんですか。そんなんじゃありません」

　雀さんとしてはそう思われるのは至極心外だったらしく、頰を膨らませるようにして言い返した。

「そうよね。ナツコのお目当ては恭嗣じゃないものね。もしかして恭嗣経由で攻める気？」

「な……っ」

　今度はさらに言葉も出なくなったようで、口をぱくぱくさせている。……なるほど、そうだったのか。

　やがて彼女は二、三度深呼吸をしてから、

「わ、私はみんなでこの後どこかに行こうかと思って、最初に弓月君を捕まえにきただけです」

「そう。でも、恭嗣は私と先約があるのよ」

「何かありましたか？」

　はて──と、僕。

「図書室」

「あぁ」

　そうだった。昼休みは佐伯さんの登場で有う耶や無む耶やになってしまったのだった。どうやら今から行くからついてこいということらしい。

「それなら仕方ないですね。いつの間にか滝沢さんも矢神君もいなくなってるし」

　矢神は、宝龍さんが現れたあたりで、気配を殺しながら教室を出ていくところを横目で見ていた。滝沢はどうせ生徒会室にでも顔を出しにいったのだろう。

「また今度にします」

「悪いわね」

「いいえぇ。そういうことなら喜んで」

　雀さんは計画が頓とん挫ざしたというのに、嬉うれしそうに帰っていった。だいたい何を考えているか想像がつくが。

「私たちも行きましょうか」

「どうにも先ほどから、僕の意見というか意志というか、そういうものが軽視されている気がしますね」

　とか言いつつも、歩き出した宝龍さんの後を、僕もついていく。どういう選択肢をとるにしても、教室を出ないことにははじまらない。

「何か予定があった？」

「というか、佐伯さんが待っていると思うんですよね」

「そうなの？　……あら、本当ね」

　廊下へと出るとそこには、佐伯さんが窓にもたれて立っていた。制せい鞄かばんの持ち手を両手で握りしめている。

　彼女は僕を見、それから宝龍さんへと視線を移した。むっとした顔。宝龍さんも佐伯さんを見つめ返す。

「そういうわけなので、宝龍さん、図書室はまた今度──」

「私たち、今から図書室に行くけど、あなたも一緒にこない？」

　僕の言葉を遮って、宝龍さんが佐伯さんに尋ねた。予想していなかったその提案に、僕も思わず宝龍さんを見た。

「なんでわたしまで行かなくちゃいけないんですか？」

「図書室に行ったことは？」

「え？　な、ないですけど……？」

　抗議めいた返答にもかまわず質問を重ねてくる宝龍さんに、佐伯さんはわずかに動揺を見せた。

「いい機会だわ。ついてらっしゃい」

　そうして宝龍さんは、佐伯さんの返事も聞かず歩き出した。

　佐伯さんが何か聞きたげに僕を見る。そんなふうに見られても困る。宝龍さんの意図が読めないのは僕も同じなのだから。




　結局、佐伯さんはおとなしくついていくことにしたようだ。

　一日で最も騒がしい放課後の廊下、宝龍さんが先頭を切り、彼女があけた道を僕と佐伯さんが歩く。何とも人目を惹ひく行軍だが、それも渡り廊下を渡って特別教室の集まる校舎に移ってしまえば、見る生徒そのものがぐっと減る。

「ねぇ、図書室って三階だったっけ？」

　佐伯さんは後からついていくのにも飽きたのか、宝龍さんを追い抜かして前へ出た。階段のところで振り返って聞いてくる。

「そうですよ」

　僕が答えると、階段をのぼりはじめた。

　今度は僕と宝龍さんが並んだ。

　僕の目線よりも高い位置を、佐伯さんがスカートも押さえずに上がっていく。それを特に何か思うわけでもなく何となく眺めていると、

「痛っ」

　横から宝龍さんの肘ひじ打うちが脇腹めがけて飛んできた。

「あなたも少しは気をつけなさい。馬鹿な男子が喜ぶだけよ」

「別にいいじゃないですか。今は弓月くんしかいないんだし。一緒に暮らしてたら、もっといろんな格好を見られてますから。わたしは平気ですよ」

　そこで佐伯さんは踊り場に到達した。階段は踊り場で一八〇度向きを変える構造なので、僕たちの視界から彼女の姿が消える。

「あなたたち、どういう生活してるわけ？」

「彼女の誇張表現を真に受けないでください」

　遅れて僕たちも方向転換をすると、佐伯さんはすでに階段をのぼり切っていて、こちらを見下ろしながら待っていた。

「それとも宝龍さんは、弓月くんに見られたら恥ずかしいんですか？」

「そういう問題じゃないわ。女としての恥じらいと慎みを持ちなさいと言ってるの」

　ため息混じりの宝龍さん。

　そして、僕たちもあと数段というところで──、




「……えらそうに言うんですね」




　佐伯さんのその吐き捨てるような発言に、僕はどきっとして我知らず足を止めていた。

　対して宝龍さんは、そのまま階段をのぼり、佐伯さんと向き合った。

　が、何も言わない。

　階段の最上段での対たい峙じ。

「当然ですよね。弓月くんは宝龍さんのほうを選んだんですから」

「それについては謝るわ。あなたとそういう話になっているとは知らなかったの」

　謝ると言いつつ、持った生まれた貫かん禄ろくのせいでどうにも謝っているようには見えない、などと茶々を入れるのは心の中だけにしておくか。

「佐伯さん、僕はね──」

　ここで一度落ち着いて話し合おうと思い、僕は階段の手すりに軽くもたれる。

「君とはいつも一緒にいるし、遊びに出かけるのだっていつでもできると思ったんですよ。対して、宝龍さんとはあまりそういう機会はありません。ただそれだけのことです」

　僕と宝龍さんは、去年ああいうことをしてしまったせいで、関係が歪いびつなものになった。それを修正し、普通の友人、普通のクラスメイトになるには、今がいい機会だと思っているのもある。

「噓うそっ。わたしより宝龍さんのほうが大事なんでしょ。つき合い長いもんね」

「……」

　つき合いが長い──それは確か前に僕が言った台詞せりふだ。……そういうことか。ずいぶんと、まぁ、僕は……。

「あなた、恭嗣の言ったことが信じられないの？」

　何も言えないでいる僕に代わって、宝龍さんが口を開いた。いつもならどことなく冷ややかに聞こえる彼女の声が、このときは珍しく悲しげで、心配げに響いた。

「そ、そうじゃないけど、でも……」

　それを佐伯さんも感じ取ったのか、一瞬たじろぐ。

「少し前から気になっていたのよ。あなたがあまりにも余裕がないように見えるから」

「当たり前じゃない！　美人で、大人で、わたしの知らない弓月くんを知ってて。そんな人がいたら余裕なんてなくなるに決まってるじゃない！」
















　佐伯さんは堰せきを切ったように、溜ため込んでいたものを吐き出す。




「しかも、弓月くんのために二年に上がらなかったなんて……！」




　昼休みのあの話、聞いていたのか。

「そこまでできる人に勝てるわけないじゃない！　あなたが弓月くんと一緒にいるだけで不安になるの。一度もう終わったんでしょ!?　だったら今さら出てこないでよ！」

　佐伯さんは感情のままに喚わめき散らしたせいか、息を切らす。

　一方、宝龍さんが深いため息を吐いた。

「隣の花は赤く見えるとはよく言ったものね。私から見れば、あなたの立っている場所のほうがよっぽど羨ましく映るのだけど。それと、私が恭嗣のために留年したっていう話は噓よ」

「噓……？」

　きょとんとする佐伯さん。

「そう、噓。冗談。わかったなら少し落ち着きなさい」

　宝龍さんは佐伯さんに歩み寄り、肩に触れようと手を差し出す。

「いやっ。寄らないで！」

　しかし、彼女ははっと我に返り、その手を拒絶した。優しく触れようとした宝龍さんの手を払い、詰められた距離の分だけ後ろに下がる。

　一歩。

　そして、二歩目──その足が階段を踏み外した。

　ひとつ下の段に落ちた足首が不自然に曲がり、バランスを崩した佐伯さんの体が宙に投げ出される。




「ぇ？」

　と、何が起きたのかわからない様子の彼女の顔。




「佐伯さん！」

　ほぼ同時、僕は叫び、もたせかけていた背を離して駆け出していた。

　手を伸ばす。

　辛うじて間に合った──が、片手だけでは重力に囚とらわれた人ひとりを支えることはできなかった。床を蹴ける。僕自身も宙に身を躍らせた。




　浮遊感。

　もろともに、落ちる。




（だったら、せめて……！）

　僕は咄とつ嗟さに佐伯さんの頭を胸に抱え込んだ。

　まずは背中を強打。

　それから頭への鈍い衝撃。

「恭嗣！」

　遠く宝龍さんの声が聞こえた気がしたが、そこで僕の意識は途切れた──。
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　……。

　……。

　……。

　文章はそこで終わっていた。

　僕は持っていた紙の束を机の上に置く。Ａ４サイズの用紙数枚。それは宝龍さんが最近書いているという小説をプリントアウトしたものだ。

「で、この後どうなるんですか？」

　気になる先の展開を、僕は作者殿に尋ねた。

　放課後の教室。

　僕は宝龍さんから感想を聞かせてほしいと渡された小説の原稿を読み終わったところだった。僕たちのほかにはおしゃべりをしている女の子のグループや、携帯ゲーム機で遊んでいる男子数人がいる。

「どうしようかしら？　いま考えてる最中よ」

　と、宝龍さん。

「記憶喪失になるとか、今までのがぜんぶ夢で目が覚めるとか。このまま死んでしまうのもいいわね」

「人の名前を使っておいて、やりたい放題ですね」

　そして、けっこうベタだ。いい名前が浮かばないからと、ひとまずの仮名らしいが、同じ名前の僕としてはたまったものではない。というか、明らかにモデルは僕だろう。

「それで、感想はどうなのかしら？」

「そうですね。僕は文芸関係はさっぱりですが、初めて書いたにしてはまずまずじゃないでしょうか」

「そう。恭嗣にそう言ってもらえたら自信が持てるわ」

　宝龍さんはわずかに笑みを見せた。

「ただ、ある程度先の見通しが立っていないと、いずれは行き詰まるみたいですよ」

　ま、普段の矢神を横で見ているだけの素人の意見ですが──と、付け加えておく。

「それはそうと、この中に出てくる佐伯さんというのは、いったいどこの誰ですか？」

　彼女だけモデル不在だ。

「あら、お気に召さなかった？　恭嗣、案外こういう女の子も好きかと思って」

「僕はもっとおとなしい、淑しとやかな子が好みですね」

　我ながらいったい何の話をしているのだか。

「そうだったわね。覚えておくわ。私も淑やかとは言えないものね」

　彼女は苦笑しつつ原稿のプリントアウトを手に取ると、クリアファイルに入れてから鞄かばんの中にしまった。席から立ち上がる。

「じゃあ、そろそろ部室に行くわ。つき合わせて悪かったわね」

「いいえ、かまいませんよ。どうせついでですから。いい暇つぶしになりました」

　そんな僕の返事に宝龍さんは、言葉ではなく笑顔で応こたえた。が、踏み出しかけた彼女の足が、ふと止まる。

「噂うわさをすれば影が差すというやつかしら？　恭嗣、彼女がお迎えよ」

「ん？　ああ」

　教室の入り口を見て、すぐに理解した。そこにおそるおそる中を覗のぞき込んでいる女の子がひとり。不思議な色合いをしたハニーブラウンの髪の、とびきりの美少女。

　佐伯貴き理り華か。

　宝龍さんが書いた小説のではなく、それとは似ても似つかない現実の佐伯さんだ。





　　　　　　　　　　「……」

　　　　　　　　　　現実の……？






「どうしたの？　毎日見てる顔でしょ。今さら見み惚とれてるの？」

「……え？　あ、いや、そんなんじゃありませんよ」

　僕は慌てて取り繕い、軽く片手を上げて佐伯さんに応えてやった。すると彼女は安心したように、そして、嬉しそうに笑顔を見せる。

「じゃあね、恭嗣。また明日」

　そう言うと宝龍さんはひと足先に教室を出ていった。

　僕も机の横に置いていた鞄を拾い上げ、ドアのほうへ向かう。その間、佐伯さんと宝龍さんは、二言三言、言葉を交わし、最後に宝龍さんが佐伯さんの肩を叩たたいて離れていった。佐伯さんは丁寧にお辞儀。

　遅れて僕も出ていく。

「ご、ごめんなさい。委員会が長引いちゃって……」

　僕が何か言うよりも先に、佐伯さんが声を発した。





　　　　　　　　　　ああ、まただ。

　　　　　　　　　　なんだ、この違和感。






「あの、怒ってます？　待たせちゃったから」

　彼女は申し訳なさそうに聞いてくる。本当、宝龍さんが書いた小説に出てくる佐伯さんとはまったく別人だな。

「あ、いや、気にしないでください。それに待っている間、特に暇だったわけでもありませんから。……帰りましょうか」

「はいっ」

　弾はずむような声が返ってきた。

　ふたりで歩き出す。

　だが、それは並んでいるというよりは、佐伯さんが僕よりも一歩遅れて斜め後ろをついてきているような構図だった。

　放課後とは言え、終礼終了から一時間ちょっともたっていれば、廊下に生徒の姿はほとんどない。たまにうちのクラスみたいに何人か残っていたりもするが、すでに戸締りもされて人の気配のしない教室のほうが多い。

　慣れ親しんだ放課後の風景だ。





　　　　　　　　　　慣れ親しんだ……？

　　　　　　　　　　これが……？






　ふいに後ろに引っ張られる感覚が僕をはっとさせた。

　立ち止まって振り返ってみれば、カッターシャツの裾すそを佐伯さんが指でつまんでいた。

「……歩くの、速いです」

　ややうつむき加減の顔には不ふ貞て腐くされたような表情。

「すみません。ちょっと考えごとをしていたもので」

「考えごと？」

　今度は心配そうに見上げてくる。瞬きとともに長い睫まつ毛げが揺れた。

「ええ、ちょっと……」





　　　　　あれ？

　　　　　今、僕は何を考えていたんだっけ……？






「たいしたことじゃありませんよ。もう大丈夫です。ちゃんとゆっくり歩きますから」

　気の回らない自分を反省し、歩幅も小さく歩き出す。が、さっきほどではないものの、まだ引っ張られる感じがあった。佐伯さんが指を離していないのだ。

「えっと、佐伯さん？」

「も、もうちょっと握っていたいかなって……」

　彼女は照れて赤くなった顔をうつむかせたまま、小さくつぶやいた。

　僕は天井を仰ぎ見る。まさかこの年になって電車ごっこをする羽目になるとはな。まぁ、人目がないのが救いか。

　とは言え、これも続いたのは昇降口までで、靴を履き替えるときには手を離さざるを得ない。佐伯さんは拗すねた子どものように、渋々自分の下駄箱のほうへ向かった。

　それぞれ学校指定の靴に履き替える。

　そうしてから昇降口を出ると、佐伯さんは親に置いていかれそうになった子どものように、僕のところに駆け寄ってきた。

　校門を出て、いつもの道を行く。

　交わされるのは他た愛わいもない日常会話。

「もうすぐ期末考査ですが、まぁ、頭のいい君ならきっと余裕でしょうね」

「そんなことないですよ。わたしだってテスト前は必死だし、テストなんてなければいいと思ってます」

　むう、と佐伯さんは頰を膨らます。

「やっぱり君も勉強はしますか。それが終わればようやく夏休み。休み中、海かプールでも行きますか？」

「ぇ？」

　小さな驚きの声を発し、彼女の足が止まる。

　しかし、それも一瞬のことで、すぐにわたわたと駆けて、ひらいた距離を詰めた。

「えっと、その、そういうこともあるかなと思って用意はしてるんですけど……あまり派手なのとか大胆なのとかは、期待しないでほしい、かな……」

　佐伯さんの声が、恥ずかしそうに尻すぼみに消えていく。

「あ、いや、僕もそういう気持ちで誘ったんじゃなくて、ただ単に夏ならプールか海だろう程度の単純な考えで……」

　そんな反応をされるとは予想外で、今度はこっちが焦る番だった。

　僕たちの間にぎこちない沈黙が生まれた。

　無言のまま歩を進める。




　予想外？

　僕は今、何をもって予想外だと思った……？




　気がつけば交差点まできていた。

　ちょうど信号が青だったので横断歩道を渡る。そのまま歩き続けたところで、僕はついに足を止めた。

「どうかしたんですか？」

　佐伯さんも遅れて立ち止まり、振り返った。

　街路樹の立ち並ぶ広い歩道で、僕らは向かい合う。

　普段から交通量の少ない車道に車の影はないが、それを別にしても今は奇妙な静けさがあった。まるでこの世界に僕たちしかいないかのよう。

「ちょっとした疑問です」

「疑問？」




「ええ。これはどちらの夢なのだろう、と」




　静せい謐ひつの中で僕は問う。

　風が通り抜けていった。




「君か、僕か」




　僕が追い詰めてしまった佐伯さんの夢なのか。

　佐伯さんがもう少しお淑やかであってくれたら、などと馬鹿なことを思った僕の夢なのか。

　それとも今までが夢で、これこそが現実なのか。




「まぁ、おかげで何度も思ったはずのことを思い出しましたよ。佐伯さんの個性キヤラクタにはよく呆れたりしましたが、その度に僕は結論していたはずなんです。……それでも彼女は今のままがいいと」




「……さよならね」




　夢の終わりは唐突にやってきた。

　意識が現実に引き戻される。

　そんな夢と現実の境界線上で僕は見た。ついさっきまで佐伯さんだった女の子が、初めて見るようなどこかで逢あったような、大人にも少女にも見える女性へと変へん貌ぼうするのを。彼女は真っ黒な、いわゆるゴシックロリータの衣装を身にまとっていて、僕に妖あやしく艶あでやかに微笑ほほえむのだった。

　なんとも、まぁ、夢というのはいつもいつもよくわからないものを見せてくれる。
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　スプリングのあまり利いていない固いベッド。周りはクリーム色の薄いカーテンで仕切られていて、目を開ければ狭く切り取られた天井が見えた。

　あぁ、保健室か──と、すぐに理解する。

　だが、状況が把握できても、なぜ僕が今ここにいるかがわからない。何があったんだったか。

　上体を起こそうとして、体が悲鳴を上げた。背中と、頭だ。

「う……」

　思わずうめき声がもれる。

「弓月くん？」

　佐伯さんの声だった。

　どうやら彼女はずっとベッドのそばにいたらしい。先の僕の発音で、僕が目を覚ましたことに気づいたのだろう。

　そして僕は、彼女の声を聞いて欠落した記憶を取り戻していた。階段の最上段からダイブとは、何とも無謀なことをしたものだ。

「大丈夫なの？」

「とは言い難いですね」

　ゆっくりと体を起こす。佐伯さんはそんな僕に手を貸そうと思ったのだろう、座っていたパイプ椅い子すから腰を浮かせ、躊躇ためらいがちに手を差さし伸のべてくる。でも、結局、僕は最後まで自力で上半身を起こした。

　座ったままでベッドの上端まで後退。そこに枕まくらを立てかけて、背をもたせかけた。

「君は大丈夫でしたか？」

「あ、うん……」

「それならよかったです」

　心底ほっとする。

「ところで、あの後どうなったんでしょうか？　誰が僕をここに？」

「えっと、宝龍さんがケータイで滝沢さんを呼んで、滝沢さんがあちこち連絡してくれて。弓月くんは滝沢さんと男の先生でここに……」

「なるほど」

　果たして学校にはタンカに類するものがあるのだろうか。それとも、そんなものなしで体と足を持って運んだのだろうか。まぁ、どっちでもいいことではあるが。

　ふと見ると、佐伯さんが項垂うなだれるようにして顔を下に向けていた。

「元気がありませんね」

「だって、わたしのせいで弓月くんが……」

　やはり言葉に力はない。

「それについては謝るのは僕のほうでしょうね。もとはと言えば僕が自分の考えを君にちゃんと言わなかったり、曖あい昧まいにしていたことが原因なんですから」

　僕は落ち込んでいる佐伯さんから目を離し、腹のあたりで組んだ自分の指に視線を落とした。

「そんな僕の態度が君を追い詰めてしまったんでしょうね。だから君もあまり気に──」

　そこで僕の言葉は途切れた。

　顔を上げた僕の目の前に、佐伯さんの顔があったからだ。彼女はパイプ椅子から腰を上げ、身を乗り出すようにして顔を近づけてきていた。




「弓月くんはわたしが好き！」

「はい？」




　呆あつ気けにとられる僕。

「言ったじゃない。態度をはっきりさせなかったのが悪かったって。つまり、はっきりさせたら、弓月くんはわたしが好き」

「言ってません」

　エンコーダの壊れっぷりが凄すさまじいな。

　こういうときの佐伯さんは、非常に動きが素早い。彼女は履いていた上靴を蹴け散ちらかすように脱ぎ捨てると、あっという間にベッドの上にあがり、僕の足をまたいで座った。

「ほんとに？」

　向かい合ったまま佐伯さんが聞いてくる。

「君、ここ保健室ですよ」

「大丈夫。藤ふじ咲さき先生、職員会議があるって出ていったから」

「……」

　助けはなし、か。

「ねぇってば」
















　佐伯さんは体を揺すって何をか催促する。

　さっきまで落ち込んでいたと思ったら、今はもうこれだ。よくも、まぁ、これだけころころと目まぐるしく変われるものだ。しかし、変な夢のおかげで己の振る舞いを反省した今なら、これも多少は微笑ほほえましいと思える。

「君は見ていて飽きませんね」

　僕は佐伯さんの髪を、後ろに流すようにして撫なでた。あいかわらず細くて滑らかで、指の間から逃げていきそうな手触り。不思議な色の茶髪は、動きに合わせて輝くように色合いを変える。

「あ、ん……」

　佐伯さんの口からくすぐったそうな、妙に艶なまめかしい声が漏れた。

「なんて声を出してるんですか」

「だって、けっこう感じるから……」

　言いながら彼女は顔を赤くする。僕は慌てて手を引っ込めた。

「怖いことを……」

「あ、因みに、耳も弱いから。前にお京に嚙かまれて腰が砕けたー。お返しに首筋に吸いついてやったけど」

　何をやってるんだろうな。

「そんなわけで、髪と耳です。覚えておくと将来きっと役に立ちます。というか、すぐにでも役に立ててください」

「知りませんよ、そんなこと」

　残念だが佐伯さんの髪に触れるのはこれきりにしておこう。

「兎とに角かく──」

　僕は改めて言う。

「これからは君を不安にさせないよう努力しますよ」

「ほんと？」

「約束します」

　僕が重ねて言うと、彼女は嬉しそうに笑った。

　その屈託のない笑顔が僕を惹ひきつけてやまず、しばしの間、僕と佐伯さんはお互いの存在を確かめ合うようにして見つめ合った。




「あー、そろそろいいかな」




　わざとらしい咳せき払ばらいの後に、第三者の声。

　音速の勢いでそちらを向くと、

「た、滝沢っ」

　ベッドを仕切るカーテンを少し開けて、彼が立っていた。その横には宝龍美ゆきの姿もある。彼女は今にもため息を吐きそうに呆れた表情をしていた。

「いつからそこに……？」

「『約束します』のあたりかな」

「……」

　言うなよ、わざわざ。

「安心しろ、ずっと見ていたわけじゃないから。お前のそんな表情が見れたからそれでよしとしたいところだが、これはどういうことか説明してもらいたいな」

「これはですね……」

　頭をフル回転させて言い訳を考える。だが、佐伯さんが膝ひざの上に乗っていて、彼女と向かい合っている状態では何を言っても説得力はないだろう。

　この気まずい状況を打破しようと言葉を探す僕よりも先に、佐伯さんが口を開いた。

「つまりはこういう関係、かな？」

　僕に同意を求めるように、いたずらっ子の笑みでそんなことを言う。

　そのひと言でもう何もかもが手遅れだった。
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　その後、滝沢や宝龍さんだけでなく職員会議から戻ってきた養護教諭の藤咲先生にまで見つかってしまい、少なからず怒られることとなってしまった。

「これからは君がいるときは保健室を離れられないわね」

　僕が保健室を後にする間際にも、先生はため息混じりにそんなことを言う。

　デスクの椅子に座る藤咲先生と、それに向かい合って立つ僕。僕の周りには佐伯さんたちもいる。

「それ以前に、もうここにお世話になることのないようにしたいです」

「ええ、そうしてちょうだい。君がくるときは決まって一大事だもの。最初は殴り合いのケンカをしたって、滝沢君と一緒にひどい有様でここにきたわね」

「そうでしたっけ？」

　少しばかり惚とぼけてみる。

「その次もやっぱり滝沢君とふたり、ボロボロだったわ。いったい何回ケンカをしたら気がすむのかしら。確かそのときは矢神君が付き添いで一緒にきたわ」

「……」

　いえ、先生、それは違います。その付き添いの矢神が僕たちをボロボロにした張本人です。

　僕と滝沢は顔を見合わせ、苦笑いをした。

「その次は──」

「先生、できればそのへんにしてほしいのですが」

　放っておいたら僕の保健室の利用履歴をかたっぱしから語りそうだ。

「そうね。……兎に角、今日のところは帰って安静にしていること。さっきの続きで彼女と暴れたりしないように」

「……しませんよ」

　それが教師の台詞か。

「夜になって異状が出たら、救急車でも何でも呼んで病院に行きなさい。頭を打ってるから今は大丈夫でも、後で症状が出ることも珍しくはないわ」

「覚えておきます。……お世話になりました。失礼します」

　頭を下げ、藤咲先生にお礼を言う。

　踵きびすを返せば宝龍さんと滝沢はもうドアへ向かって歩き出していた。僕も待っていた佐伯さんと並んで保健室を出る。

　途中、彼女は小声で囁ささやいてきた。

「暴れたらダメだって」

「……わかってますよ」

　何を馬鹿なことを。




　廊下に出ると、ひとまず円陣のようなフォーメーションになる。雑談モードだ。

「すみません、滝沢。迷惑をかけてしまったみたいで」

「いいさ。気にするな」

　彼は嫌味なく笑う。

「お前は問題を抱えても、いつもいつの間にか自分ひとりで解決するからな。時々友人だと思われてないんじゃないかと心配になる」

「決してそういうわけではないんですけどね」

「そうか。それを聞いて安心したよ。……じゃあ、俺はまだ残ってやることがあるから」

　改めて見れば、滝沢は手ぶらだった。荷物はどこか別の場所に置いてあるのだろう。

「そうですか。じゃあ、これで」

「ああ、また明日」

　そうして滝沢は昇降口とは反対の方へ歩いていった。

「では、僕らは帰るとしますか」

　腕時計を見ると、針はもう五時半近くを指していた。一時間くらい寝ていた計算になるのか。

「っと、宝龍さん、図書室は……」

「今日はもういいわ。また今度にするから」

　と、その宝龍さんは苦笑気味に言う。

　それをきっかけに僕らは足を踏み出した。

　僕と佐伯さんと、宝龍さん。縦にも横にも並ばず、そして、言葉もなく無言で歩く。

　保健室から昇降口の間に教室はないが、人の気配のなさを見るに、校舎の中にほとんど生徒は残っていないのだろう。グラウンドからの部活動の声だけが遠く聞こえる。




　すぐに昇降口に着き、僕と宝龍さん、佐伯さんでそれぞれの下駄箱へと別れた。

　上靴から学校指定の革靴に履き替える。

　ふと見ると宝龍さんは未いまだ上靴のまま、下駄箱にもたれていた。

「どうしたんですか？」

「ええ、ちょっとね」

　と、彼女は曖昧に笑ってから、

「まさか恭嗣があそこまで躊躇いもなく飛び出すとは思わなかったわ」

「あまり蒸し返さないでもらえると嬉しいです」

　格好のいい話でもないのだから。

「もしあれが私だったら、あなた、同じことをした？」

「さて、どうでしょう？　そのときになってみないとわかりませんね」

　まぁ、そんなにぽんぽんみんなで落ちられても困るので、そんなときはこないに限る。

「いいえ、たぶんしないわ」

　彼女は「たぶん」を使いながらも、断定の口く調ちようだった。

「今の恭嗣にあそこまでさせられるのは、きっとあの子だけね。今日のあれを見て思ったわ。あぁ、私じゃないんだって」

　僕は何も言い返せなかった。

　反論も異論もなく、否定も否認もできず──ただ、黙る。そうなったのは宝龍さんの言ったことを、僕自身認めてしまっていたからだろう。

「……すみません」

　だから僕は謝った。

「いいわよ、別に。最初からそんな気はしてたから。ただ単に私の往生際が悪かっただけ。もしかしたら悔しかったのかもしれないわね」

「悔しい？」

　彼女には似つかわしくない言葉に、僕は思わず聞き返していた。

「そう。去年、私は恭嗣とうまくいかなかった。でも、あの子はいともあっさりそれをやってのけたわ」

「仕方がありませんよ。去年の僕たちはそういうことに興味がなさすぎたんです」

　そう、何せ僕たちには大前提となるはずの、お互いに対する好意すらなかったのだ。

「そうだったわね」

　宝龍さんは薄く笑う。

「でも、あの子が恭嗣の『目』を自分に向けさせつつあるのは確かよ。きっとそれが悔しかったのね」

　そう言って浮かべた微笑はどこか吹っ切れたようで、宝龍美ゆきにしては珍しくやわらかいものだった。




「宝龍さん。宝龍さんが留年した理由って──」

「噓よ」




　僕がその問いを言い終わらぬうちに、彼女は自分の発言をかぶせてきた。

「聞いてたでしょう？　恭嗣に興味があったというのは噓。冗談よ」

「……」

「だって、学校見学にきたからって本当に入学してくるとは限らないし、同じ学年になったからって何だというの？　一年を棒に振って同じ一年を繰り返すほどの価値があるとは思えないわ。そう思わない？」

　それはほぼ僕が考えたことのトレース。まるで噓である理由を、わかりやすく僕に合わせてくれているかのようだ。だけど、その一方で、彼女なら僕には理解できない理由で一年を棒に振る決断をするかもしれないとも思う。

「でも、宝龍さん──」

「ねぇ、何やってるの？　ずっと外で待ってるんですけどー」

　僕の言葉は佐伯さんによって遮られた。振り返れば昇降口の出入り口のところに、待ちぼうけを喰くわされた佐伯さんが口を尖らせて立っていた。

「だそうよ」

　宝龍さんが苦笑。

「私、やっぱり図書室に寄っていくことにするわ。あなたたちは先に帰ってて」

　そうしてから今度は、僕にではなく佐伯さんに向けて声を投げ返した。

「じゃあね、恭嗣」

　そして、僕の肩を軽く叩く。

　これでこの話はおしまい。真相は宝龍さんの胸の内。彼女ももうこの話題を口にしないに違いない。

「……わかりました。また明日」

「帰ってから暴れないようにね」

「しませんって」

　よけいなお世話というものだ。




　ひとり減りふたり減りして、結局、校門を出るときには僕と佐伯さんだけになってしまった。

　時間は午後五時半を回っている。夏がすぐ近くまでやってきているせいか、外はまだまだ明るかった。外観を重視してデザインされた学園都市の街並みが夕ゆう闇やみに沈むのは、まだもう少し先のようだ。

「弓月くん、本当に大丈夫？」

　歩きながら佐伯さんが心配そうに聞いてくる。

「まだ少し背中が痛いのと、多少頭が重たい感じは残っていますが、もう平気です」

　もちろん『今は』の話で、藤咲先生が言ったように、後で影響が出ることも考えられるが、それを今から心配しても仕方がない。楽観的なことを言えば、このまま何もないだろうと予想している。自分の体のことは自分がいちばんよくわかっているものだ。

「そうそう。ずっとそばにいてくれた君にもお礼を言っておかなければいけませんね。僕は吞のん気きに夢を見ていたというのに」

「夢？　どんな？」

　佐伯さんは僕のほうに顔を向けるようにして首を傾かしげた。

「たいした夢じゃありませんよ」

　僕は笑って誤ご魔ま化かす。あまり人に言えた内容でもないし、ほとんどの夢がそうであるように、もう記憶が薄れて細部が曖昧になりつつある。

　と、そのとき、スラックスのポケットの中で携帯電話が振動を伝えてきた。着信メロディはなし。まだマナーモードにしたままだったようだ。ポケットから取り出し、サブディスプレィを見てみれば、そこには妹のゆーみの名前が表示されていた。

「ちょっとすみません」

　佐伯さんにひと言断り、

「もしもし？」




『いい夢は見れた、兄さん？』

「!?」




　驚きのあまり思わず足が止まる。

　そして、衝撃は幻痛となって頭を襲った。

「……ゆーみ、なぜそれを……？」

『一時間ほど前に電話したら出なかったので、兄さんのことだから昼寝でもぶっこいてたのかと予想』

　こちらの驚きとは正反対に、ゆーみは平へい坦たんに言ってのけた。

「あ、ああ、そういうことですか」

『因みに、寝ると言っても、「俺、あの子と寝たぜ」とか「奥さん、私あの人と寝ました」の〝寝る〟ではない』

「わかってますよ」

　ベタだな。僕の妹は普段どんなドラマを見ているのだろうか。別の意味で、また頭が痛くなる。

「ところで、何の用ですか？」

『兄さんお気に入りのいつもの店から電話あり。いい豆が入ったから、よかったらまた寄ってくれとのこと。オーバー？』

「なるほど。わかりました」

　いつもの店というのは、僕がよく足を運んでいるコーヒーショップだ。顔かお馴な染じみなので、何かよいものが入荷されるとわざわざ電話をくれる。家に帰っていないのだから当然だけど、学園都市にきて以来ぜんぜん顔を出していないな。

「ゆーみ、後でお金を払いますから、買ってこちらに送って──」

『やだ』

　僕の言葉を最後まで聞くことなく、ゆーみは即答した。

『欲しければ自分で買いに行け、この放ほう蕩とう兄貴』

「……」

『では、確かに伝えたので。……なお、通話が終わり次第、兄の携帯電話は証拠隠滅のため自爆します』

「してたまりますか」

　だが、そのときには通話は切れていた。

　端末を折りたたむ。その際、ついでに着信履歴を見てみると、確かに五時少し前にゆーみから電話が入っていた。

「ゆーみさん？　どうかしたの？」

「僕がよく行っている実家近くのコーヒーショップにいい豆が入ったそうです。それとたまには家に帰ってこい、と。夏休みに入ったら、一度くらい帰っておいたほうがいいかもしれません」

「あー、うちは両親がアメリカから帰ってくるだろうなぁ」

　ゆーみと話している間にけっこう距離を稼いでいたようで、気がつけばいつもの交差点まできていた。

　信号は赤。横断歩道を前にして立ち止まる。

　そして、




　その彼ひ岸がんに、彼女はいた。




　初めて見るようなどこかで逢ったような、大人にも少女にも見える彼女が、真っ黒なゴシックロリータの衣装を身にまとい、正面に立っていた。




「黒い、アリス……」




　彼女は、思わずうめき声を発する僕を見て、妖あやしく艶やかに微笑む。

　頭が混乱をきたしかけた。

　が、ちょうどそのとき、側面にコンビニエンスストアのロゴをつけたトラックが走ってきた。僕の視界を覆い、彼女の姿を見えなくする。

　時間がひどく緩慢に流れ、そのトラックがゆっくりと通り過ぎていく。そして、ようやく視界がひらけたときには、彼女は忽こつ然ぜんと消えていた。

　瞬き数回。

　気のせい、だったのか？

「ちょっとぉ、弓月くん、聞いてるー？」

　佐伯さんの声が僕をさらに現実に連れ戻す。

「すみません、聞いてませんでした」

「もういいっ」

　信号が青に変わり、彼女は歩き出した。

　それを追いかけつつ僕は考える。

　頭を打って現実から滑り落ちるという、普通の睡眠とは違う意識の失い方が、夢と現実の境を曖昧にしているのだろうか。妙な夢を見たり、夢で見たものが現実でも見えたような気がするのはそのせいかもしれない。

　ふと気がつくと、佐伯さんが僕より二、三歩遅れていた。

「歩くの速いですか？」

「あ、や、そーゆーわけじゃないんだけど……」

　歯切れの悪い返事だった。

　佐伯さんの言う通りだと自分でも思う。普段から歩くときは彼女に合わせているし、多少考えごとをしていてもそこに気が回らなくなることはないつもりだ。

「君、足を痛めてます？」

「あ、うん。ちょっと、階段から落ちたときに足を捻ひねったみたいで……」

　佐伯さんは言いにくそうに肯定する。

　僕たちは一度立ち止まった。

「藤咲先生には診みてもらったんですか？」

「うん。捻ねん挫ざしたりはしてないみたいだから、すぐに治るだろうって。いちおー湿布はしてもらってる」

「そうですか。それなら心配はないですね」

　再び足を踏み出す。

「ねぇ、おぶってくれるとかないわけ？」

「ありませんよ。ここまで歩いてきたでしょう」

　とは言え、さっきよりはゆっくり歩くことにする。

「お姫様だっこ」

「もっとありませんね。でも、まぁ、荷物くらいは持ちましょう」

　言って僕は佐伯さんの手から鞄を取り上げた。これで少しは歩きやすくなったことだろう。それでも彼女は不満そうではあったが。

「話は戻りますが、そう言えば夢に女の子が出てきました」

　話題を変える。

「うわ、何それ。やらしー」

「別にやましいところはありませんよ」

　いやらしいって何だ。

「ねぇ、どんな子だった？　かわいい？」

「そうですね。僕が今まで見た中でいちばんかわいい女の子でした」

「むー」

　佐伯さんの口から不ふ貞て腐くされたようなうなり声がもれる。なんだか笑えてきた。

「なに？」

「いいえ。ただ、君は時々鈍くなりますよね」

　僕の言ったことの意味がわからず、佐伯さんは首を傾げた。

「こうなったら弓月くんの夢に出られるようにがんばるしかないかなぁ」

「何をどうやったらそんなことができるか知りたいところですね。ただでさえ朝から晩まで一緒なのに、夢にまで出てきてどうしようっていうんですか」

　そんなことをされたら僕の毎日が本気で佐伯さん一色になってしまう。

「だってー」

「その代わり、って自分でも何の代わりかよくわかりませんが──次の日曜はふたりで遊びに行きましょう」

「ほんと!?」

　佐伯さんが前に出てこちらを振り返った。僕と向き合い、後ろ向きで歩く。

「本当です」

「やったぁ！」

　そして、踊るようにくるりと反転。弾んだ足取りで僕の前を行く。

「足、気をつけてくださいよ」

「わかってるー」

　そんな佐伯さんの姿を見て、僕の頰は自然と緩んでくる。

　なんとも、まぁ、今でも十分、呆れるほど佐伯さん一色だな、僕の生活は。朝も晩も、平日も休日も、いつも僕のそばには彼女がいる。

　これがいつまで続くかはわからないけど、それまでは存分に楽しむことにしようと思う──。
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「彼だけじゃ不公平よね」

　と、真っ黒なゴシックロリータの衣装をまとった、初めて見るようなどこかで逢あったような、大人にも少女にも見える彼女は言った。
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　わたしはなぜか交差点にいた。

「あれ？　ここ、どこだっけ？」

　あたりを見回してみる。

　と、すぐにここが学園都市の駅と水みずの森もり高校の間にある交差点であることがわかった。

　もうお馴な染じみの場所だ。

　春からこっち、毎日のように通っている。朝はここから学校に行っているし、放課後はここからアパートに帰っている。日曜日なんかはここまで出てきてから、駅に行って買いものだ。

　となると、やるべきことはひとつだ。




「さがさないと……」




　わたしは迷わずアパートのほうへと歩き出す。

　そうしてすぐに、いくつか不思議なことに気がついた。

　誰もいないのだ。

　もとよりどうにも人や交通量の少ない印象のある学園都市だけど、今はまるでわたししかいないかのようだった。

　それに、桜。

　この街は道路も歩道も幅が広くとられていて、いたるところに街路樹が植えられている。それがぜんぶ桜なのだ。確かに学園都市には、学校をたくさん抱えているせいか、桜が多い。わたしも入学式の日には桜の花びらを頭にくっつけて帰ってきたものだ。だけど、こんなに多かっただろうか？

「さがさないと……」

　そして、もう一度そう口にして、わたしははたと動きを止めた。




（誰を……？）




　さがそうと思う相手が誰かわからなかった。会いたいと思う気持ちは溢あふれて自分を押しつぶしそうなほどある。なのに、顔が、名前が、姿が思い出せない……。

　わたしは再び歩を進めた。

　暖かな陽ひ射ざし。

　美しい街並み。

　満開の桜は風に揺れるたびに、花びらを空に舞わせる。

　こんなに心躍るシチュエーションがあるだろうか。でも、わたしの心には不可解な不安だけが積み重なっていく。彼にはいつでも会えていた。それどころかいつも一緒だったはずだ。でも、顔も名前も、その姿さえも思い出せない。

　何かに置き去りにされたような焦りが心を満たすころ、わたしはとうとう走り出していた。

「■■くん、■■くん……！」

　無意識下に浮かんだ名前を口にするけど、それは意味不明な発音にしかならなかった。まるでこの世界がその言葉の存在を否定しているかのようだ。

　わたしは桜の花びらが舞い散る中を、一心不乱に走った。




　やがてわたしは一軒のアパートに辿たどり着ついた。

　二階建てで、白壁の洒落しやれたアパート。

　そして、そこにはわたしが探し求めていた彼の姿もあった。アパートを見上げている。

　わたしはその姿を見てとると、走るのをやめ、息を整えながらゆっくりと彼に歩み寄った。

「やっと見つけた……！」

　わたしは不安と焦りを振り払うかのように、努めて明るい声を出した。

　彼がこちらを見る。

　その顔は、わたしが探し求めていたものだとすぐにわかった。




「どこかで会いましたか？」




「え？」

　思いがけない台詞せりふだった。

　しかも、その口く調ちよう。

　確かに、わたしの知る彼はこんなふうに話す人だ。でも、目の前の彼は、見ず知らずの人間に対する礼儀として、ただ丁寧にしゃべっているだけだった。彼の話し方とはぜんぜん違っている。

「や、やだなぁ。忘れたの？　えっと……どこで会ったんだっけ？」

　話している最中、自分でもそれが思い出せないことに気づいた。顔や名前や、姿と同じ。わたしは彼と出会ったきっかけが思い出せなかった。

「すみません。僕はこれで」

　彼は、忘れてはいけない大切なことを懸命に思い出そうとするわたしに背を向け、アパートに入っていこうとする。

「あ、待って！」

　わたしは慌てて手を伸ばした。

　でも、その手が彼に触れようとした瞬間、彼の姿は無数の桜の花びらとなって宙に霧散したのだった。

　手を伸ばしたままの格好で、凍りついたように固まるわたし。やがて、その手をゆっくりと下ろしながら何となく理解した。




（わたしたち、この世界じゃ出会わなかったんだ……）




　思わずため息をひとつ。

　でも、そこには悲しみとか寂しさとか、そういった感情は含まれていなかった。あるのは苦笑。

　だって、この世界は噓うそだから。

　わたしと彼が出会わなかったなんて、そんなことあるはずがない。わたしは信じている。あのきっかけがなかったとしても、わたしは彼を絶対に見つけただろうって。

　だから、わたしと彼が出会わなかった世界は、噓か夢でしかない。
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　気がつくと、わたしはまた交差点にいた。

　それも大きなターミナル駅の駅前にあるようなスクランブル交差点だ。

　そこには前にも横にも対角線上にも百貨店があって、たくさんの人が忙せわしなく行き来していた。

　すぐにわかった。ここは、一いちノ宮みやだ。

　彼と初めてデートした場所。いろいろ思い出はあるけど、何となくここではない気がして──わたしはひとまず駅のほうに向かうことにした。

　ここ一ノ宮は、ＪＲと有名私鉄がふたつ、それに加えてローカル線がひとつ、計四つの路線が交わっている。わたしが行こうとしているのはローカル線で、それは学園都市へも続いている。

　プラットホームは地下にあるので、さっそくわたしはエスカレータに乗って地下へと降りた。

　自動券売機と改札口の並ぶコンコース。

　その正面には、『特大』というほどには大きくない、大スクリーンがあって、待ち合わせによく利用される。




　その前に彼がいた。




　大スクリーンの前に立つ彼は、どことなく人待ち顔。きっとわたしを待っているに違いない──根拠もなくそんなことを思った。

「弓ゆみ月づきくん！」

　ちゃんとその名前が出てきたことにほっとする。わたしは弓月くんのことを知っているのだ。

　でも、彼の名前を呼んで、駆け寄ろうとしたときだった。




「恭ゆき嗣つぐ！」




　わたしとは反対の方向から彼を呼ぶ声。しかも、『恭嗣』と名で。

　はっとしてそちらを見れば、弓月くんに近づいていく女の子がひとり。その誰もが振り返るような美び貌ぼうは、宝ほう龍りゆうさんだった。

　彼女は大人っぽく、それでいてちゃんと隠し切れない嬉うれしさみたいなものを含ませて、微笑ほほえんでいる。

　でも、駆け寄ったりはしない。

　そこがとても彼女らしい。

　そして、弓月くんも宝龍さんに気づくと、軽く手を上げて応こたえた。やっぱり少し照れ気味に微笑み、歩み寄っていく。




（わたしじゃなかったんだ……）




　誰が見てもわかる。ふたりはここで待ち合わせをしていたのだ。当然、デートだろう。

　弓月くんと宝龍さんは、楽しげにいくつか言葉を交わすと、並んでこちらへと歩き出した。今日の目的は百貨店でショッピングだろうか。

　逃げないと、と思ったけど遅かった。

「あら」

　宝龍さんがわたしを見つける。

「偶然ね。何か用？」

　その発言にはどこか勝ち誇ったような響きがあった。

　それを聞いてわたしは、この三人の今の関係を正しく理解してしまった。

「いえ、別に……」

　結局、それしか言えなかった。

　そんなわたしに、弓月くんが声をかけてくれる。

「佐さ伯えきさん、僕は……」

「ううん、気にしないで」

　たぶん何か言い訳のようなことを口にしようとしたのだろうと思う。それが弓月くんらしくて、わたしは思わず苦笑してしまう。

　その間、宝龍さんは、何か言いたげながらも、黙って見ていた。

「じゃ、私たちこれからデートだから。……いくわよ、恭嗣」

　やがてわたしと弓月くんの間にそれ以上の言葉はないと見切ると、頃合いとばかりに口を開いた。

「それじゃあ、佐伯さん」

「うん、またね。弓月くん」

　そうしてふたりは寄り添うようにして歩き、わたしの横をすり抜けていった。

　わたしはその後ろ姿を見送る。




「そっか。わたしじゃなかったんだ」




　出てきたのはそんな言葉。

　ここはわたしが選ばれなかった世界だ。

「うーん、これもちょっと違うかな？」

　やっぱり苦笑。

　宝龍さんに勝てるかって言われたら少し自信はないけど、わたしを選んでくれた弓月くんのことは信じられる。

　だから、弓月くんがわたしを選ばなかった世界は、やっぱり噓なのだ。
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　今度は学校だった。

　終礼が終わった直後の、放課後の学校。

「じゃ、弓月くんをさがしにいこっかな」

　わたしはわざわざ口に出して言い、それが意味のある言葉になったことでひとまずの安心を得た。

　手早く荷物をまとめ、廊下に出る。




　びっくり。

　そこには弓月くんが待っていた。




　思わずわたしはきょろきょろと周りを見てしまう。弓月くんが、実はわたし以外の子（お京きよう？）を待っているパターンを考えてしまったのだ。たぶん二度も自分を否定されてしまったからだろう。意外とぐっさりきてるのかも。

「佐伯さん」

　でも、弓月くんはわたしの名を呼んだ。

「今日は出てくるの、遅かったですね」

「え、そうかな？」

　状況をうまく把握できないまま、曖あい昧まいに返事をする。

「まぁ、ただ単に僕が早かったというのもありますが」

「あ、そ、そうなんだ……」

　照れたように笑う弓月くんに、わたしはちょっと戸惑いながら返した。

「じゃあ、帰りましょうか」

「あ、うん、そうだね」




（あれ……？）




　かすかな違和感。

　弓月くんが教室までわたしを迎えにきたことは、確かにおかしい。でも、違和感はそこじゃない。もっと別なところにあるような気がした。




　その正体のわからない違和感を抱えたまま、わたしたちは並んで下校する。

　交わされるのは他た愛わいもない会話。

　そうしていつもの交差点を曲がったときだった。




「帰ったら髪をさわらせてください」

「はい？」




　あまりに弓月くんらしからぬ要求に、素すっ頓とん狂きような声を出すわたし。

　思わず立ち止まってしまった。

「えっと……髪、さわりたいの？」

　わたしは再び足を前に進め、弓月くんに追いつくとおそるおそる聞く。

「そういうこと改めて聞かないでくれませんか。僕が君の髪を好きなことは知ってるでしょう」

　弓月くんは恥ずかしいのか、早口でそんなことを言った。……うん、知らなかった。そうか、弓月くんは髪フェチだったのか。

　それから彼は、反撃のつもりなのか、逆に聞いてくる。

「君だってさわられるのは好きでしょう？」

「え？　ま、まぁ好き、かな？」

　どうもわたしは髪が弱いみたいで、弓月くんにさわられるとちょっとおかしな気分になってしまうのだ。




「ダメですか？」

「うん、ダメ」




　でも、即答する。

　なぜなら、違和感の正体に気がついてしまったから。

　また足を止めるわたし。遅れて彼も立ち止まった。でも、こちらには振り返らない。

　わたしはその背に話しかける。

「だって、弓月くんが知ってるわたしは、わたしじゃないもの。わたしが知ってる弓月くんも、弓月くんじゃないしね」

　積極的な弓月くんも素敵だけど、やっぱりそれは弓月くんではない。

「あなたは誰？　どうしてこんなものを見せるの？」

「意味はないわ。ただの意地悪」

　弓月くんじゃない弓月くんが振り返る。

　と、その姿は真っ黒なゴシックロリータの衣装をまとった、初めて見るようなどこかで逢ったような、大人にも少女にも見える存在に変わっていた。




「言ったでしょう？　私は意地悪な女の子アリスだって」




　そう言って彼女は妖あやしく微笑み──、

　夢の終わりは唐突にやってきた。





§§§






「佐伯さん、そんなところで寝ていると風か邪ぜをひきますよ」

「うに？」

　むくりと上体を起こす。

　周りに目をやると見慣れたリビング。どうやらわたしはローテーブルに突っ伏して、うたた寝をしていたらしい。向かいには弓月くんが、自分の座ざ椅い子すに腰を下ろし、我れ関せずといった調子で本を読んでいた。

　ちゃんと心配して声をかけてくれるあたり、何だかんだで優しい。

　思わず頰ほおを緩めていると、テーブルの上に放ほうり出していた携帯電話が鳴り出した。

「あ、ゆーみさんからだ」

　弓月くんとおそろいの黒の携帯電話のサブディスプレィを見てみると、そこにはゆーみさんの名前が表示されていた。

　何の用だろう？

　って──、




　あれ？　でも、いつアドレス交換したっけ……？





§§§






　そこでわたしは目が覚めた。

　むくりと上体を起こして周りを見てみれば、そこはアパートのリビングだった。

「ずいぶんと気持ちよさそうに寝てましたね。夢でも見てましたか？」

　と、向かいに座る弓月くん。

「夢……？」

　わたしは、寝起きでまだ本調子じゃない頭のまま、そのフレーズだけを繰り返す。

「あ、うん。夢、見てたみたい」

　とは言え、もう覚えていないけど。

「ね、エプロンドレスって似合うかな？」

「何ですか、唐突に」

　弓月くんは苦笑。

　夢の詳しい内容はもう頭から消えかけていたけど、何となく不思議の国のアリスになったような夢だったことは覚えている。

「まぁ、君は何を着ても似合いますからね、挑戦してみてもいいんじゃないですか」

　と、そこでテーブルの上に置いてある携帯電話が鳴った。弓月くんのだ。

「ちょっとすみません。……もしもし」

　彼は、誰からだとも言わず電話に出ると、立ち上がってそのまま部屋に這は入いっていってしまった。

　わたしは何となく、ゆーみさんからの電話のような気がしたのだった。
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　六月最後の日曜日だった。

「グッモーニンッ」

　僕の一日は、相変わらず同居人ルームメイトである佐さ伯えきさんに起こされるところからはじまる。

　佐伯さんの声に導かれて覚かく醒せいへ向かう意識の中、ギシ、とベッドが軋きしむのを感じた。佐伯さんが手をついて体重をかけたのだ。

　ゆっくり目をあける──と、いつも通り彼女の顔があった。

　佐伯さんが笑顔を浮かべる。

「おはよう」

「おはようございます」

　朝の挨あい拶さつ。

「いつも思いますが、君は遠慮なく部屋に入ってきますね。痛い目に遭っても文句は言えませんよ」

「うわ。格好いい台詞せりふ。もしかしてわたし押し倒される？」

「されませんよ」

　なぜそんなに期待に満ちた声で言うのだろう。

「朝から元気ですね。今日は特に」

「わたし、朝型だから。それに──」

　そこで彼女はまたもや満面の笑みを見せた。

「今日はデートじゃない」




　今日は佐伯さんと一緒に遊びに出かける予定になっていた。

　来週だとすでに期末考査目前なので、テスト前に遊んでおくならこれが最後の機会だ。

「佐伯さん、用意できましたか？」

　午前九時半過ぎ、部屋で出かける準備をしてリビングに出ると、そこにはまだ佐伯さんの姿はなし、僕はドア越しに声を投げかけた。

　女の子は支度に時間がかかるだろうと、これでもゆっくりしていたほうなのだが。

「今すぐ出るからー」

「急がなくていいですよ。前みたいに中途半端な格好で出てこないように」

「……も、もうちょっとかかるかもー」

「……」

　出てくるつもりだったのか。慌てると案外周りが見えなくなるタイプだな。

「じゃーん。お待たせー」

　程なくして現れた佐伯さんは、ゆったりとしたピンク色の長なが袖そでシャツに、ピンクと黒のツートンカラーの膝ひざ丈たけスカートといったスタイルだった。さらに下にいけば黒いハイソックス。背負った小さなリュックは、肩かた紐ひもが長いので腰のあたりにある。

「かわいい？」

「いいと思いますよ」

「『かわ』はどこ行った、『かわ』は」

　ジト目の佐伯さん。

「さぁ？　逃げたんじゃないですか？　それにしても君は衣装持ちですね。その服、初めて見ますよ」

　佐伯さんと暮らしはじめて三ヶ月になるが、未いまだに遊びに行くたびに新しい服を見ている気がする。よくもまぁ次から次へと出てくるものだ。

「持ってきたのも多いんだけど、こっちにきてから買ったものもけっこうあるから」

　そう言いながら彼女は戸締りやガスの元栓などを見て回る。僕がすでに見た後だが、これは僕を信用していないのではなく、こういったものはふたりの目で確認したほうがいいということで決まったやり方だった。

　ひと通り確認が終わり、玄関に向かう。

「着道楽ですね。お金が大変でしょう」

「うん。そこが問題」

　狭い廊下、僕の後ろで佐伯さんが苦笑する。

「でも、この性格も主戦場がベッドに移ったときに大活躍だと思うのですが如何いかがか」

「知りませんよ、そんなこと」

　そんなこと僕に聞かれても困る。

　スニーカーに足を突っ込み、先に玄関を出る。開けたドアを手で支えながら振り返れば、彼女も今日はスニーカーらしい。膝を曲げ、踵かかとのあたりに指を差し込んで靴を履いている。着道楽な彼女は、当然のように靴も多い。スニーカーのほか、ブーツにローファー等々。

　玄関に鍵かぎをかけてから階段を下り、表に出た。




　幸いにして今日は気温も湿度も高くはなく、過ごしやすい一日になりそうだ。きっとこれから加速度をつけて高温多湿な日本の夏へと近づいていくのだろう。

　ひとまず駅に向かう。

　中途半端な時間で人ひと気けのない住宅地を、佐伯さんと並んで歩く。

「服を買うって、駅前のショッピングセンターですか？　あそこ、そんなに店ありますか？」

　学園都市のショッピングセンターには女の子受けしそうな服や雑貨の店もあるにはあるが、それほど多くはなかったと記憶している。

「それもあるけど、時々学校の帰りにお京きようと一いちノ宮みやまで行ったりするよ。ほら、高架下とか」

「ああ」

　納得した。あそこは個人経営の店や小規模店舗がいくらでもあるし、昨日と今日でがらりと品しな揃ぞろえが変わっていることも珍しくない。

「そのわりには君、遅く帰ってきたことありませんよね」

「うん。だって、弓ゆみ月づきくんの晩ごはん作らなきゃだし。主婦はツラいぜ」

「いったいいつから主婦になったんです？」

「四月からかな？　気分的に」

　まぁ、確かにあれだけ家事をこなしていたら、十分に主婦だろうとは思う。

「ダンナ様っ」

　いきなり佐伯さんが僕の腕に自分の腕をからませてきた。体を寄せてしなだれかかってくる。

「誰がですか。離してください」

「ちぇ」

　僕が慌てて腕を引き抜くと、佐伯さんは不満げに口を尖とがらせた。

　住宅地を抜けて、大きな道路に出た。それに沿って歩道を歩く。車道にはそれなりに車が通っていて、ようやく人のいる街の風景らしくなってきた。

「ところで、やっぱり今日も一ノ宮？」

「それが無難かと思っていますが、ダメですか？」

　あそこはデパートも多ければ、衣と食の店の立ち並ぶストリートもあるので、一日遊び回ることができる。

「うーん。最近ちょくちょく行ってるから、今日は別のところに行ってみたいかなぁ」

「そうですか。なら、もう少し遠出してみますか」

　僕は去年、水みずの森もりまで二時間近い時間をかけて通っていた。乗り継ぐ電車は三本。それぞれ大きなターミナル駅で乗り換えていたので、繁華街を渡り歩くようなかたちだった。なので、多少なりとも馴な染じみのある繁華街が一ノ宮以外にもうひとつある。

　話はまとまって、駅へと辿たどり着ついた。

「ああ、そうだ。今度いつか日曜日にでも、朝、ここに食べにきましょうか」

　僕は駅の改札口近くにあるパン屋を見、思いついて言ってみた。

　この駅は小さな駅ビルになっていて、クリニックなどが入っている。このパン屋もそのひとつで、表からよく見える吹き抜けのところに店を構えている。二階に喫茶店のようなテーブル席があり、買ったパンを店内で食べられるようになっているのだ。

「別にいいけど、どうして？」

「いえ、毎日朝食を作ってくれている主婦の方に、たまには楽をしてもらおうかと思いまして」

「そんなの気にしなくていいのに」

　佐伯さんはまんざらでもなさそうに苦笑してから、

「さすがわたしのダンナ様っ」

　また腕にしがみついてきた。

「所有格をつけないでください」

「わたしの未来予想図はそうなっていますが？」

「今から可能性をせばめるのは感心しませんね」

　つかまれた腕を引き抜く。

「弓月くんにも同じものが見えてくーる見えてくーる」

「……切符買ってきますので、待っててください」

　これ以上佐伯さんのペースに飲み込まれると形勢が不利になりそうなので、一いつ旦たん離れることにしよう。




　自動券売機で切符を二枚買い、改札口を通る。

　学園都市を貫く電車は高架の上を走っているので、プラットホームも高い位置にある。僕らはエスカレータを使ってホームに上がった。

　上りと下りの線路が並んで走り、それをプラットホームが挟み込むかたち。ホームは吹きさらしではなく、風かぜ除よけがあって、ドーム状の屋根がついているので、駅の外観はかまぼこ型だ。

　一時間当たりの電車の数は日曜でもそれなりにあるが、まだくる様子はなかった。前のが出たばかりなのかもしれない。

　ややあって先に向かいのホームに下りの電車が入ってきた。乗客を吐き出し、そして、また新しく乗せて出発する。

　と、その電車が去った後のホームに、ひとり立ち止まっている人影があった。

　僕たちの真正面。さっきの電車から降りた人は皆、階段へと向かっている。では、乗り遅れた人だろうかと思ったが、すぐにそれが制服姿の宝ほう龍りゆう美みゆきだと気がついた。きっと電車の中から僕たちのことが見えたのだろう。

　彼女は親指を立てたまま、まっすぐこちらに人差し指を向けてきた。

　それはピストルで──、
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　そうしてから微笑ひとつ残し、踵きびすを返した。階段を下りて、その姿が見えなくなる。

「撃たれた……？」

「撃たれましたね」

「うん……」

　呆ぼう然ぜんとする僕と佐伯さん。

　程なくこちらのホームにも電車が入ってきた。




　一度一ノ宮まで出て、別の私鉄へ。そこから特急で三十分ほど揺られて、その駅へと着いた。

　一ノ宮も大きな駅だが、こちらはさらに大きい。なにせ隣県に延びる路線がいくつもあるので、ホームが十以上あるのだ。必ずどこかのホームに電車が止まっていて、ひっきりなしに何かしらのアナウンスが流れている。日曜日の今日は特に人が多く、旅行者、行楽客、家族連れ、スーツ姿の人──行き交う人も様々だ。

「これからどこに行くの？」

「そうですね……」

　と考えつつも、改札口を出て正面にある下りのエスカレーターに乗る。下は待ち合わせのメッカ、大型書店＆巨大スクリーン前。どこに行くにしても、とりあえずここで間違いはない。

　階下に着くと、僕は時間を確認した。十一時を過ぎている。

「昼食には早いですね」

「でも、兄さん、店が混こまないうちにすませておくのもひとつの手かと思われ」

「「!?」」

　いきなり背後から聞こえてきた僕たち以外の声に驚き、僕と佐伯さんは勢いよく振り返る。

　そこには表情の乏しい顔で、我が妹ゆーみが立っていた。

　いつも通り真っ黒なゴシックロリータの衣装を身にまとっている。そして、やはりいつも通り表情の乏しい顔をしていた。

「ゆーみがどうしてここにいるんですか」

「いつまでたっても前に進まない兄の背を押すため、何ど処こでも何度でも、必要あらば夢の中にも現れるのが私の役目……」

　ぼそっとゆーみ。

「は？」

「まぁ、今のは冗談として──実際のところ家からここまで電車一本でこれるのだから、私がここにいて何人にナンパされるか実験していても不思議はないかと」

「十分不思議ですよ……」

　前からつかみどころのない妹だと思っていたが、最近はそんなことをしているのか。頭が痛くなってくるな。横では佐伯さんも、困ったような愛想笑いを浮かべている。

「じゃあ、行きましょうか、兄さん」

「どこへですか？」

「オススメの美お味いしいランチの店」

　ゆーみはさっそくスタスタと歩き出す。

　話の展開についていけず、僕と佐伯さんが黙ってその背中を見つめている──と、ゆーみは数歩歩いてからぴたりと足を止め、振り返った。目にはどこかしら非難の色。

「兄さんたちも行くの」

　たぶんそうだろうとは思っていた。

　どうやらここにきてひとり増えてしまったようだ。
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　佐伯さんとふたりで出かけたはずが、なぜか途中で妹のゆーみに捕まり──昼食をとろうと辿り着いた先は地下街のファーストフード店だった。

　もちろん、ゆーみオススメの美味しいランチの店がここだったわけではない。

「まさか五千円のコース料理の店につれて行かれるとは思いませんでしたよ」

　僕の妹はいつからそんなにセレブになったのだろう。うちは由緒ある庶民の家だったはずだ。

「ひとりで払おうと思うからむりなのであって、割り勘なら入れたのではないかと」

「僕は妹と割り勘するつもりはありません」

　入った店で妹の分まで払えなくて何が兄か。

　食事だけで終わりなら清きよ水みずの舞台から飛び降りるつもりで三人分払っても別にかまわないのだが、この後にも予定はあるのだ。それを考えた上で全員分の食事代をもとうと思えばどうしてもランクダウンせざるを得ず、そうしたらゆーみはファーストフードでいいと言い出したのだ。何もここまで手軽にしなくてもいいと思うのだが。

　そんなわけで僕らは今、テーブル席でハンバーガーを食べていた。

　佐伯さんとゆーみは女の子らしく小さめのハンバーガーのセットを。僕は中程度の大きさのセットに、もうひとつバーガーを追加してある。それでも食事の進行は僕のほうが速そうだった。

「わたしも自分で出すから、さっきのお店でもよかったのに」

　と、横から佐伯さん。

「君も同じです。こんなときくらい僕がもちますよ」

「普段は？　毎日の食費も兄さんが出してるの？」

　今度はまたゆーみだ。

「いいえ。買いもののときはその場の雰囲気でどちらかが。きっちり計算しているわけではありませんが、それほど偏かたよってもいないと思いますよ」

　と、そこまで話したとき、佐伯さんが啞あ然ぜんとした顔でこちらを見ているのに気がついた。

「どうかしましたか？」

「う、ううん。なんでもない」

　彼女は両の掌てのひらをばたばたと振り、それから、ぎぎぎぎ……と、錆さびた機械のような動きでゆーみへと向き直った。

「……兄さん、わりと抜けてるから」

　何も聞かれていないのに、ゆーみが答える。

　えらく失礼なことを言われているな。まぁ、自分でも時々うっかりしていると自覚することはあるが。かと言って、今そんなことを言われるほどのことをしただろうか。

　程なく僕はあらかた食べ終わってしまった。残っているのはドリンクだけだ。

　何となくまだもの足りない思いがあって、ゆーみのトレイの上にあるフライドポテトに手を伸ばした。

　瞬間──、

　かり

　と、小さな音。

　見ればゆーみが僕の手を嚙かんでいた。
















「……ゆーみ」

　僕が名を呼ぶと、彼女は光の薄い黒目だけを動かしてこちらを見た。

「離してください」

　そして、獲物を嚙んだままでうなずき、ようやく口を離した。

「間違えた」

「君はトレイに乗っているポテトを食べるとき、顔のほうを近づけるんですか」

　間違えたというわりには、なかなか口を離してくれなかったな。……あ、小指の下あたりに小さな歯型がついている。

　ゆーみは、今度は僕の手ではなくハンバーガーにかぶりついた。

「兄さんの手のほうが美味しい」

　そんなわけあるか。

「あ、そうなんだ」

「佐伯さんも、僕の手を見るのはやめてください」

　肉食動物に囲まれている気分だな。これが噂うわさの肉食系というやつだろうか。




「じゃあ、私はこれで」

　店を出るとゆーみが平へい坦たんな声で言った。

「もう帰るんですか？」

「うん。邪魔したら悪いから」

　と、そこで一旦切り、

「もとから兄さんにおごらせて、一食分浮かせるのが目的だったから」

「君は兄を何だと思ってるんですか……」

　しかし、呆あきれる僕を無視し、妹は佐伯さんのほうへ顔を向けた。

「後はよろしく」

「わかった」

「それから、ここの15番出口から出るとホテル街。日曜の夜はどの部屋も一律料金のサービスやってるところもあるから、探してみるのもいいかも」

「ゆーみっ」

　何を言い出すんだ。というか、なぜそんな情報を知っている？　兄として不安になってきた。

「それもわかった」

「君も本気にしないように」

　なんだろうな、このふたり。一緒にいるととてつもなくハードだ。

　と、ため息を吐ついていると、またゆーみがこちらを見ているのに気がついた。

「何ですか？」

「兄さんはもっと家に帰ってくるべき」

　その口く調ちようはどことなく拗すねているようにも聞こえた。

「わかりました。夏休みに入れば一度帰りますよ」

　しかし、ゆーみは疑いの目でじっと僕を見る。

　それからすっと一歩近寄ってきた。僕を見ていた視線は伏せられ、まるで彼女の黒髪が差し出されているような構図。そこでようやく彼女が何を求めているかに思い至った。

「ちゃんと帰りますから」

　僕はその頭を撫なでてやった。

　ゆーみはそれで満足したのか、さっきの巻き戻しみたいに一歩下がり、顔を上げた。

「……帰る」

　その声はやっぱり平坦だった。

「気をつけて帰ってください」

「じゃあね」

　僕の横で佐伯さんも小さく胸の前で手を振る。

　ゆーみはこくりとうなずいてから踵を返し、駅の改札口方面へ歩いていった。僕と佐伯さんはその背中を見送る。

「いいなぁ。わたしも撫でてほしいなぁ」

「いやですよ。そんなことしたら君、妙なことになるでしょう」

「うん。弓月くんに髪さわってもらったら気持ちよくなる」

　そのストレートなもの言いは何とかならないものか。

「そんなことより、これからどこか行きたいところはありますか？」

「んー？　そうだなぁ……」

　佐伯さんはあたりを見回す。

　このへんは地下街でも駅の改札に近いところで、周りにはコンビニやブックストア、今まで僕らが入っていたファーストフード店などしかない。

「15番出口ってあっちかな？」

「たぶんそうだと思いますが、行きませんよ」

「残念」

　まったく。ゆーみがよけいなことを言うから。

「ね、弓月くんはないの？　行きたいところとか、オススメのスポットとか」

「そうですね……」

　今度は僕が考え込む。

　行きたい場所というのは特にないのだが、やりたいことは決まっている。だけど困ったことに、そのためにどこへ行けばいいかがわからないのだ。

「君、何かほしいものはありますか？」

　結局、僕は諦あきらめて佐伯さんに尋ねた。

「ん？」

「誕生日ですよ。まだ少し先ですけど。ほしいものがあれば買いますよ」

　こういうのはこっそり用意して、当日に渡すのがいいのだろうが、何を買えばいいのかどうにも思い浮かばない。

「ほんと？　いいの？　じゃあね……」

　と、彼女はしばし思案顔。

「安くてもいいから指輪がいいな。それでついでに将来のダンナ様になることを約束してくれたら言うことなし」

「そのへんの洋菓子屋でケーキでも買って帰りますか。君がぜんぶ食べていいですよ」

「十六の乙女の夢を無視するなっ」

　直後、僕は佐伯さんから体当たりを喰くらった。
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　その後、駅周辺のデパートを三軒渡り歩いて、ようやく佐伯さんお気に入りのブランドの店舗を見つけ、そこの小物のコーナーで小さなペンダントを買った。

「こんなものでよかったんですか？」

　とは言っても、値段は四捨五入すれば桁けたがひとつ上がる。男の僕からすれば、あんなシンプルなデザインのものが、どうしてこんな値段になるのか理解できない。ブランド名による付加価値だろうか。

「うん。夏になると薄着になって、首もとが寂しくなるから。こういうのがひとつほしかったんだ」

「そういうものですか」

　僕としては比較的懐に優しくて何よりだが。店内に並ぶブラウスやスカートを指さされたらどうしようかとひやひやしたものだ。なにせ四捨五入するまでもなく、文字通り桁が違うのだから。

「それに世の中何をもらったかより誰にもらったかが重要なプレゼントってのがあるの」

　まぁ、喜んでもらえているならよしとしよう。

　そのフロアのエスカレータまできたときだった。くるりと佐伯さんが僕のほうへと振り返る。

「ね、つけてよ」

　ケースに入れてきれいに包装までされたそれを、両手で僕に差し出してきた。

「今ですか？」

「そう」

　うなずき、自ら包装を外しはじめる。

　包装紙とケースはひとまずエスカレータ横のベンチに置き、ペンダントを僕に手渡した。そうしてから佐伯さんは背を向け、あいた両手で髪をかき上げた。かたちのよい耳や、普段は隠れているほっそりとした首筋が妙に艶なまめかしくて、僕はどきりとした。




「耳が美味しそうだからって、ここじゃダメだからね」

「なにを莫ば迦かなことを」




　いいところをついてくる。僕は内心の動揺を隠しながら、佐伯さんの首にペンダントをかけた。

「似合う？」

　彼女は髪を整え、こちらに向き直った。

「それじゃ見えませんよ」

　ペンダントヘッドが服の中に隠れているので、見えるはずもない。辛うじて何かアクセサリィをつけていることはわかるが。

「あ、そっか。じゃあ、これなら……」

「見せなくていいです」

　シャツに指を引っかけて胸元を広げ、中を見せるようにして前まえ屈かがみになろうとするから、僕は掌で額を叩たたいてやった。

　時計を見れば、もう三時を回っていた。ここにくるまでに思った以上に時間を消費していたらしい。

「この後は？　弓月くん、何か考えてる？」

「いちおうは」

　そして、わりと自信を持ってエスコートできる場所でもある。

「ひとつは、ここを出たビジネス街にあるカフェ。コーヒーが美味しいです。日曜だからすいてるでしょうね。もうひとつは、近くのビルの最上階にある展望ラウンジです」

「あ、はいはーい。展望ラウンジ？　そこがいいでーす」

　佐伯さんは即断即決だった。

　展望ラウンジは、僕自身行ったことがないので、味のほうは保証できないが、まぁ、そこは景色が補ってくれることだろう。




　僕と佐伯さんはその展望ラウンジでティーブレイクをしてから、そのまま屋上の空中庭園へと上がった。

　改めて景色を眺める。

　高いところから見下しても、周りは高層ビルと、その合間を縫うようにして走る道路ばかり。典型的な都会の駅周辺の景観だ。もっと遅い時間なら夜景として楽しめたのだろうが。

「やー、遊んだ遊んだ」

　隣にいた佐伯さんが両手を上げて体を伸ばす。

「もう終わったような言い方ですね」

「だって、家に帰るのにけっこう時間がかかるじゃない？」

　確かに。電車に揺られるだけで、合わせて一時間近く。それに乗り換えと前後の徒歩の時間も加えれば、帰り着くころには暗くなっているだろう。

「じゃあ、次は弓月くんが決める番。三択です。１番、夕飯もこのまま外食。２番、君の手料理が食べたい。３番、むしろ君が──」

「ここは無難に２番ですね」

「人の話は最後まで聞きましょうって学校でおそわらなかった？」

　佐伯さんは僕を睨にらむ。

「聞く必要のある話はちゃんと聞きますよ」

　人の話を遮って自分が喋しやべろうとするのは、日本人の会話によく見られる特徴なのだそうだ。僕も典型的な日本人だということにしておこう。

「ていうか、弓月くんとしては２番が無難なんだ」

「まぁ、ね。今日のお返しに腕を振るってほしい、というところですよ」

「そこまで言うんなら仕方ないなぁ。いつも弓月くんのためにがんばってるけど、今日はもっと特別」

　言ってから、僕らは自然に笑顔で見つめ合った。

「帰ろっか」

「そうですね」

　そうして人工物ばかりの街の景色に背を向けた。

　佐伯さんが僕の腕に自分の腕をからませてくる。

「何ですか、これ」

「家に帰るまでがデートです」

「そんなの初めて聞きましたよ」

　僕はその腕を振りほどかず、そのまま歩き出した。
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　七月七日は七夕である。

　それ以外にも何か特別な日だったようにも思うが、面倒なので思い出さないことにする。やるべきことは前倒しでやってあるのだし。

「弓月くん、七夕は何かお願いする？」

　学校に向かいながら、佐伯さんはそんなことを聞いてくる。期末考査が目前だというのに余裕だな。尤もつとも、テストを話題にしようとしても、学年が違うから話が合わないのだが。

「いえ、特に何も」

「ロマンがないなぁ」

　呆れられてしまった。

　僕は別段リアリストでもないつもりだが、高校生になってまで「星に願いを」もないだろう。

「まぁ、年に一度のことですからね。せっかくなので『かわいい女の子と出会えますように』とでもお願いしておきましょうか」

「それはそれで腹が立つんですけどー」

　彼女は歩きながら僕を睨んでくる。

「そういう君は何かあるんですか？」

「あったけど変更。『どこかの誰かさんがわたしの魅力に気がつきますように』って書くのが先みたいっ」

　そう言うと佐伯さんはローファーを踏み鳴らし、乱暴な足取りで先に行ってしまった。僕も歩調を速め、後を追いかける。

　次に並んだのは、横断歩道の手前でだった。

　ちょうど信号が青だったので、佐伯さんと肩を並べて渡る。ここからは学園都市の駅と学校を結ぶ道。周りには水の森の生徒ばかりなので、迂う闊かつな話はできなくなる。最近では弓月恭ゆき嗣つぐと佐伯貴き理り華かの仲がいいという話も浸透してきてしまったので、そういう意味でも注意が必要だ。

　人に聞かれても支障のない会話をしつつ学校に着き、昇降口でそれぞれの下駄箱に別れた。僕は取り出した上靴を床に落とし、足を突っ込む。

　そして、革靴を拾い上げようと屈んだときだった。




「弓月さーんっ」




　そんな声とともに誰かが背中にのしかかってきた。この声は佐伯さんのクラスメイト、桜さくら井いさんだろう。

「こっそりキリカと仲よくなってたなんて、許せなーい」

「別にこそこそしていたつもりはないですけどね。……それより降りてください」

　靴を拾おうと腰を曲げた状態のところに、背中に覆いかぶさるようにして乗られているので、起きるに起きられない。別におかまいなしに起き上がってもいいのだが、落ちたりしないか心配だ。あと、背中にささやかながらやわらかい感触があって非常に困る。案外こういうのは指摘しにくいものだ。

「ダメです。キリカとつき合ってるのか白状するまで降りません。どうなんですか？」

「さて、どうなんでしょうね……」

　と、曖あい昧まいに答えを返す。

　その返答では納得いかないのか、桜井さんは「うー」と不満げにうなり声をこぼした。それはいいから早く降りてほしいものだ。

　と思っていたら、そこにようやく助けが現れた。

「おー京ー」

　この地の底から聞こえてくるような声は佐伯さんだ。

　雰囲気から察するに、ずんずんとこちらに歩み寄ってきて、桜井さんに飛びかかった模様。横へ滑り落ちるようにして、僕の背から重みが消えた。

　上体を起こすと、佐伯さんが桜井さんのちょっと癖くせっ毛の茶髪を抱え込むようにヘッドロックしていた。

「お京はっ、どうしてっ、いつもっ、弓月くんにっ！」

「きゃー。ちょ、キリカッ。やめ……」

「許さーん」

　結局、そのままの状態で、ふたりして走って廊下の先に消えてしまった。元気だな、というか、運動能力高いな。

　僕は革靴を下駄箱に片づけ、校舎の廊下部分に踏み入った。

「ところで、そこで見つからないように気配を消して通り過ぎようとしているのは浜はま中なか君ではありませんか？」

「うぐっ」

　僕が声をかけると、彼はびくっと体を跳ねさせた。

　少し背の低い中性的な容姿の男子生徒は、これまた佐伯さんのクラスメイトの浜中君だった。

「な、なんだよ。何か用かよ……」

「ただの朝の挨拶ですよ。それにしても『うぐっ』とは愉快な返事ですね」

「……ふん」

　浜中君は鼻を鳴らして、そっぽを向いてしまった。

「何か怯おびえてるみたいに見えますが、どうかしたんですか？」

「う、うるさいな。誰のせいだよ」

「あれ、もしかして僕のせいですか？　……ああ」

　と、いま思い出した振りをする。

　彼が言いたいのは、先日の学生食堂の前での一件だ。少々看過できない態度があったものだから、こちらも少しキレさせてもらったのだった。

「あれは、ほら、あのとき直前に君と二面性の話をしていたでしょう？　だから、僕もその実践をしてみたんですよ」

「なぁんだ、そうだったんですか」

　あっはっはっ、と笑う浜中君。

　せっかくなので僕も一緒に笑ってやった。

「って、それじゃ別に演技でも何でもなくて、ただのマジギレじゃんかよ！」

　さすがにすぐに気づいたらしい。うっすら涙目だ。

「……もうやだ、この先パイ」

　そうして彼は疲れたようにがっくり項垂うなだれ、重い足取りで去っていった。面白い子だ。

　と、まぁ、そんな七夕の朝の風景だった。
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　本日は土曜日。授業は三時間で終わりだ。特に連絡事項のない終礼を終えても、時間は十一時五十分。

　僕は教室を見回し、雀すずめさんを捜した。

　皆それぞれに教室を出ていく中、彼女だけはまだ帰る支度をしている最中だった。真ま面じ目めなのだ。普通の生徒が終礼で先生の話を聞きながら帰り支度をしているのに対し、雀さんは手を止めて手帳まで用意して聞いている。だからいつも周りより遅くなってしまう。

「雀さん」

「……なに？」

　彼女に近づき声をかけると、なぜか低い声の返事とともに睨まれてしまった。

「……僕、雀さんを怒らせるようなことしましたかね？」

「してないわよ、私には。でも、宝龍さんを振ったでしょ」

「まだというか、またというか、その件で責められるわけですね」

　僕はため息を吐いた。

　どうやら宝龍さんが雀さんに言ったらしいのだ、『恭嗣に振られた』と。雀さんは何かと気にかけてくれていた。まぁ、単に自分の希望を押しつけていただけとも言うが。なので、ことの結末を報しらせておくのは当然なのだろう。しかし、何かいろいろと語弊があるような気がしてならない。

「不誠実な態度を取り続けるよりはましでしょう？」

「それはそうだけど……」

　何よりも誠実さを尊ぶ彼女は、渋々うなずく。

「じゃあ、宝龍さんはどうするのよ？　弓月君くらいしか釣り合いそうな人いないじゃない」

「滝たき沢ざわなんてどうですか？」

　彼なら学力優秀だし、宝龍美ゆきに比肩し得る容姿をしている。美男美女のカップルのでき上がりだ。

「ダ、ダメよ、滝沢さんはっ」

　が、しかし、僕の提案は間かん髪はつ容いれず却下された。

「滝沢さんはクラス委員で忙しいし、それに、ほら、本人にその気がないとっ」

　僕の意思など一切聞かずにくっつけようとしていた人の台詞とは思えない。

「そ、それより私に何か用なの？」

　話を逸そらすようにして雀さんは話題を変えた。

「ああ、そうでした。もしよかったら僕と一緒にケーキでも食べにいきませんか？」

「……」

　目が点になる雀さん。

　それからおもむろに、深々とため息を吐いて脱力した。

「少しは弓月君のこと見直しかけていたのだけど。期待した私が間違ってたみたい」

　そして、疲れたような足取りで去っていく。

　彼女が教室を出ていくあたりになってようやく僕は、今のは言葉の選択を誤ったなと思った。

「なぁに、もうかわいい彼女から乗り換えるの？」

　雀さんと入れ違いに現れたのは宝龍さんだった。

「ナツコはやめておいたほうがいいわね。あの子の性格じゃ恭嗣の息が詰まるわ。乗り換えるなら私にしておきなさい」

「ちがいますって」

　よくもまぁ、そんなことを自信満々に言えるものだ。

「それで、何を話してたの？」

　彼女は問う。こうなったら白状するしかないだろう。

「実は今日、佐伯さんの誕生日なんですよ。なのでケーキでも買って帰ろうかと思っているのですが、さすがに男ひとりでは行きにくいので……」

「それなら最初から私に言いなさい」

　呆れた様子の宝龍さん。

　確かにそうなのだが、どうやら僕は彼女を振ったらしいので、その手の頼みごとはしにくかったのだ。

「いいわ。つき合ってあげる」

「そうですか。助かります」

　選ぶときに一緒にいてくれるだけでいいです、と言おうとしたのだが、

「気にしなくていいわよ。その代わりケーキセット奢おごってもらうから」

「……ま、そんなことだろうと思っていましたよ」
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　本当に学園都市の駅前の喫茶店で宝龍さんにケーキセットを奢らされ、家に帰ってきたのは十三時ジャスト。

「ただいま帰りました」

　と、リビングに這は入いる。

「あ、弓月くん、おかえりー」

　昼食の準備をしていたらしく、その声はキッチンの側から聞こえてきた。

　現れた佐伯さんは、デニム地のショートパンツにタンクトップという、完全に夏の出いでたち。頭にはヘアバンドが巻かれていて、髪が少々パンクだ。

「君、前のホックくらい止めたらどうですか？」

　体にフィットしたショートパンツの前のホックが外されていて、どきっとする。実際、何やら白い布地が見えていて、目に毒だ。

「ああ、これ？　これだったら見られても大丈夫」

「そういう種類のものですか？」

　世の中、解放的なファッションのための、見せたり見られたりを前提にしたものもあるらしい。きっとその類たぐいのものなのだろう。

「今日はちゃんと大人っぽいのだから、見られても恥ずかしくありませんっ」

　ぜんぜん大丈夫じゃなかった。

　なぜかぐっと拳こぶしを握り締めている佐伯さん。いつも思うが、何をもって恥ずかしいとするかは人それぞれのようだ。

「それより、遅かったね」

「ちょっと寄り道をしていたもので」

　僕がそう言うと、佐伯さんは「ん？」と首を傾かしげた。

　しばし考え、

「……宝龍さん？」

「なんでわかるんですか」

「あ、や、ちょっとカマかけてみただけなんだけどね」

　見事に大当たりだったせいか、彼女は苦笑する。

「宝龍さんにはこれを買うのにつき合ってもらっていただけです」

　僕は紙製の白い小さな箱を示した。中にはショートケーキがふたつと保冷剤が入っている。

「これは後で食べるとして、先にお昼にしましょう」

「うん。今日はスパゲッティのミートソースだよ」




　期末考査が目の前なので、食後は勉強。ケーキはそれが一段落したころに食べることになった。

　僕がキッチンでコーヒーを入れ、その間、佐伯さんはリビングでケーキを皿に移す。深いグラスふたつにアイスコーヒーを入れてリビングに帰ってくると、ケーキを用意し終えた佐伯さんが待ち切れない様子で座っていた。

　ケーキはシンプルなショートケーキ。上にイチゴとキウィが乗っていて、小さな三角形のチョコも刺さっている。

　いただきます、と、それぞれフォークを突き刺し、切ったケーキを口に運ぶ。

「おお、美味しい」

「喜んでもらえて何よりです」

　宝龍さんにケーキセットを奢らされた甲か斐いがあったというものだ。

　素朴な味を堪たん能のうしながら食べていると、佐伯さんがじっと僕の手元を見ているのに気がついた。

「弓月くんの、美味しそう」

「同じものですが？」

　あっちも食べたいこっちも食べたいとなっても困るので、同じものをふたつ買ってきたのだ。

「ひと口ちょーだい。あーん……」

　口を開いて身を乗り出してくる佐伯さん。

「同じものだと言ってるでしょう。君、さてはこれがやりたいだけですね」

「いいの。……あーん」

　再度、口を開ける。

　やれやれ、面倒な子だ。僕は仕方なくケーキをフォークで切り取り、彼女の口に運ぶ。

「雛ひなにエサをあげている親鳥の気分ですね」

「……一部で美味しいと評判の弓月くんの手、本当にかじるぞ」

　半眼で睨む佐伯さん。

　改めて彼女にケーキを食べさせてやった。

「うん。美味しい」

「……それは何よりです」

　大満足の佐伯さんに対し、なんとなく投げやりな気持ちになる僕だった。

「そう言えば、まだ言ってませんでしたね」

「なに？」

「誕生日おめでとうございます」

「うん。ありがとう」

　彼女は嬉うれしそうに笑った。

　考えてみれば、しばらくは同い年なんだな。

　まぁ、だから何だというわけでもなく、たいした意味はないのだが──ふと、そう思っただけ。
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　ようやく一学期の期末考査が終わった。

　学校によっては翌日から休みになって、後は終業式の日に成績表を受け取るだけのところもあるようだが、私立水の森高校では残念ながらそんなことはない。ちゃんと授業が行われる。

　答案が返ってきて解説もしてもらえるのはありがたいのだが、夏休みが目の前に迫っている状態での授業というのはどうにも身が入らない。

　そう思って先生の話をテキトーに聞き流してしまいたくなるが、それは大きな間違いだ。テストが終わったその瞬間から、次のテストのはじまりなのだから。今やっている授業は、すでに次のテスト範囲なのだ。




「だから君も、この時期の授業を疎おろそかにしてはいけませんよ。浜中君」

「……なんで先輩にそんなこと言われなくちゃいけないんだよ」




　かわいい後輩、浜中君は心底嫌そうに言ってくれた。

　今朝、珍しく佐伯さんと別々に登校したところ、昇降口でばったり彼と会い、今こうして並んで歩いている。

「先輩だからですよ。忠告です」

「はいはい。ありがたく聞いておきますよ。……で、それって実体験ですか？」

「よくわかりましたね」

　一年生の一学期はあまり深く考えず、テストが終わってひと安心していたのと、間もなく訪れる夏休みに思いを馳はせていた。二学期は一学期の失敗もすっかり忘れて、冬休みに入るまでの間、授業を受ける振りをしながら原付の免許を取るための勉強をしていた。どちらも休み明けにえらい目に遭ったものだ。

「……それ。人に言う前に、自分を戒めたらどうですか？」

　確かにそうだ。

　おもむろに浜中君が盛大にため息を吐いた。

「最近やたら先輩と遭遇してる気がするんですけど、ストーカーか何かですか？」

　あまり関かかわり合いたくないんですけど、僕──と、浜中君はつけ加える。嫌われたものだ。

「気のせいじゃないですか」

　それか単に登校時間が近いだけか。僕はここ最近、毎朝似たような時間に家を出るし、電車通学の彼も毎日同じ電車に乗っているのだろう。だから遭遇率もおのずと高くなる。

「おや、あそこにいるのは佐伯さん──」

「!?」

「と思ったら見間違いでした」

「張っ倒すぞっ！」

　浜中君は声を抑えながら怒鳴るという器用な技を披露してくれた。

「怖いですね。慕われる先輩になろうと努力しているのに」

「……明らかに真逆を突き進んでますから、早く気づいてください」

　そこで階段に差しかかった。僕はいつもこの階段を使う。彼も教室は上の階だが、きっとこれ以上一緒にいたくないだろうから、向こうの階段で上がるに違いない。ここで別れるのが無難か。

「では、お互い今日も勉学に励むことにしましょう」

「……ふん」

　彼は鼻を鳴らしてそっぽを向き、そのまま廊下を真まっ直すぐ進んでいった。
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　浜中君に言った通り、今日も学生の本分たる勉強に勤いそしむ。

　ただ、この時期の授業はちゃんと聞いていない生徒も多いと理解している先生もいて、これまでの復習や雑談に費やされることもある。そういう授業は受けるほうとしても気が楽だ。

　そして、放課後。

　本日の滝沢は珍しく何の用事もないらしく、一緒に駅前をぶらぶらしようということに決まっていた。矢や神がみと宝龍さんは例によって文芸部の部活らしい。

　帰り支度を整え、滝沢の席に向かう。

　と、そこには先客、雀さんがいた。たぶん一緒に帰ろうと声をかけていたのだろう。彼女のことだから、クラス委員がどうとか決めておくことがこうとか、そういう名目を持ち出したに違いない。

　これは弱ったな、と頭を搔かきつつもゆっくり足を前に進めていると、滝沢がこちらに気がついた。

「帰るか。こっちはもう出られる」

　そう言う彼の後ろでは雀さんが目を吊つり上げて睨んでいた。ああ、これはあれだ。邪魔ものを見る目だ。

「彼女も一緒なんだが、いいか？」

「え、ええ……」

　雀さんがものすごく何か言いたげな目でこちらを見ていたが、すみません、咄とつ嗟さに断る理由を思いつきませんでした。




　男子ふたり、女子ひとりの構成で昇降口を出る。外は少しばかり怪しい空模様だった。

「降りそうね……」

「カラ梅雨で油断していましたが、もしかしたら夕立がくるかもしれませんね」

　今年は梅雨らしくない梅雨だったように思う。その分の帳尻合わせが今になってきたのだろうか。

　そこで僕は閃ひらめく。

「滝沢、悪いですが、今日は真っ直ぐ帰ることにしますよ。傘も持ってきていないので、降られると厄やつ介かいです」

　これなら雀さんも怒りをおさめてくれることだろう。尤も、僕が何か悪いことをしたわけではないが。

「そうか。なら仕方ないな。またの機会にしよう」

　滝沢も特に気を悪くした様子はなく、そして、僕は彼の見えないところで雀さんに腰を叩かれていた。たぶん、よくやったと褒ほめてくれているのだろう。

　校門をくぐり、学校の敷地を出る。

「そうだ、弓月。昨日お前の妹から電話があったぞ」

　よりにもよってそんな話題をチョイスしますか、滝沢は。彼を挟んだ僕の反対側では、雀さんがわずかによろめいていた。

「すみません、ご迷惑をおかけしています。……それで、何の話でした？」

「夏休みにどこか遊びにつれていけだと」

　苦笑する滝沢。雀さんの足が思わず止まる。しかし、僕らが三歩歩く間に持ち直し、すぐに追いついてきた。

「ゆ、弓月君の妹さんってかわいいんですか？」

「そうでもないですよ」

　敬語なので滝沢に問いかけたものだろうが、ここは身内として口を挟ませてもらう。

「そうか？」

　しかし、滝沢はそれに異を唱えた。

「お前は兄妹きようだいだからそうは思わないのかもしれないが、俺は悪くないと思うぞ？　周りの男がほっとかないんじゃないか」

「そうですかね？　でも、突飛なファッションしてますよ」

「突飛って？」

　と、向こう側から雀さん。

「まぁ、いわゆるゴシックロリータというやつですね」

　しかも、わざわざ制服のない高校を選んでまで学校に着ていくのだから、無類のゴスロリ少女である。

　雀さんは何やら考えている様子。性格が真面目だから、ああいう奇抜に見えるファッションを着る人間の心理をはかりかねているのだろう。少なくとも、自分も挑戦してみようかと考えているわけではないはずだ。

「そ、それで、滝沢さんはなんて返事をしたんですか？」

　話が本筋に戻される。

「うん？　当然、別にかまわないと言っておいた。今でも月に一回くらいつき合わされているんでね」

　直後、ギンッ、と僕を睨む雀さん。こちらに文句を言われても困るのだが。

　思い返せば、きっかけは去年、滝沢を家に招いたとき。そこでゆーみは滝沢を気に入ったようだ。以来、僕の知らないところでちょくちょく会っているらしい。失礼なことを言ったりやったりしていなければいいが。

　交差点に差しかかった。

「滝沢、僕はここで」

「そうか。じゃあ、また明日」

「ええ。……雀さんも、後はがんばってください」

「な、何をよっ」

　彼女は顔を真っ赤にして、声を荒らげた。さて、何をだろうな。滝沢はなかなかの難物のようなので、はたして雀さんの頑張りが報われるかどうか。

　僕は横断歩道を渡り、ふたりと別れた。




　家に着くころには、空模様がいよいよ怪しくなってきた。今にも降り出しそうだ。

　佐伯さんはまだ帰ってきていないらしく、僕は自分の鍵を使って玄関を開ける。

　リビングは曇り空のせいで暗い。照明を点つけてから自室に入ると、直後、ついに降り出した。地面を叩く雨音が一気に最大ボリュームになる。かなり強い雨足。典型的な夕立だ。佐伯さんは傘を持っているだろうか。

　それから約十分後、僕がリビングで新聞の夕刊に目を通していると、玄関の方でドアの開く音が聞こえた。

「ただいまー」

　聞き慣れた佐伯さんの声。

「弓月くーん、弓月くーん」

　ところが、一向に入ってくる様子はなく、代わりに僕を呼ぶばかり。仕方なく腰を上げ、玄関に行ってみた。

「妖よう怪かい濡ぬれ女ー」

　そこには全身ずぶ濡れで、前髪をべっとり顔に貼はりつかせた佐伯さんが立っていた。やはり傘は持っていっていなかったらしい。

「なに莫迦なことをしているんです」

「でも、さすがにこれじゃ入れないし」

　確かにそうだ。家の中が水浸しになる。

「待っててください。タオルを持ってきます」

　僕はそばにある洗面所からタオルを一枚取ってきて、投げて渡した。彼女はすぐに顔と髪を拭ふきはじめる。

「すごい雨だよね。見て、ブラまでスケスケ」

「いちいち言わなくていいです」

　確かにブラウスが体に貼りついていて、胸の豊かなふくらみと、凝ったレースの意匠までもが透けて見えている。今日は薄いブルーらしい。

「ガスを点けますから、そのままお風呂に入ってください。体も冷えてるでしょう」

「わかった。そうする」

　僕はこれ以上佐伯さんを見ないようにして、リビングへと戻った。
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　それからたっぷり三十分はたったころ、佐伯さんが風呂から上がってきた。

「やー、あったまったー」

「それはよか──」

　言いかけた僕の言葉が途切れる。

　佐伯さんはバスタオル一枚を体に巻いただけの姿だった。くっきりと浮き出た体のラインや乾き切っていない髪、湯上がりの上気した肌が艶めかしい。

「またそんな格好で。あれほど着替えを──」

「すぐに入れって言ったのは弓月くんだったと思うけどなー？」

　彼女は勝ち誇ったような顔でにんまり笑う。確かにそうだ。

「どう？　色っぽい？　ぇろい？」

「知りませんよ、そんなこと」

　わざわざ佐伯さんが胸を腕で押し上げて強調し、前屈みにポーズをとるものだから、僕は体ごとテレビに向き直った。

「もうっ」

　佐伯さんが足を踏み鳴らす。

「照れる弓月くんを見るのも面白いけど、少しくらい見てくれないと寂しいんですけど」

　きっと彼女は頰ほおを膨らませていることだろう。

　しかし、そんなことを言われてもこちらだって困る。僕は佐伯さんの玩具おもちやではないし、そんな姿でそばに立たれて冷静に観察できるほど神経が図太くもない。

　そのときだった。

「あ」

　佐伯さんの小さな声。

　思わず僕がそちらを向いたとき、




　するり
















　と、彼女の体からバスタオルが滑る、まさしくその瞬間だった。

　直後の佐伯さんの動きは、驚嘆に値する速さだった。バスタオルが滑り落ちてしまうよりも早くそれを摑つかみ、再び体を隠す。おかげであられもない姿を晒さらすことは間一髪避けられた。

　が、それでも僕は一瞬だけ露あらわになった、たぶん同い年の女の子よりも幾分か豊かで、かたちのよい彼女の胸を見てしまっていた。

「……」

「……」

　時間が止まったかのような沈黙がリビングを支配する。

　テレビから聞こえてくるニュース番組の音声だけが音らしい音だった。夕立はいつの間にかやんでいたようだ。

　佐伯さんは顔を赤らめて視線を外した。

　いつもと違う反応に戸惑う。いつもみたいにけろっとしていてくれたら、僕も気が楽だったのだが。……いや、むりか。さすがにことの重大さが違う。

「ご、ごめん……」

　言ったのは佐伯さんだった。あろうことか謝られてしまった。

「き、着替えてくるねっ」

　そして、裸足はだしの足をぱたぱた鳴らしながら、部屋へ入っていった。

　リビングに僕ひとりが残された。

　佐伯さんの姿が完全に消え、数拍おいてから、脱力したように座ざ椅い子すの背もたれに体重を預けた。

　まいった。なんてことだ。

　思わず天井を仰ぎ見る。

　予想外のハプニング。

　対処不能。

　この後どうすればいいんだ？　どんな顔をして佐伯さんを見ればいい？

　まったく解答が浮かばないまま堂々巡りみたいな思考をどれくらい続けていたのだろう。不意に聞こえたドアの開く小さな音で僕ははっと我に返った。

　佐伯さんが様子を窺うかがうようにして、そろりと部屋から出てきた。タンクトップにショートパンツと、いつもの部屋着に着替えている。

　目が合うと彼女は恥ずかしそうに顔を逸らした。こちらもあまりにもばつが悪く、再びテレビに向き直った。

　ところが、だ。

　佐伯さんはテーブルを迂う回かいして、僕のそばまでやってきたのだ。

「どうかし──」

　その言葉が終わらないうちに、彼女は僕の足の上に腰を下ろした。

「な、なにを……」

「大事な話があります」

　大事な話があるとこの体勢になるのか。知らなかったな。

「……なんでしょう？」




「……見た？」




　直球、だった。

　再度沈黙。

　ここで見てませんと言っても、説得力は皆無だろうな。だったらあのときの気まずい空気はなんだったんだという話になる。

「……見ました」

　結局、正直に言うほかなかった。

「いや、でも、一瞬だったから、あまりよく見えていませんよ。たぶんすぐに忘れるんじゃないかと……」

　よく言う。しっかり目に焼きついているくせに。

「……でも、見た」

「ま、まぁ……」

　ふくれっ面で睨んでくる佐伯さんに圧倒され、僕は言葉を詰まらせる。

「責任とって」

「せ、責任!?」

　責任ときたか。

　しかし、よくよく考えれば、僕が積極的に何かしたわけではなく、むしろ佐伯さんが勝手に自爆しただけのように思う。とは言え、それを言ってしまえばおしまいだ。男らしいとは言えない。

「えっと、どうすればいいですか……」

「こうする」

　次の瞬間、彼女の顔が近寄ってきて、唇と唇が触れ合った。

　重ねるだけの、悪ふざけみたいなキス。

　それでも十分に衝撃的だ。

「しちゃった」

　唇を離すと彼女は、はにかみながらそんなことを言った。

「今日はこれで赦ゆるしてあげる」

「い、いや、赦すも何も……」

　しかし、僕の反論は甘い衝撃に酔ったように、まったくかたちにならなかった。
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　もう初夏と呼ぶような時期も過ぎ、一学期の終業式へのカウントダウンもはじまった七月の中旬。

　朝。

　ドアを叩くリズミカルなノックの音は、半ば眠りの淵ふちにいる僕の意識をもノックする。僕はベッドの上でタオルケット一枚にくるまったまま、それを聞いた。

　続けてドアが開けられ、佐伯さんが入ってきた。

「グッモーニンッ。朝だよ、弓月くん。起きて」

　ギシ、とスプリングが軋んだのは、彼女がベッドの上に手をついたからだ。上から顔を覗のぞき込まれている。

　僕はなかなか意識がはっきりせず、逃げるようにして壁に向かって寝返りを打った。

「むー……」

　僕が起きないせいか、佐伯さんは不満そうにうなった。

　そして、

「起きないやつには、こうだっ」

　頰にやわらかいものが触れた。

「っ!?」

　無論、僕は飛び起きた。




「なんて起こし方をするんですか、君は」

　眠気など一瞬で吹き飛び、起床した後は朝食。登校の用意をすませて家を出て──道々説教する。

「起きないほうが悪いと思う」

「僕は君ほど朝からテンション高くないんです」

　ハイテンションというよりは高血圧ハイパーテンシヨンだ。いや、寝起きのよさと血圧は関係ないという話だったか。

「じゃあ、君は起きない人間全員にそんなことをするつもりですか」

「まさか」

　佐伯さんは即答する。

「でしょう？」

「弓月くんだけに決まってるじゃない」

「……」

　そんなにはっきり言われると、こちらとしても返答に困るのである。

「別にいいと思うけどなぁ。もう一度しちゃったんだし」

　そして、ますます反応に困る。何より、あのとき見た決定的瞬間の佐伯さんの姿を思い出してしまってまずい。

「どうせなら、ここでもう一回する？」

　そう言うと彼女は僕の前に回り込み、目を閉じてかわいらしく口を突き出してきた。僕も思わず立ち止まってしまう。

　僕は一度、あたりを見た。

　まだ住宅地を抜けておらず、中途半端な時間とあって人気はない。

　それを確認すると、両手を佐伯さんの肩に置いた。左手は制せい鞄かばんの取っ手を持っているので、少し添える程度。

　そうしてから、

「何を莫迦なことを言ってるんですか」

　くるりと彼女の体の向きを変えてやる。

「ほら、行きますよ」

「はぁーい」

　その背を押し、進むよう促した。
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　昼休み。

　持ってきた弁当を食べ終えてそのまま席で話をしていた僕と矢神の間に、音もなく二本の缶コーヒーが置かれた。

「あげるわ」

　器用に片手で二本持っていたその長くしなやかな指と、やや硬質な声の主は宝龍美ゆきだった。

「あ、ありがとう……」

　素直に礼を言う矢神。……こういうものは何か裏があるのではないかと疑うべきだと思うのだがな。

「で、何をお望みで？」

「恭嗣は私につき合って」

「なるほど」

　要するにこれは、つき合わせる僕と僕を借りていく矢神への、それぞれに対する迷惑料というわけか。

「返品した上でお断りは？」

「効くと思って？　私は三本も飲めないわ」

　見れば彼女も自分の分の缶コーヒーを持っていた。選択の余地なしとは、なんとも詐欺くさい。

「仕方ありませんね。矢神、ちょっと行ってきます」

　僕はそう断って、宝龍さんとともに教室を出た。




　空調が効いているのは教室の中だけなので、一歩外に出るとむっとした空気が体を撫でてくる。それでも廊下を行き交う生徒は多く、昼休み特有の喧けん騒そうに満ちていた。

「いつもの場所ですか？」

「ええ」

　つまり屋上だ。廊下がこの調子だと、屋上はさぞかし暑いことだろう。いや、風があって意外と涼しいのかもしれないな。

「何か話でも？」

「別に。ただ恭嗣と並んでコーヒーが飲みたかっただけよ」

　宝龍さんはあっさりとそう言った。たったそれだけの理由で人をつれ出せるのは、校内広しといえども彼女くらいなものだろう。

　僕たちは階段を上がり、三階を目指す。

「それで、どうなの？　彼女とは少しは進んだの？」

「……何ですか、やぶからぼうに」

　不意の問いにどきっとしてしまった。

「そう？　恭嗣は私ではなくあの子を選んだ。その後どうなったか気になるのは当然じゃないかしら？」

「僕は別に誰かを選んだつもりはありませんけどね」

「あと──」

　宝龍さんは僕の言葉を遮るようにして続けた。

「最初の問いに対する反応が遅かったわ。これは本当に何かあったってことかしらね」

「……ただ単に唐突な質問に面めん喰くらっただけですよ」

　また遅れたが、あまり気にしすぎると泥沼にはまりそうだ。

　三階に着く。佐伯さんたち一年生のクラスがある階だ。と言っても、今はここに用はなく、さらにもうひとつ上へと向かう。

「あ、弓月さーん」

　だが、一段目に足をかけたところで、名前を呼ばれた。ちょっと癖っ毛な茶髪の女の子は佐伯さんのクラスメイト、桜井さんだ。こちらにちょこちょこ走ってくると、僕のすぐそばに立った。相変わらず距離が近い。背中に手が回せそうだ。

「こんにちは」

「こんにちは。今日は桜井さんひとりですか？」

　校内ではたいてい佐伯さんとふたりでワンセットなので、彼女ひとりだと違和感を覚える。前に桜井さんだけだったときは、佐伯さんが保健室に行ったときだったな──と思い出して、わずかに不安を覚えた。

「それが、浜中君が大事な話があるからって、キリカを連れていっちゃったんですよね」

「……」

　不安は的中、か？　いや、彼は基本的に人畜無害な男だ。危険はないはずだ。

「どこに行ったかわかりますか？」

「えっと、実は……」

　僕を見上げていた桜井さんの視線が、さらに上へ向かう。それは僕の背後であり、つまり──、

「この上、ですか？」

「はい」

　僕は振り返り、階段を見上げた。この上は屋上。だが、鍵がかかっていて出ることはできない。行き止まりではあるが、密談にはもってこいと言える。きっと話は階段の途中でしているのだろう。

　さてさて、いったいどんな話をしているのだろうな。気になりはしても、立ち聞きするつもりはない。

　僕は宝龍さんを見た。

「そうね。場所を変えましょうか」

　彼女はこちらが何か言うよりも先にそう決める。そうしてきた道を戻ろうとしたときだった。上から声が聞こえてきた。

「あ、あのさ──」

　聞き覚えがある。浜中君のものだ。あまり上のほうまでは行っていなかったらしい。踊り場を越えてすぐくらいのところだろうか。

　それをきっかけに、こちらの三人の動きが止まった。

「僕、今まで女の子にこういうこと言おうと思ったことはないんだけど──」

　声の色は初めて会ったときの、かわいい後輩としてのもの。勇気を振り絞って、といった調子で話を切り出そうとする。どんなふうに続くか、だいたい予想がつくな──と思っていたら、佐伯さんがそれを遮った。

「そう。じゃあ、言わなくてもいいんじゃない？　わたしも聞くつもりないし」

　彼女のその声は僕が聞いたことのない、冷たいものだった。

「浜中君って、話してると時々弓月くんの悪口混ぜてくるわよね」

「え？」

「弓月くんが前に誰とつき合っていて振って別れたとか、今でも仲がよくてふたまたかけそうとか」

　そんなことを言っていたのか。

「キレたら案外すぐに暴力を振るうタイプだとか」

　それは『案外』でも何でもなく、事実だな。

「さり気なく吹き込もうとしてるのかしら？」

「い、いや、誤解だって。それは……」

「先に言っておくわね。そういう姑こ息そくなことをする人って、わたし、好きになれないの。じゃあね」

　佐伯さんはばっさり斬きって捨てた。

　浜中君の話とやらは本当に聞く気がないらしく、もう下りてくるようだ。僕たちは隠れるようにして、階下へ続く階段を見つからない位置まで下りた。

　足音が上から降りてきて、そして、遠ざかっていった。

　僕たち三人は、階段の手すりに背を貼りつかせるようにして立ち──無言。間の抜けた構図だ。たまたま通りかかった生徒が、こちらをちらちら見ながら行き過ぎていった。

「……」

　結局、浜中君との件は佐伯さん自身で終わらせたか。当然、それが筋ではあるのだが、彼がこういう行動に出る前に僕の手で決着をつけたかったのも確かだ。

　浜中君はどういう気持ちで佐伯さんをここに連れてきたのだろうな。僕と彼女の仲はそれなりに知っていただろうに。勝算があったのか、それとも何かしらのけじめだったのか。……尤も、それは僕が考えたところで答えの出ない疑問である。

　ただ、僕はもうこの件については、誰を相手にでもふれないことに決めた。
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　学校が終わり、帰宅。

　アパートの一階にある集合ポストを開けると、新聞の夕刊とともに一通の封筒が出てきた。通常のものとは違う大きさで、赤と青のストライプの縁取りがされている。エアメールだ。

　ということは、佐伯さん宛あてだろうか。

　階段を上がりながら表書きを見ると、やはり『佐伯貴理華』の名前があった。それさえわかれば十分だ。これ以上僕が詳しく見る必要はない。きっとアメリカにいるご両親からなのだろう。

　家の鍵が開いていたので、佐伯さんが先に帰ってきているようだ。さてはポストを見なかったな。

「ただいま帰りました」

「あ、おかえりー、弓月くん」

　佐伯さんはキッチンで夕食の準備中だった。

「エアメールがきてましたよ」

「エアメール？　長崎から？」

「長崎は日本ですよ」

　なぜ長崎なのだろう。セリヌンティウスでも待っているのだろうか。

　件くだんのエアメールを佐伯さんに手渡す。

「お父さんからだ。何だろ」

「開けてみたらどうですか」

「そだね。でも、後にする」

　結局、彼女はその手紙を今は読まず、「ぽーい」とわざわざ口で言いながら部屋に放ほうり込んだ。




　夕食後。

　期末考査が終わって後は終業式を待つだけの高校生なんてのん気なもので、即座に勉強に向かうようなこともなく、僕と佐伯さんはリビングで食休みを兼ねてお茶を飲んでいた。僕は読みかけの小説を読みながら、彼女は何か考えごとでもあるのか宙に目を向けながら。

「今日さー」

　その佐伯さんがぼんやりした調子で切り出した。

「なんですか」

「昼休みにね──」

　昼休みと言えば、思い出されるのは浜中君との一件だ。その話だろうか。

　だが、彼女の口からなかなか次の言葉が継がれない。湯飲みを両手で包むようにして持ったまま、何やら考え込んでいる様子だった。

「やめた。やっぱりいい」

「……そうですか」

　なんとなくほっとしてしまう。知っていることを知らないふりしながら聞くのは面倒そうだし、今ここでその話をされても反応に困っただろう。

　言葉がなくなった。

　特に何か見たい番組があるわけでもなく点けていたテレビが、ふたりの間にある沈黙を埋める。

「ねぇ」

　しばらくしてまた唐突に、何か思いついたように佐伯さんが口を開いた。




「キスしようか」




「急にわけのわからないことを言わないでください。脈絡がなさ過ぎますよ」

「いいじゃない」

　彼女は腰を浮かすと、膝で歩きながらテーブルを迂回してこちら側までやってきた。意外に素早い動きで、あっという間に僕の膝の上に乗る。

「理由なんてしたいからで十分だと思わない？」

「思いませんよ」

「ねぇ……」

　ねだるように甘えた声を出す佐伯さん。僕の首に両手を回し、顔を近づけてくる。この強引さは今日の昼休みのことが多少なりとも影響しているのだろうか──などとのんびり考えている場合じゃなさそうだ。ここまで努めて冷静に対応してきたが、いよいよまずい。

「いいかげんに悪ふざけはやめてください」

「んー……」

　しかし、おかまいなしに顔を寄せてくる。ダメだ、ぜんぜん聞いていない。

「ちょ、佐伯さん、本当にやめ──うわっ」

「きゃっ」

　なんとか必死に距離をとろうと首を引いて抵抗していたら、重心を後ろにかけ過ぎたようで、最後には座椅子ごと後ろに倒れてしまった。僕と佐伯さんは、もろともにひっくり返る。

「あー、びっくりしたぁ」

「それはこっちの台詞です」

　仰あお向むけに倒れている僕と、僕の頭の左右に両手を突いて覆いかぶさっている佐伯さん。

「ふっふっふ。でも、もう逃げられないよね」

「いいかげんに──」

　と、言いかけたそのときだった。

　玄関のほうから何か物音が聞こえた気がした。

　僕と佐伯さんは動きを止め、上と下で顔を見合わせる。どうやら彼女にも聞こえたらしく、気のせいではないようだ。そう言えば、玄関の鍵はかけていただろうか。

　そして、今度はリビングのドアが開いた。

　そこに立っていたのは、見たことのない大人の男の人。後ろに撫でつけた髪には耳の上辺りに白いものが混じっているが、若々しくエネルギッシュな印象を受ける。

「何だこれは！」

　男の人が驚きの声を発する。

　誰だ？

　という僕の疑問は、次の佐伯さんの言葉で氷解した。




「お父さん!?」
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　春から住むことになったこのアパートの一室は、現在、諸般の事情により僕と佐伯さんがルームシェアをしている。

　だが、今ここに僕たち以外の第三の人物がいた。

　遙はるか年上の、大人の男性。スラックスにサマーセーターとラフな格好ではあるが、折り目正しい几き帳ちよう面めんな性格が垣かい間ま見みえた。

　佐伯さんのお父さんだ。

　僕と佐伯さんはいつも通りに向かい合って座り、上座におじさんがいる構図。

　おじさんには僕の座椅子を使ってもらっている。僕はフローリングの床の上に座布団を敷いて、そこに正座。そして、佐伯さんはというと、彼女が使っているいつもの座椅子に、不ふ貞て腐くされたようにもたれている。

　重苦しい空気が漂っていた。

　テーブルの上には三人分のコーヒーが置かれていたが、それに口をつけたのは唯一佐伯さんだけだった。

「どういうことか説明してもらおうか」

　ふたりめとしておじさんがひと口飲み、それをきっかけにして問いを発した。

「その前にお父さんが先よ。どうして手紙と一緒に帰ってきたのか、どうしていきなりここにきたのか。それをおしえて」

　しかし、それに反発したかのように、不機嫌全開で佐伯さんが要求した。

「そうだな。それが順番というものかもしれないな」

　おじさんがうなずく。

　怒っていないわけではないのだろうが、冷静でもあるのだろう。一方的に問い詰めるだけでは話が進まないことも理解しているのだ。大人の態度というものか。

「手紙は読んだか？　この夏にロス勤務が終わって日本に帰る予定だったが、もう少し延びそうだということが書いてあったと思うが」

「読んだわ」

　佐伯さんがそっぽを向きながら答える。僕にとっては初耳だった。

　佐伯さんのお父さんは現在アメリカでの勤務で、この春までは一家でそちらに住んでいたらしい。が、それも近々終わることになり、高校に上がる佐伯さんだけがひと足先に帰国した。それが僕の知る既存の情報だ。

「あの手紙を送った後にいくらかまとまった休みが取れたので、それでこうして帰ってきたんだ。どうやら結果として、手紙と一緒に帰国するかたちになってしまったようだな」

「そんなのメールすればいいだけじゃない。ここにくることもそう。メールも送れない年寄りじゃあるまいし」

「もちろんそうだ。だが、私は肉筆で書く手紙も趣おもむきがあっていいものだと思っている。異国からの便りなら特にそうだ」

　その気持ちは僕にも何となくわかる。便利さと速さこそが常に至上のものではないということなのだろう。

「急に帰れるようになったのに連絡もしなかったのは、お前を驚かせようと思ったからだ。バカなことを考える親だと笑ってくれてもいい」

　それに対し佐伯さんは、言われた通りに鼻で笑った。面白くなさそうではあったが。

「さて、じゃあ、次はお前の番だ。どんな生活をしているのかと思ってきてみれば、まさか男と一緒にいるとは思わなかった。これはどういうことか、きちんと説明しなさい」

「……」

　言われ、今度はわずかに言葉を詰まらせる。しかし、それこそそれが順番というもので、話さないわけにはいかなかった。

　佐伯さんは不動産屋のミスからはじまって、僕たちがルームシェアするに至った経緯を細大もらさず、簡潔に説明する。それをおじさんは、テーブルに両肘ひじを突き、組んだ指を口に当てた格好のまま、目を閉じて黙って聞いていた。

　さして長くもない佐伯さんの説明が終わると、彼はまずコーヒーに口をつけた。

「話はわかった」

　それから僕を見る。

「弓月君といったね」

「はい」

「契約上のミスがわかったとき、君は身を引くべきではなかったのかな」

「お父さん！」

　佐伯さんが声を荒らげ、割って入る。

「聞いてなかったの!?　一緒に住めばいいって言い出したのはわたしよ。弓月くんは悪くないわ」

「もちろん聞いていたよ。まず見知らぬ男女が会ったその日から同居するという時点で言語道断だな。それは、貴理華、お前にも言えることだ」

　確かにその通りだ。僕も彼女からその提案を受けたときは面喰らったものだ。

「だからって、必ずしも弓月くんが譲らないといけないわけではないわ。条件ならわたしも同じよ」

「お前はここ以外にどこに行くつもりだ」

　おじさんは呆れたように言う。

「その点、彼は多少遠いようだが、実家がある。一旦そちらに引き上げればいいことだ。それに──」

「そうですね。男の僕が譲るべきでした」

　その言葉を僕が引き継ぐと、おじさんは少しだけ驚いた顔を見せた。

「……その通りだ」

「何それ」

　理解できない様子の佐伯さん。

「こういうときは男が譲るものなんです」

「意味わかんない」

　やっぱり納得いかないようだ。

　おじさんは話を進める。

「仮にやむを得ない措置として一時的にルームシェアするにしても、その後に新しい部屋を探すなりして、どうにでもできたろうに。どうしてそうしなかったのかね」

　問われているのは僕だ。

　どうしてそうしなかったのか？　その理由は、ある。だが、今この場で言うようなものでもない。

「……申し訳ありません」

　結局、ただ謝った。

「お父さん、弓月くんばかり責めないでっ」

「なら、お前にも聞こうか。どうしてこういう事態になっていることを、私や母さんに黙っていたんだ」

「そ、それは……」

　佐伯さんは一瞬言いい淀よどむ。

「言い忘れたのよ」

「四ヶ月近くもか？」

「……そうよ」

　ずいぶん苦しい釈明だ。

　おじさんはそれ以上そこに言葉を重ねなかった。かと言って、佐伯さんのあれで納得したわけでもないだろうが。

　彼が黙り込んだことで、この場全体が沈黙した。

　僕はここで初めてコーヒーに口をつけた。すっかり冷めて、温ぬるくなってしまっている。

　程なく、またおじさんが口を開いた。

「本当は言いたくなかったんじゃないのか」

　話の流れからして、それは佐伯さんに向かって発せられたものだ。だが、その言葉は僕をも貫く。どきりとした。ただ単に僕にも言えること、というだけではないのだろうな、やはり。

「……どういう意味？」

　僕の内心と同様、狼ろう狽ばいの色を見え隠れさせながら、佐伯さんが問い返した。

「お前たちはどういう関係なんだ」

「……」

　おじさんは問いに問いを重ね、一方の佐伯さんは押し黙ってしまった。

「私が入ってきたとき、お前たちは何をしていた？」

「あ、あれはちょっと悪ふざけしてただけ」

「小学生がやるのとはわけが違うだろう」

　おじさんはぴしゃりと言った。

　荒い語気だ。

　それから自分を落ち着かせるためか、コーヒーを呷あおった。

「年ごろの娘をもつ親としては想像したくない話だが──つまりはそういうことなんじゃないのか？」

　彼は直接的な表現は避けたが、要するに僕たちが男女の関係として同どう棲せいしていたのではないか。そう言いたいのだ。

「違うわ。わたしたちはそんなんじゃない」

「それならそれで問題だな」

　ため息混じりの声。

「ああ言えばこう言って！　どういう答えがお望みなの」

「どちらにしろ当然あるべき倫理観が希薄だと言っているんだ」

　そう言われれば、佐伯さんも口をつぐむしかなかった。

　実際、親としては頭を抱えたくなる事態なのだろうな。高校に上がったばかりの娘が男と同棲していたなんて。そこに男女としての関係がなかったとしても、それはそれでやはり問題だ。

　佐伯さんは絞り出すように発言した。

「わたしたちはお父さんが考えているような関係じゃない。彼は誠実な人よ。そういうことを一切しようとしなかったわ」

　自分に非があることを承知しながらの反抗なのだろう。

「……そうか」

　おじさんは重い調子でうなずき、それから僕を見た。




「かと言って、これ以上娘と一緒にしておくわけにもいかない。……出ていってくれるね？」




「……はい」

「お父さん!?」

　僕と佐伯さんの声が重なる。

　彼女は掌でテーブルを叩くようにして腰を浮かせた。

「わたしが出て行けばいいことでしょう!?」

「だから、お前には行くところがないだろうが」

「弓月くんもっ。弓月くんが出ていくことなんてないっ」

　佐伯さんは、今度は僕に向かって言葉を発する。

「さっきも言ったでしょう？　こういう場合は男が譲るものなんです」

　僕は彼女に笑ってみせてから、体ごとおじさんに向き直った。

「このたびは僕の浅い考えでご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ありませんでした」

　言ってから深く頭を下げる。

「いや、それについては貴理華も同じだ。君にだけ強くは言えんよ」

「制服や学校のものがありますので、また朝に寄らせてもらいます。荷物は終業式が終わってから引き上げようと思います」

　そう告げてから、僕は立ち上がった。入れ替わりに佐伯さんが、脱力したようにすとんと腰を下ろしたのが見えたが、かまわず部屋に入った。

　自室で外出着に着替え、とりあえず今いりそうなものを鞄かばんに放り込む。

　再びリビングに戻ると、佐伯さんとおじさんは先ほどと変わらぬ位置にいた。おじさんは佐伯さんの話を聞いていたときと似たような姿勢。ただ、組んだ指は額に当てられていて、思い悩んでいるようにも見えた。

　軽く頭を下げてから廊下へ抜ける。

「ま、待って！」

　ぱたぱたと佐伯さんが追ってきた。僕は靴を履いたところで振り返る。

「どうするの、こんな時間に出て行って」

「どうしましょうか」

　苦笑がもれる。

「気がつけばもうけっこう遅い時間ですからね。下へ手たに家に帰ろうとすると、途中で電車がなくなってしまうかもしれません。まぁ、どこかで朝まで時間を潰つぶしますよ」

　見れば佐伯さんが今にも泣きそうな顔をしていた。

「そんな顔をしないでください」

「だって……」

「もう会えないわけじゃないんですから。明日もまたここに寄りますし、これからも変わらず同じ学校の生徒ですよ」

　会おうと思えばいつでも会える。

「わたし、もっと弓月くんと一緒にいたかった」

　彼女はうつむき加減に、つぶやくように零こぼす。

「僕もですよ」

　言って僕が肩に手を乗せると、彼女はゆっくりと顔を上げた。

　僕らはしばし見つめ合う。

　佐伯さんの長い睫まつ毛げが揺れ、その下の大粒の瞳ひとみも薄く涙に濡れていた。

　そんな彼女を見る僕は、彼女の目にはどう映っているのだろう。みっともない顔でなければいいと思う。

「じゃあ、また明日」

「うん……」

　そうして僕は踵を返し、佐伯さんと暮らしたこの部屋を後にした。
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　佐伯さんに背を向け部屋を後にした僕は、階段を下り、表へと出た。

　そこで気まぐれにアパートを見上げる。

「……」

　いい場所だったと思う。駅にも学校にもほどほどに近かったし、大きな道路から少し離れているので静かでもあった。




　そして、何よりも彼女がいた。




　まぁ、それは借りるときの条件に入っていなかったが。

　先ほどおじさんに問われた。なぜ後からでも新しい部屋を探すなりして、問題を解決しなかったのか、と。打ち明ければ、答えはまさしくそれだ。要するに居心地がよくて、解決したくなかったのだ。

　しかし、もうあの部屋に自分の家として戻ることはない。そう思うとやはり寂しいものがある。

　さて、いつまでもこうして見上げていても、ただの不審人物だ。行こうか。

　僕は歩き出す。

　外は夜ということもあってか、思っていたよりも涼しかった。どうやらこの学園都市は山を拓ひらいてつくられたらしく、高い位置にあるようだ。まだ実家から水の森に通っていた去年の夏、家の周りより二度ほど気温が低いのだと実感した覚えがある。

　これからどうするか。

　街灯の光が暴あばく、人気の絶えた住宅地を歩きながら考える。一ノ宮まで出れば二十四時間営業の店もあるし、そこで何か飲みながら本でも読んで朝まで時間を潰すのが無難か。読みかけの本も鞄に放り込んできたことだし。

　そんなことを考えながら住宅地を抜け、大きな道路に出る。だけど、車通りはほとんどなく、時々思い出したように走っている程度だ。中央分離帯に等間隔で立つ街灯が道路を照らしている分、明るくはあるのだが、寂しさは変わらない。

　と、不意にズボンのポケットから振動とくぐもったメロディが伝わってきた。携帯電話の着信。見れば佐伯さんからの電話だった。通話ボタンを押し、出る。

「もしもし」

『……わたし』

　少し沈んだ彼女の声。電話だからそう聞こえる、というわけではないのだろうな。

「どうかしましたか？」

　聞きながら僕は、道路に沿って歩道を歩く。

『弓月くんの声が聞きたくて』

「さっき別れたばかりですよ」

『……じゃあ、切る？』

　そこに車が一台、後ろから前へ。僕はそれが通り過ぎるまで待ち──、

「……切りませんよ」

『そっか、よかった』

　佐伯さんが微笑ほほえんだのが、電話越しにわかった。

『今どうしてるの？』

「ひとまず駅に向かって歩いてます。佐伯さんは？」

『わたしは、部屋。お父さんと顔合わせてても腹が立つし』

　今度は苦笑。

　親の心子知らずだな。

『ね、そう言えば、こうして電話で話すのって初めてだよね？』

「そうなりますか」

　僕は歩きながら空を見上げる。星は見えなかった。このあたりは空気が比較的澄んでいると思うのだが、それでも星の光は届かないらしい。どこなら見えるのだろうな。

「今までずっと一緒にいましたからね」

『うん。ずっと一緒にいた』

　佐伯さんがリピートする。

『それにずっと一緒だと思ってた』

「僕はそこまでは思いませんでしたが、あまり想像しなかったのも事実ですね」

　佐伯さんのご両親が帰国したらこの生活も終わりだろうとは思っていたし、終わり方ももう少し穏やかなものになると予想していた。それがまさかこんなかたちで唐突なものになるとは。

『お父さんじゃないけど──』

　と、佐伯さん。

『わたしが一緒に住もうって言い出したとき、弓月くん、いやだとかそっちが出ていけとか言わなかったよね。どうして？』

「まぁ、あの時点で僕も入居の準備ができていましたからね。交渉の結果、負けたら敗戦処理が大変です。それならまだルームシェアのほうがマシと言えます」

　それに佐伯さんの勢いに圧倒されたというのもあるが。

　交差点に差しかかる。ここを右に行けば学校、左に行けば学園都市の駅だ。ちょうど信号が青だった横断歩道を渡り、左に折れる。

『じゃあさ、このこと家族の人に話した？』

「言ってませんね」

　この筋に入ると一気に車の交通量が増える。駅の目の前を通る道路だからだろう。流れるヘッドライトの中にはタクシーのものもある。

　走る車のエンジン音が電話の邪魔になりはじめた。

『どうして？』

「君、おじさんの質問をなぞってますね」

『うん。でも、これは弓月くんには聞かなかったから』

　確かにそうだ。おじさんは僕の家族のことにはふれなかった。僕が素直に出ていけば、そこにまで口を出すつもりはなかったのだろう。

『どうして？』

　再度、佐伯さんが問う。




「君と同じですよ、黙っていた理由は」

　僕はただそれだけを言った。




　沈黙。

　そして、

『そっか。おんなじか』

　その声には笑みが含まれていた。

　たぶん僕が何を言いたかったか、彼女はちゃんとわかったのだろう。

『ねぇ、これからどうするの？』

　問われているのは『今』ではなく、『今後』だ。

「夏休みに入ったら、新しい部屋を探しますよ」

『近くだといいね』

「そうですね」

　気がつけば僕は、ショッピングセンターなどが立ち並ぶ敷地に足を踏み入れていた。もう駅前と呼べる場所だ。駅のほうから流れてくる人影も目立ちはじめた。僕だけがその流れに逆らっている。

『また一緒に買いものに行けるかな？』

「君、それくらいひとりで行きなさいね」

　荷物持ちをさせる気だろうか。

『いいじゃない。わたし、弓月くんと買いもの行くの、好きなんだから』

「まぁ、それについては僕もですよ。悪くはありませんでした」

　話しながらすでに閉じたショッピングセンターの前を抜け、駅舎との間にある駅前広場まできた。適度にライトアップされている。地面はタイル敷きで、端にはイベント時に客席になる場所もあった。

　僕はそこの最前列に鞄を放り出し、腰を下ろした。

　前を見ればバスやタクシーの乗り場もあるロータリィ。だけど、もう本数も少なくなっているのか、乗り場にバスの姿はない。その分、待っている人も少ないが。帰宅ラッシュを過ぎた駅の周辺なんて寂しいものだ。

『学校はどうかな？　一緒に行ける？』

「さて、どうでしょう。新しい部屋の場所にもよりますね」

　終電までにはまだ十分に時間がある。今の佐伯さんとの電話を切ってまで、慌てて飛び乗ることもないだろう。こうやって新しい生活について想像するのも悪くはない。

「じゃあ、朝は待ち合わせしますか」

『うわ』

　電話の向こうから小さな感嘆の声。

「なんですか？」

『珍しい。弓月くんがそんなこと言うなんて』

「そうですかね」

　言いつつも、自分でも少なからずそう感じる部分はある。確かに僕にしては珍しいかもしれない。それだけ素直に話せているということか。

『ねぇ。電話だと普段言えないことが言えると思わない？』

「それは携帯電話を肯定するときの常じよう套とう句くですね」

　まさしくその通りだが。

『だからね──』

　と、彼女が言ったとき、何か予感めいたものを感じ、僕の心は身構えた。




『わたし、弓月くんのことが好き』

「……」




　あぁ、やっぱり──と心のどこかで思い、それにも拘かかわらず僕には応こたえる言葉が見つからなかった。

　かくして、無言。

　だが、先に口を開いたのは、佐伯さんだった。

『知ってたよね？』

　と、そこにいたずらっぽい笑みを含ませて。

「そりゃあ、まぁ……」

　自然、苦笑いがもれる。

　あれでわからなかったら常軌を逸したレベルの鈍感さだ。

『弓月くんは？』

「僕は……」

　思考とも戸惑いともつかない──ひと呼吸。




「ええ、好きですよ、君が」




　僕は初めての言葉を口にする。

　電話越しの告白。

　なんとも、まぁ、携帯電話も馬鹿にできないものだ。




『……そっか』

　照れたような佐伯さんの声。

『うん。でも、知ってたけど』

「そうですか。知ってましたか。僕もまだまだですね」

　とっくに見透かされていたらしい。尤も、自分でも薄々そうだろうとは思っていたが。

　と、そのとき、遠く救急車のサイレンが聞こえてきた。そして、すぐに奇妙なことに気づく。音がわずかにずれて二重に聞こえるのだ。




　ひとつは、夜気を切り裂き空気を伝わってくるもの。

　もうひとつは、電話の向こうから。




　それが何を意味するか理解し、はっとする。

　僕は弾はじかれたようにあたりを見回す──までもなかった。




　正面。

　そこに佐伯さんがいた。

　携帯電話を耳に当て、立っている。
















　彼女は真っ直ぐにこちらを見──そして、僕も携帯電話を握ったまま、その視線を受けて、返す。

　彼女の後ろ、ロータリィの向こうの道路を救急車が走っていく。

「佐伯さん……」

　僕がようやくその言葉を絞り出したのは、それが通り過ぎた後の、サイレンの残響の中でだった。

　同時、佐伯さんはタイルの床面を蹴けって駆け出し、僕は立ち上がる。

　体当たりみたいにして抱きついてきた彼女を、体で受け止めた。




「家にいたんじゃなかったんですか」

「そんなわけないじゃない。弓月くんが出ていっちゃったのに」




　彼女は僕の胸に額を押しつけながら言った。

　僕は片手を彼女の背に回し、もう片手でお役御免になった携帯電話の通話を切る。妙に冷静だな。

「おじさんが心配しますよ」

「そんなの知らない」

　佐伯さんが顔を上げる。

「ね、さっきの続き」

　それから少しだけ体を離した。それでも両手は僕の腰のあたりにかかったままだ。そんな体勢で僕らは向かい合う。

「わたしのこと、いつから好きだった？」

　またいろんな意味で答えにくい質問を。

「そんなことはっきりとわかりませんよ」

「そう？　わたしはわかるよ、いつから弓月くんのことが好きだったか」

「いつからですか？」

「もちろん最初から」

　佐伯さんはきっぱりと言い切った。

「初めて会ったときから好きだった」

「そう、ですか……」

　そこまではっきり言われると……。いや、佐伯さんらしいと言えば佐伯さんらしいのだろう。

「もう一回好きって言ってくれる？」

「残念ですね。それは僕にとって普段は言えない言葉です」

「けち」

　彼女はひと言短く言って、口を尖らせた。

　なら言えない代わりに、せめて行動で示すことにしよう。

　僕は見下ろすようなかたちで、真っ直ぐに佐伯さんを見つめた。




　以心伝心。

　そうして彼女は目を閉じ、僕はそれを待ってから唇を重ねる。




　僕らはひかえめにライトアップされた駅前の広場で口づけを交わす。先日のいたずらみたいなのよりも長い口づけ。

　程なく、どちらからともなく唇を離した。

「またしちゃったね」

「いいんですよ。そんなことをいちいち言わなくても」

　でも、おかげで照れくさいような気まずさは埋められた。

　そして、僕は決意をひとつする。

「さて、そろそろ行きますか」

「……やっぱり、行くの？」

　佐伯さんの眉まゆ尻じりが悲しげに下がる。

「いえ、そうじゃなくて」

　正確には『戻る』か。

「君のお父さんにお願いにいこうと思いまして。もう少し君と一緒にいさせてくださいと」

　瞬間、彼女は驚いたように目を見開く。

　そして、再び僕の腕の中に飛び込んできた。

「うん、そうしよう。わたしももっと弓月くんと一緒にいたいから……」

　佐伯さんはかすれ、震える声で、そう言った。
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　終業式。

　つまり、明日から夏休みという日。

　炎天下での終業式を終え、教室で成績表を受け取って──一学期最後の日を終えた僕は、馴染みの顔とともに教室を出た。

　馴染みの顔とは即すなわち、滝沢、矢神、宝龍さんに雀さん、である。

　いつも忙しそうにしている滝沢も、この日ばかりは特に用はなかった模様。運動部なら今日も部活があったりするのだろうが、文化系はのん気なもので、文芸部のふたりもいる。

「見事なものですね」

　僕は宝龍さんの成績表を見ながら廊下を歩く。

　惜しげもなく見せてくれた宝龍美ゆきの成績表には、とんでもない数字がずらりと並んでいた。この中どころか学年でも一位、おそらく夏休み明けの全国模試ですらそうな気がする。

　これでなぜ留年したか不思議で仕方ないが、原因が成績とは関係ないところにあるのだから、それとこれとは別なのだろう。

「この感じだと、きっと僕がいちばん下ですね」

　同じように滝沢からも成績表を見せてもらい、矢神と雀さんに探りを入れた結果、僕はそう予想する。たぶん上から順に、宝龍さん、滝沢、矢神と雀さん。そして僕、だろう。

　滝沢は、宝龍さんの前では霞かすむが、苦もなく上位に入る秀才型の人間だ。矢神と雀さんはどちらも真面目なので、こつこつ勉強して、その努力に見合った結果を残している。

「大丈夫だ。お前はそんな成績とは別の場所で、十分に頭のいい人間だよ」

　と、後ろから滝沢。

「そうね。それは勉強では伸ばせない部分よ。自信もちなさい」

　それに同調したように、宝龍さんまでもが言う。こちらはグループの先頭を切って、堂々と歩いている。隣には雀さん。

　そんなふうに褒められたところで、結局のところ学生の価値をはかるのは学業の成績なのだ。格好の悪い点数を取るわけにはいかない。

「宝龍さんも滝沢さんも、弓月君のことを高く買ってるんですね」

　不満げに雀さんが口をはさむ。

「おや、ナツコさんは僕が評価されるのは気に入りませんか？」

「ナツコ言わないっ」

「前々から聞こうと思っていたんですが、雀さんのお父さんって麻雀マージヤン好きですか？」

「っていうほどじゃないけど、理系の研究者のくせに一時期麻雀にハマってたみたい。それがちょうど私が生まれるころ。姉ふたりが陽よう子こと量りよう子こで、私がナツコってどうなのよ……って、そんなことはどうでもいいんですっ」

　最近わかった。雀さんは真面目な性格が災いして、ノリツッコミ体質なのだ。

「許してあげなさい。褒められて照れてるのよ、恭嗣は」

「あ、そうなんですか」

　いやいやいや。何か誤解があるような。

「ほう、そうなのか」

「いや、ですから……」

「そうよ。つき合ってたこの私が保証するわ」

　好き勝手言ってくれる。

　しかし、気がつけば昇降口。反論しようにも皆それぞれに靴を履き替えはじめ、その機会も逸してしまった。

　何か非常にもやもやした気持ちを抱えたまま僕も革靴に足を突っ込み、表へ出る。

「あ、やっと出てきた。おーい、弓月さーん」

　手を振るのは桜井さんだ。その横には当然のように佐伯さんもいる。この夏の暑い中、待っていたらしい。

　自然、僕と佐伯さんの目が合い──彼女がやわらかく微笑んだ。

　僕の口から嘆息がもれる。何となくいやな予感がするな。

「仕方ない。君も一緒に帰りますか」

　僕はそう言いながら手を伸ばし、気配を殺して脇を通り抜けようとしていた浜中君の襟首を摑んで、引き寄せた。

「なんで毎度毎度僕を巻き込むんだよっ!?」

「いいじゃないですか、一学期最後の日くらい。いやですか？」

「いやに決まってるだろっ」

　涙目の浜中君。嫌われたものだ。

　しかし、「なんだ、そっちの先輩と帰るのか？」「じゃあね、浜中くん」「また電話するからな」「先輩、失礼しまーす」と、彼と同じグループらしい男女の生徒らは理解を示し、先に行ってしまった。

　浜中君をつれて佐伯さん、桜井さんに合流。にわかに大所帯となった。

「夏休みに入るとしばらく会えませんから、ご一緒していいですか？」

「いいと思いますよ。大勢のほうが賑にぎやかですから」

　僕は桜井さんに答えておいてから、隣にいる佐伯さんに目を移す。

「じゃあ、我々も駅まで行って、買いものをすませますか」

「そうだね。それがいいと思う」

　どうせ今日はもとから買いものに出る予定だったのだ。なら、このままみんなと一緒に駅まで行ってすませてしまえば手っ取り早い。

「あいかわらず仲のいいことだな」

　滝沢に含み笑いでからかわれながら、かたまって校門を出る。

「ま、近所のよしみというやつですよ」

「とか言ってますけどね、弓月くん、うちの父に会ったんですよ」

　しかし、すかさずよけいな爆弾を投下してくれる佐伯さん。波紋のように動揺が広がった。……いちばん動揺したのは当事者であるはずの僕だが。

「驚いたわね。恭嗣がそこまで話を進めてたなんて」

　冷静に、しかし、かすかに驚きを含めて言ったのは宝龍さんだ。ある程度の事情を知っている彼女でも、これは青せい天てんの霹へき靂れきだったらしい。

「事実だけ見れば、確かにそうなんですけどね。でも、彼女のお父さんと会ったのはたまたまです。偶然ですよ」

「あ、お嬢さんをください、とかじゃないんだ……」

「矢神……」

　飛躍しすぎだ。尤も、それに近い説得はあったのだが。




「でも、基本的にはみんなが思ってる通りだよね？」

　佐伯さんは僕にそう言ってくるが、当然ながらそれはこの場にいる全員に聞こえている。




　桜井さんが詰め寄ってきた。

「ほら！　やーっぱりそうなんじゃないですかぁ。いくら聞いてもキリカははぐらかすし、弓月さんは否定するし」

「つい最近の話です。桜井さんが僕を問い詰めていたころは、まだそうじゃなかったんですよ」

　よって、騙だましていたわけではない。

　そこで口を開いたのは今まで、そして、今も不機嫌顔ながら、それでも素直についてきている浜中君だ。

「あ、でも、先輩ならけっこうあり得るんじゃないですかね。意外と何するかわからないところがあるし」

「君まで僕の敵ですか……」

「むしろなんで味方してもらえると思ったか不思議ですけどね」

　やはり未だ学生食堂でのことを根に持っている模様。

「君、後で覚えておくように」

「後っていつですか？　もうしばらく会わないと思いますよ」

　彼はこちらを睨み上げるようにしながら、ふてぶてしい態度を見せる。なるほど、退路を確保した上での反撃だったか。

「あなたたちもいつの間にか仲よくなったのね。せっかくだからふたりそろって文芸部に入りなさい。今なら夏の合宿に参加できるわ」

「だそうです。どうですか、一緒に合宿とやらに参加して、朝まで語り合いますか」

「考えなしに目の前のエサにつられてんじゃねぇよ。興味もないクラブに入る気かよ。まぁ、別に止めませんけど。僕は遠慮しておきます」

　確かに一理あるな。

　にしても浜中君、もうここでは猫をかぶる気はさらさらないようだ。

「あ、あの、宝龍さん。合宿って……？」

　矢神がおそるおそる問いかける。

「どうせ秋の文化祭には部誌を出すのでしょう？　だったら、そのとっかかりとして合宿をやってもいいと思うの。計画をまとめて、近々提出するわ」

「うち幽霊部員が多いんですけど……」

「最悪、私と矢神君のふたりね」

「……」

　哀れ、矢神。顔面蒼そう白はく……って、すがるような目で僕を見ないでもらいたい。

　大部分で話題の中心にいながらやけにアウェーな気分にさせられる話を展開しているうちに、道程は終点に辿り着こうとしていた。学園都市の駅だ。

「それじゃあ、僕らはここまでです」

　改札口まで一緒に行き、そこで別れる。

「またね、ふたりとも」

「弓月、また連絡する」

「じゃっねー、キリカ。弓月さんも。休み中キリカと会うと思いますから、そのときはまた一緒に」

　口々に言って改札を抜けていく。浜中君はなぜか桜井さんに尻を蹴られていた。僕と佐伯さんは、そんな彼らがエスカレータでプラットホームに上がり、姿が見えなくなるまで見送った。

　これから夏休みに入るが、僕らは遊び盛りの高校生だ。何かにつけて連絡を取り合い、会うことだろう。名残り惜しさは欠片かけらもない。




「まったく、君は。なんであんなことを言ったんですか」

　きた道を戻るかたちで、ショッピングセンターへと足を向けた。

「どうせ黙ってたっていつかはわかることなんだから。今のうちに知っておいてもらったらいいじゃない」

　それに──と、佐伯さん。

「本当のことだしね」

「まぁ、ね」

　いや、もう、あの日は大変だった。あれから佐伯さんと一緒に家に戻り、おじさんにお願いしたのだ。多弁になっても言葉が薄っぺらくなる気がして、的確に要点だけを述べ、頭を下げて頼み込んだ。もちろん、そこに僕の気持ちみたいなものも含めないわけにはいかず、それこそ矢神が言ったのに近いものがあった。いま思い出しても恥ずかしく思う。

　対するおじさんは僕以上に口数が少なく、こちらのお願いに二時間近く腕を組んだまま黙っていた。佐伯さんなんかいくら待っても答えが返ってこないものだから、ついには舟を漕こぎ出したほどだ。

　そうして答えが出たのは、時計の針が三周目に突入したころ。午前三時を回ろうかという時間だった。

「未だによくおじさんが了承したものだと思いますよ」

「あれでお父さん、弓月くんのことけっこう気に入ってるんだと思う」

「そうですかね」

　覚えのない僕は首をひねるばかりだ。

「うん。誠実で男らしいところがあるって褒めてたし」

「買いかぶりすぎですよ」

　誰も彼も、僕を過大に評価しすぎだ。

「まぁ、おかげで君ともまだ一緒にいられるわけですが」




「『大切にお預かりします』？」




　佐伯さんが意地の悪い笑みを見せる。それは僕がおじさんに言った台詞だ。

「いちいち言わなくていいんですよ。ほら、早く買いものをすませて帰りましょう」

「でも、その前にアイス食べていこう。暑いし」

　佐伯さんが指さす先には、ショッピングセンター外周部のアイスクリーム屋があった。

「太っても知りませんよ」

「失礼な。これでも毎日努力してるんだから。女の子を舐なめるなと言いたい」

　彼女は頰をふくらます。

「それに大丈夫。少しくらい太っても、弓月くんは好きでいてくれるから」

「いいんですか、そんなに信用して」




「弓月くんこそ、わたししか見えてないくせに」




「……」

　返す言葉を失なくす僕に、佐伯さんは勝ち誇ったような微笑みをひとつ。

　それからアイスクリーム屋に駆けていく。

「I'll have Sherbet!（シャーベットください！）」

　よく通る涼やかな声が、僕の耳にまで届いた。

　あぁ、図星なんだろうな。

　僕はそんな佐伯さんと、ひとつ屋根の下で暮らしているわけだ。それもとびきりの美少女。そして、彼女もまた僕に、心で、体で、好意を示してくるのだろう。果たしてこれからの毎日、理性を保つことができるのだろうか。案外、早まったことをしたのかもしれないと思わなくもない。

　佐伯さんがこちらを振り返った。

「弓月くんはなんにするー？」

「今いきますよ」

　僕は走らず、歩いて彼女のもとへ向かう。

　哀れな虜りよ囚しゆうの、せめてもの無駄な抵抗として。
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　ある日のこと、放課後の昇降口で唐突にあの人が言った。




「今から恭ゆき嗣つぐの家に遊びにいっていいかしら？」




　あの人。

　宝ほう龍りゆう美みゆきさんのことだ。

　彼女は長い黒髪がきれいな、ひと言で言ってしまえば、美人。それも超のつく美人だ。

　以前わたしがどんな人？　と弓ゆみ月づきくんに尋ねたとき、「君が学校ではっと目を見張るくらいきれいな人を見かけたら、まず間違いなくそれが彼女です」と彼は言ったけど、まさにその通りだった。

　そして、彼女は弓月くんの元カノでもある。

　その宝龍さんが言うのだ。家に遊びにいきたい、と。

「それは佐さ伯えきさんにも聞いてください」

　と、弓月くん。

「そうだったわね」

　うん、そうだった。うちにくるのならわたしがいるときにしてくださいと言ってあったのだった。何せ今でも仲のいい元カノで、どうもまた弓月くんとやり直そうとしている節があるのだ。ふたりきりにするとどんな行動に出るかわからない。

　ふたりの視線がわたしに向けられる。

「……」

　わたしは思わず考え込んでしまった。いったい何を企たくらんでいるのだろう、と。

　とは言え、ここで「ダメです」と言ってしまうのも狭量というもので、弓月くんに呆あきれられかねない。

「……まぁ、いいですけど」

　仕方なく、わたしは首を縦に振る。

　こうなったら彼女が何を企んでいようが、絶対に阻止するだけだ。わたしに黙ってこっそり家に上がられるよりましだと思おう。

「決まりね」

　宝龍さんがそう言い、弓月くんはやれやれといった調子で深々とため息を吐ついた。
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　校門を出て、帰り道を歩く。

　最初のころ、弓月くんは学校がらみとなると、まったくと言っていいほど一緒に歩いてくれなかった。それでもわたしがあの手この手で喰くい下がり、最近では少しばかり諦あきらめモード。

　だから、この道をふたりで行き帰りすることはよくある。お京きようが一緒のときもあった。でも、宝龍さんがいるこの組み合わせは初めてだ。しかも、途中までではなく、このまま家まで行くのだ。

「恭嗣たちの家ってどんなところなの？」

　と、歩きながら宝龍さんは問う。

　今は、弓月くんと宝龍さんが並んで歩き、その後ろにわたしという位置関係だ。あの人の背中を見て、そこはわたしの場所なのにと思わなくもない。でも、わたしまで弓月くんの横に並んでしまっては、彼女が見えない。何か妙なことをしないよう、ここで目を光らせておかないと。

「普通ですよ……と言いたいところですが、素直にいい物件だと思います。間取りのわりには家賃も手ごろですし、駅にも近いですから」

「わたしもいるし？」

「誰もそんなこと、ひと言も言ってませんよ」

　弓月くんは後ろのわたしに意識を向け、ちょっとだけ笑いながら言った。

「あれもついてたの？」

「あれはついてなかったように思いますね」

　こら、あれって言うな。

「僕は親を説得した後、すぐに動き出しました。春は人の移動が激しいですからね。いい部屋を見つけるなら、早いにこしたことはないと思ったんです。その甲か斐いあって二月の中旬には契約をすませていました」

「あ、そうなんだ。わたしは三月に入ってからだったかな。こんないい部屋がまだ残ってるなんて、さすが学園都市って思った」

　実際はその時点でもう契約済みだったわけだ。

「どうやら二重契約の責任は、彼女の担当者のほうにありそうね」

　宝龍さんが頭を抱える。

　考えてみれば、わたしたちは責任の所在を積極的に明らかにしようとはしなかった。たぶんそうしたところで、そのときに直面していた問題は解決しなかったからだろうと思う。お互いに譲れない事情があったので、現状をどうにかすることが急務だったのだ。

　まぁ、結果的には素敵な同居人に出会うことになったので、わたしとしてはよくやったと思うところが大きい。

「あ、そうだ。ね、九月に駅前のマンションが完成するじゃない？　今度、そっちに引っ越そうか」

　わたしは後ろからそんな提案をしてみる。

　今、学園都市の駅前の一角に建設途中のマンションがある。何となく気になって見にいってみれば、九月に完成予定だと書かれていた。今のアパートもいいところだけど、あっちは新築で高層マンション。憧あこがれる。

「何を莫ば迦かなことを。まだ二ヶ月ほどしかたってないじゃないですか」

　しかし、弓月くんの返事はあっさりしたもの。

　と、そこで宝龍さんが割って入ってくる。

「私からすれば恭嗣のほうがよっぽどバカなことを言ってるわよ」

「そうですか？」

　弓月くんはその指摘に対して首を傾かしげる。

「なぜあなたまで一緒に引っ越すのか、私にはさっぱりわからないのだけど」

「前言撤回。ひとりで引っ越してください」

　弓月くんは慌てて言葉を紡いだ。

　おお、わたしも気づかなかった。どうやらわたしも弓月くんも、すっかり現状に馴な染じんでしまっていたらしい。だとしたら、わたしたちはさしずめ一いち蓮れん托たく生しよう、運命共同体？

　これは案外使えるかもしれない。弓月くんが大学に進学して引っ越すことになったら、しれっとわたしも一緒についていってしまおう。




　交差点に差しかかり、わたしたちは横断歩道を渡って左に折れる。

　ふいに弓月くんが深々とため息を吐いた。

「どうしたの？」

「いえ、佐伯さんと宝龍さんをつれて歩いている僕は、周りからどう見られていたのだろうな、と」

　いったい何のため息かと思って問えば、弓月くんの返事はそれだった。

　確かに弓月くんは、わたしが横にいても文句を言わなくなった。だけど、やっぱりほかの生徒からの視線は気になるよう。この交差点を折れて学校と駅を結ぶ道から離れたことで、ほっとひと息といったところか。




「美人ふたりに囲まれてるのよ。役得だと思って、堂々としてなさい」




　そこですかさず宝龍さんがさらりと言ってのけた。

　正直、うわお、だった。

　確かに誰も文句のつけようのない美人だけど、自分で言っちゃう？

　そうこうしているうちに再び道を折れ、住宅街の中へ。少し歩けば、わたしと弓月くんの住むアパートが見えてきた。
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「ふうん。ここがあなたたちの家なのね」




「うわ、小こ姑じゆうとに見られてる気分」

　宝龍さんが家に上がり、リビングを一望するなりそんなことを言うので、わたしは「うへえ」となった。

「何か？」

「べっつにー」

　わたしは彼女の鋭い視線をかわすように、そっぽを向く。

「まぁ、座ってください」

　キッチンから弓月くんの声。

　見れば彼は、制せい鞄かばんをダイニングテーブルのイスの上に置き、着ていたブレザーをその背もたれにかけていた。

「そっちの座ざ椅い子すが僕のですから、それを使ってくれたらいいですよ」

　そうしてからネクタイもほどいて、ブレザーの上にひっかける。

　宝龍さんは遠慮なく座椅子に腰を下ろした。

「宝龍さん、アイスコーヒーでいいですか？」

「はい、わたしも」

「わかってますよ」

　弓月くんは苦笑する。

　わたしも自室のドアのあたりに制鞄と脱いだブレザーを置き、自分の座椅子に座った。

「そうね。今日は暑いものね」

　そう言って宝龍さんもブレザーを脱ぎ──わたしは思わずむっとした。

　胸が大きいのだ。

　ひと目見たときからスタイルがいいとはわかっていたけど、それをまざまざと見せつけられた気分だ。わたしも同い年の女の子よりは恵まれているほうで、弓月くんが気になったり視線を逸そらしたりで葛かつ藤とうしてしまうくらいにはある。でも、さすがにこれには負ける。これが二歳の差だろうか。……まぁ、二年後には追いつくとは思うのだけど。

　普段は弓月くんが座っている座椅子に宝龍さんが腰を下ろしているせいで、わたしは彼女と向かい合うことになった。

「部屋、きれいね」

「ちゃんと掃除してますから」

　小姑の目ざといチェックを受けても大丈夫な自信はある。

「それに、いい部屋だわ」

「……ありがとうございます」

　会話が弾はずみも続きもしなくて、コーヒーはまだかなと思ってキッチンを見てみれば、ちょうど弓月くんがグラスをふたつお盆に載せているところだった。

「あ、わたしが」

「いいですよ、これくらい。君は座っててください」

　立ち上がりかけたところで、弓月くんに言葉で制された。

「お待たせしました」

「ありがとー」

「ありがとう」

　わたしと宝龍さんの声が重なる。

　弓月くんはグラスをそれぞれわたしたちの前に置いた。続けて真ん中に置いたのは小さなガラスの食器。中にはコーヒーフレッシュとガムシロップがいくつか入っていた。いつもは最初からわたしの好みの量だけいれてくれるのに、今日は宝龍さんがいるからか、自分で入れろということらしい。

　宝龍さんはさっそくコーヒーフレッシュだけを入れて、ひと口飲んだ。わたしはガムシロップも入れる。

「美お味いしい」

　と、宝龍さんは感嘆のひと言。

「お口に合ったようで何よりです」

　そう答える弓月くんはキッチンとリビングの境あたりに立っていて、やっぱり自分のグラスでコーヒーを飲んでいた。遅れてわたしも飲む。うん、いつも通り美味しい。

「恭嗣がいつもミルクティしか飲まない理由がよくわかったわ。家でこんなに美味しいコーヒーを飲んでいるんじゃ、缶コーヒーなんて霞かすむわね」

「僕はただ、コーヒーメーカーでどれだけ美味しく淹いれられるか追求しただけですよ。これはその結果です」

　結局は器械任せだと弓月くんは言うのだ。でも、それなりに試行錯誤はしただろうし、器械任せでもこれだけの味が出せるのはたいしたものだと思う。将来は喫茶店でもやればいいのに。

「あなたは毎日これを？」

　彼女は、今度はわたしに問う。

「もちろんです。朝は必ず淹れてくれるし、夜もよく一緒に飲みます」

「そう」

　短く答えた宝龍さんのその発音には、どことなく羨うらやましいといった響きが含まれているように思えた。羨ましいのはどっちだろう？　このコーヒーを飲めることか。それとも淹れてくれるという行為についてか。

　何にせよ、わたしはようやくちょっとだけ彼女に勝った気がした。
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　それから三人、コーヒーを飲みながら、つらつらと他た愛わいもない話をした。

　ただ、この場では宝龍さんがお客様なので、どうしても話は彼女が中心になる。学校の年間行事の話なんかだと、新入生のわたしには「へー」となる話題もあるのだけど、今のふたりのクラスの話になるとわたしは完全に外と様ざまだ。

「そうだ、恭嗣。教科書とノートを出しなさい」

　と、ふいに宝龍さんが言った。

　どうでもいいけど、こんなにも「～しなさい」の命令形が似合う女子高生というのも珍しい気がする。

「何ですか？」

「化学で教えてほしい問題があるって言ってたでしょう？　ちょうどいいから、今ここでやるわ」

「あぁ、そうでしたね」

　弓月くんも乗り気になったようだ。あぐらをかいて座っていたフローリングの床から立ち上がると、一度キッチンへ行き、そこで教科書とノート、筆記用具を持って戻ってきた。

　さっそくレクチャーがはじまる。

「……」

　不覚にも、わたしは宝龍さんの姿に見み惚とれてしまった。美人だし、頭がいいし、スタイルもいいし……。

　思わず座椅子の上でいじけたように膝ひざを抱え、回転機能を使ってくるくる回ってしまう。そんなわたしが気になるのか、宝龍さんはこちらを一いち瞥べつした後、わずかに顔をしかめた。でも、結局、何も言わない。わたしも気ままに回り続ける。

　つーまーらーなーいー。

　と、くるくるしていると、とうとう耐えかねて宝龍さんが口を開いた。

「いいかげんにしなさい。見えてるわよ」

「別に。わたしは気にしませんよ？」

　言われてみれば、こんな格好をすればストッキング越しの白い下着が丸見えだ。前に弓月くんにも指摘されたような気がする。とは言え、彼女のそのどことなく上から目線の注意にむっときた。

　すると彼女は、今度は弓月くんに向き直る。

「恭嗣も注意しなさい。それとも見て喜んでるの？」

「人聞きの悪いことを言わないでください。注意しても聞かないんですよ。性格がおおらかすぎて。僕も頭を抱えてるところです」

　なんとなく不本意な言われようだ。わたしにだって恥じらいというものはあって、四六時中あられもない格好をしているわけではない。なので、弓月くんはたまにあるこういうサービスシーンを、同居人の役得として楽しんでいればいいと思う。

「まったく、もう」

　宝龍さんは深々とため息を吐いた。




　弓月くんがわからなかったのは一問だけだったらしく、美人すぎる留年生、宝龍さんによる指導は程なく終わった。

「さて、そろそろ帰るわ」

　頃合いを見計らうようにしてそう切り出したのは、当然、宝龍さんだ。

　そして、その言葉に拍子抜けしたのはわたし。

　彼女がうちにきたいと言い出したときから、てっきり何か企んでいるものだとばかり思っていた。それがこうもあっさり帰るとは。

　宝龍さんは立ち上がろうとする。

　と、そこでローテーブルの上にある空のグラスが、彼女の目に留まった。

「美味しいコーヒーをいただいたから、お礼にグラスくらいは洗っていくわ」

　そう言ってグラスに手を伸ばそうとする。

「あぁ、それなら佐伯さんが」

「いえ、わたしが」

　わたしと弓月くんの言葉が重なった。

　別に宝龍さんにキッチンを使われたくないと思ったわけではない。ただ単に弓月くんがコーヒーを淹れて、空になったグラスやマグカップをわたしが洗うのが普段の自然な流れだったり、ごく普通にお客さんに仕事をさせてはいけないと思ったりしただけだった。




　結果、なんか慌てた。




　わたしがグラスを先に取ろうと思って慌てた末にバランスを崩し、宝龍さんに正面から突っ込んでしまった。

「きゃっ」

「えっ」

　まるで押し倒すようにして、ふたりでひっくり返る。

「あいったー……」

「いたたた……」

　いやー、びっくりした。

　上になっていたわたしが先に体を起こし──そして、それを目にする。

　倒れた拍子に宝龍さんの制服のスカートが、それはもう盛大に、おヘソが見えるくらいまで捲めくれ上あがっていた。当然、下着は丸見えで……。

「あ、すごーい」

　わたしは思わず感嘆の声を上げていた。

　それは彼女にぴったりの大人っぽい下着で、しかも、上品なセンスを感じさせる意匠をしている。色は白で、清楚だけど、同時に色っぽくもあった。

「これってどこで買ったんですか？」

「え、どこでって……って、そんなことはいいからどきなさい！　あなただって同じようなことになってるのよ」

「ん？」

　確かにわたしのスカートも少しばかり捲れていた。四よつん這ばいになっている今だと、なかなかに悩殺ポーズだ。

「わたしは別に気にしませんけど」

　いるのは弓月くんだけだし。

「私が気にするのよ！　恭嗣も向こうを向きなさい！」

「とっくの昔に向いてますよ」

　そう言った弓月くんの声は少し呆れ口く調ちようで、少し遠く聞こえた。たぶん言葉通りこちらに背を向けているのだろう。

　と、そこでわたしははっとあることに気がついた。




「さては勝負下着!?」

「違うわよ！」




　狙ねらいはこれか！　と思ったけど違ったらしい。





§§§






　すっかり暗くなってしまった学園都市の道を、宝龍さんと歩く。

　弓月くんはいない。

　わたしと宝龍さんだけ。

　というのも、彼女がひと言、「送りなさい」と言ったのだ。わたしに。弓月くんも何やら思うところがあるらしく、自分が行くとも自分も行くとも言わなかった。

　そんなわけで今はふたりだけ。

　当然、会話なんてなくて──なんでこの人と仲よく歩かないといけないのだろう、と横目で彼女を見る。

「……」

　今日はたぶん、今まででいちばん長く宝龍さんのことを見た。その上で思う。わたしはこの人に勝てない気がする、と。美人で、頭がよくて、スタイルもよくて、しかも、弓月くんの元カノ。彼女が弓月くんのそばにいるだけで、わたしの胸がざわつく。

　思わずため息が漏れた。




「私、あなたに勝てない気がするわ」




　でも、そう吐露したのはわたしではなく、宝龍さんのほう。わたしは驚いてまた彼女を見た。

　宝龍さんは真まっ直すぐ前を見たまま続ける。

「私は最初、てっきりあなたは恭嗣に甘えっぱなしなんだと思ってた。でも、意外としっかりしてるのね」

「……」

　わたしってそんなに「弓月くんがいないとなんにもできないもん」な女の子に見えるのだろうか。

「それでいて甘えるところではちゃんと甘えてる。私ではあなたみたいに上う手まく甘えられないわ」

「……その言い方だと、わたしがまるで計算尽くで甘えてるみたいなんですけどー」

　ちょっとむっときた。

「ごめんなさい。言葉が悪かったわね。悪気はないの」

「……」

　前も思ったけど、あんまり謝っている態度に見えない。

「逆に、恭嗣はしっかりしてるから何でも自分でやってしまうのかと思ったけど、案外あなたに任せっきりのところも多いのね。びっくりしたわ」

「まぁ、ルームシェアなんてそんなものですから」

「そう？　何となくそういう言葉じゃ収まらない気がするけど？」

　宝龍さんはくすりと笑う。

　確かに普通のルームシェアとは違うなと思う部分はある。




「まったく。あなたが天てん真しん爛らん漫まんだからこっちは落ち着いた女をアピールしてみたけど、恭嗣にはぜんぜん通用しなかったわね」




「はい？」

　……。

　……。

　……。

　やっぱり企んでた！

　思わず足を止めて、こんにゃろう、と宝龍さんの背中を半眼で睨にらみつけていると、彼女も立ち止まり、こちらを振り返った。

「もうここでいいわ」

　わたしの気持ちなど知った様子もなく──尤もつとも、頭のいい彼女のことだから気づいているだろうとは思うけど、でも、口にしたのはそんな言葉。

　確かに宝龍さんの向こうに学園都市の駅の灯あかりが見えていた。

「なかなか楽しかったわ。また遊びにいかせてもらうわね」

「絶対にこないでください」

　わたしはきっぱりと言い切った。








あとがき






　どうにかまたお目にかかることができましたね。九く曜ようです。

　一巻を買ってくださった皆様、そして、この二巻を手に取ってくださった皆様に、まずはお礼を申し上げたいと思います。ありがとうございます。

　さて、この二巻の刊行が決まった際、担当さんとわたしは互いの意気込みを確認し合いました。「売るためなら何でもやりましょう」「ええ、悪魔に魂たましいを売りましょう」と。

　結果、イラストのフライ様にケモミミ佐さ伯えきさんを描いていただくという暴挙に出た次第です。皆様に喜んでもらえたなら幸いです。

　では、最後に謝辞です。

　フライ様。今回も素敵なイラストをありがとうございました。担当の川﨑様。夜型のわたしに合わせて何度夜中に電話をさせてしまったことか。感謝感謝です。そして、デザイナーさんや校正さん、そのほか刊行に携わった皆様に、心からのお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　それでは皆様、またお会いできることを願って。


二〇一七年五月　九曜
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